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[bookmark: z75c4f0c1ac0c4541afcddc6d942746cc]SQL Server 2016 用 Microsoft System Center 管理パック ガイド
このガイドは、バージョン 6.7.15.0 の Microsoft SQL Server 2016 用管理パックに基づいて作成されました。
[bookmark: _Toc469565805]変更履歴

	リリース日
	[変更点]

	2016 年 12 月 (バージョン 6.7.15.0 RTM)
	· Always On ホストに 15 文字以下の名前がある場合、ローカル システム アカウントにリモート WMI の追加のアクセス許可が必要なくなりました
· 修正済み: Always On 検出および監視スクリプトが Windows レジストリのキャッシュされた値を読み取れない
· 修正済み: 一部の Always On スクリプトで MP バージョン番号が間違っている
· 修正済み: CPUUsage および DBDiskLatency スクリプトが理由: "インデックスの演算が失敗しました" で失敗する
· PS スクリプトがより安定して動作するように一部の Always On ワークフローに再試行ポリシーを追加しました
· Visualization Library を更新
· 修正済み: Always On 検出がクラッシュすると、Always On オブジェクトが検出されなくなる

	2016 年 10 月 (バージョン 6.7.7.0 RTM)
	· 修正済みの問題: データベースが可用性グループに含まれる場合、"Set DB offline" タスクが機能しない
· 修正済みの問題: Always On コンソール タスク機能しない
· Visualization Library を更新


	2016 年 9 月 (バージョン 6.7.5.0 CTP2)
	· コンピューター ホスト名が 16 文字以上の場合の構成に対するサポートが追加されました
· アラート ルールによって生成されたすべてのアラートの説明に"イベント ID" を追加しました 
· "実行アカウントがターゲット システムに存在しないか、十分な権限を持っていません" ルールが非推奨になりました
· エージェント “MSSQL: Monitoring failed” および “MSSQL: Monitoring warning” での監視ワークフロー スクリプトの実行で問題がある場合の、アラート生成に関する 2 つのルールを追加しました
· 検出スクリプトで重大ではない問題 (Operations Manager のログでの警告イベント) が発生している場合、アラートを生成する “MSSQL 2016: Discovery warning” ルールを追加しました
· 検出スクリプトの実行中の重大なエラーのみに対するアラートを生成する “MSSQL 2016: Discovery failed” ルールを変更しました
· MP スクリプトでのエラーのログ記録を改善しました
· WMI で不安定な動作を招く可能性がある、スクリプト内のいくつかの問題を修正しました
· メモリ最適化データ フォルダーのサブフォルダー内の「すべてのパフォーマンス データ」ビューで、利用可能なパフォーマンス カウンターの一部が表示されないという問題を修正しました
· チェックポイント ファイル ペアの数がしきい値 (既定では 300) より少ないデータベースを無視するために、「古いチェックポイント ファイル ペア率」を監視する新しい上書き可能なパラメータを追加しました
· 「リソース プールのメモリ消費量 (ロールアップ)」がデフォルトで有効になるようにしました
· Visualization Library を更新

	2016 年 8 月 (バージョン 6.7.3.0 CTP1)
	· メモリ最適化データ ガベージ コレクション FILL FACTOR のモニターとルールを規定で無効にしました
· メモリ最適化データ機能をサポートしていないすべての SQL Server エディションのメモリ最適化データのワークフローを無効にしました  
· 修正済みの問題: CPU 使用率モニターおよびルールが SQL Server クラスター インスタンスに対して機能しない 
· 修正済みの問題: 宛先が間違っていると、SQL Server インスタンスへの接続が終了しない
· 修正済みの問題: Set Database Online/Offline タスクが SQL Server クラスタ インスタンスのデータベースに対して機能しない場合がある
· DB ユーザー ポリシーのイベント ベースの検出について検出条件をより厳密にしました: 管理グループ名を追加しました
· スクリプト失敗アラート ルールについて検出条件をより厳密にしました: 管理グループ名を追加しました 

	2016 年 6 月 (バージョン 6.7.2.0 RTM)
	· スクリプトによって生成される MP イベントのイベント ID を変更 (Always On スクリプトは 4202、その他は 4211)
· SQL Server 2016 Express のメモリ最適化データ ワークフローを無効化
· Always On のログ適用保留/準備完了キュー カウンターの新しいパフォーマンス ルールを追加
· 可用性レプリカのロールが変更されるか、データベース レプリカのロールが変更されたときに警告を行うためのルールを追加
· スクリプトによって生成される MP イベントに MP バージョンの行を追加
· 表示文字列とサポート技術情報の記事を修正
· インストールされているいくつかのインスタンスの 1 つが停止されたときに一部のスクリプトがデータを返さなかった問題を修正
· SPN 構成モニターが古いデータを使用していた問題を修正
· 実行プロファイルを GPMP ライブラリに表示し、2016 以降のすべての SQL Server MP 用の汎用プロファイルにする準備を完了
· インスタンスの停止時にミラーリングの監視スクリプトでエラーが発生していた問題を修正

	2016 年 6 月 (バージョン 6.7.1.0 RC3)
	· Visualization Library を更新

	2016 年 5 月 (バージョン 6.7.0.0 RC3)
	· Smart Admin ポリシー監視を修正
· Always On データベース レプリカ検出の不適切な動作を修正。Always On ポリシーの検出と監視を修正
· データベース ポリシーの検出と監視を修正
· CPU 使用率監視スクリプトを修正し最適化 (この問題は、1 つしかコアが割り当てられていないときにのみ発生)
· CPU 使用率監視に 32 を超える数のプロセッサのサポートを追加。
· タスクで非推奨の SQLPS.EXE ではなく SQLPS モジュールの使用を開始
· FILESTREAM ファイルグループ監視を実装
· FILESTREAM での概要ダッシュボードのサポートを開始
· SQL Server の TCP/IP パラメーターで複数ポートのサポートを開始
· SQL Server の TCP/IP パラメーターでポートが指定されていないときに発生するエラーを修正
· ファイル グループの読み取り専用状態の検出を修正
· 一部のワークフローの実行プロファイルのマッピングを修正
· 新しい SQL Server 2016 メモリ最適化データ実装のサポートを追加
· 接続ロジックに TLS 1.2 のサポートを実装
· 接続ロジックにさまざまなクライアント ドライバーのサポートを実装
· 接続ロジックのエラー ログを更新
· 可用性グループ自動フェールオーバー モニターを更新
· 新しい Always On のパフォーマンス カウンターを収集するルールを追加
· Always On の SMO 使用率ワークフローを新しい接続ロジックをサポートするように更新
· SQL Server 2016 は .Net 4 ランタイムを使用するため、使用する PowerShell のバージョンを 3+ にアップグレード
· CPU 使用率モニターで CPU コア数に関する SQL Server の制限が無視されていた問題を修正
· 表示文字列とサポート技術情報の記事を修正
· スクリプトのエラー レポートを修正
· ディストリビューターで非アクティブ化されたサブスクリプションのワークフローを割合で比較するしきい値を修正

	2016 年 3 月
	このガイドのオリジナル リリース




[bookmark: _Toc469565806]作業の開始
このセクションの内容:
· 新機能
· サポートされている構成
· 管理パックのスコープ
· 前提条件
· 必須の構成
[bookmark: _What’s_new?_1][bookmark: _Toc469565807]新機能
Microsoft SQL Server 2014 用の管理パックとを比較して、次の機能強化が行われました。
· 新しい SQL Server 2016 メモリ最適化データ実装をサポート
· 可用性グループ自動フェールオーバー モニターを最新に更新
· 新しい Always On のパフォーマンス カウンター収集ルールを強化
· PowerShell 3 + と .Net Framework 4 ランタイムをサポート
· 実行プロファイルを GPMP ライブラリに表示し、2016 以降のすべての SQL Server MP 用の汎用プロファイルにする準備を完了
[bookmark: _Supported_configurations][bookmark: _Toc469565808]サポートされている構成
この管理パックは、System Center Operations Manager の次のバージョン用に設計されています。
· System Center Operations Manager 2007 R2 (ダッシュボードを除く)
· System Center Operations Manager 2012 SP1
· System Center Operations Manager 2012 R2
· System Center Operations Manager 2016

専用の Operations Manager 管理グループは、この管理パックには必要ありません。
.NET framework 4.6 と Windows PowerShell 3 + が必要です。

次の表に、管理パックでサポートされる構成の詳細を示します。
	構成
	サポート

	SQL Server 2016
	Windows Server 2008
Windows Server 2008 R2
Windows Server 2012
Windows Server 2012 R2
Windows Server 2014
Windows Server 2016

· 64 ビットの SQL Server + 64 ビットの OS 
· 32 ビットの SQL Server + 32 ビットの OS 
注: 64 ビット OS で 32 ビットの SQL Server インスタンスはサポートされません

	クラスター化されたサーバー
	可 

	エージェントレス監視
	サポートされていません

	仮想環境
	可


[bookmark: _Ref384661711]
SQL Server Express のいずれのエディション (SQL Server Express、SQL Server Express with Tools、SQL Server Express with Advanced Services) でも、SQL Server エージェント、ログ配布、Always On、OLAP Services とデータ マイニング、Analysis Services と Integration Services はサポートされていないことに注意してください。
また、SQL Server Express と SQL Server Express with Tools では、Reporting Services とフルテキスト検索はサポートされていません。ただし、SQL Server Express with Advanced Services では、フルテキスト検索および Reporting Services を制限付きで使用できます。
SQL Server Express のすべてのエディションでは、監視サーバーとしてのデータベース ミラーリング、およびサブスクライバーとしてのみのレプリケーションがサポートされています。
SQL Server 2016 のインストールは、x64 プロセッサでのみサポートされます。x86 プロセッサではサポートされません。詳細については、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=717844 を参照してください
ストレージ オプションとして SMB ファイル共有がサポートされています。詳細については、「SQL Server におけるネットワーク データベース ファイルのサポートの説明」を参照してください。

[bookmark: _Management_Pack_scope][bookmark: _Toc469565809]管理パックのスコープ
Microsoft SQL Server 2016 用の管理パックは、次の機能を監視できます。
· SQL Server 2016 データベース エンジン (サポートされているエディション: Enterprise、Business Intelligence、Standard、Express)
· SQL Server 2016 データベース (ファイル グループ、データ ファイル、トランザクション ログ ファイルなど)
· SQL Server 2016 エージェント
· SQL Server 2016 Always On 可用性グループ
· SQL Server 2016 フェールオーバー クラスター
· SQL Server 2016 ミラーリング
· SQL Server 2016 メモリ最適化データ
· Windows Azure への SQL Server 2016 マネージ バックアップ
· SQL Server 2016 Integration Services
[image: ]重要 
監視対象サーバーのパフォーマンスに影響を与える可能性のある、CPU 使用率の急激な増加を避けるために、System Center Operations Manager エージェントごとの監視対象数をデータベースで 50 以下、データベース ファイルで 150 以下にすることをお勧めします。
[image: ]重要 
エージェントレス監視は Microsoft SQL Server 2016 用管理パックではサポートされていません。
[image: ]注 
この管理パックでサポートされる監視シナリオの完全な一覧については、「シナリオの監視」セクションを参照してください。
[image: ]注 
詳細情報と、セットアップと構成の詳しい手順については、このガイドの「Microsoft SQL Server 2016 用管理パックの構成」セクションを参照してください。
[bookmark: _Prerequisites][bookmark: _Ref384661716][bookmark: _Ref384661718][bookmark: _Ref384661737][bookmark: _Toc469565810]前提条件
ベスト プラクティスとして、使用しているオペレーティング システム用の Windows Server 管理パックをインポートすることをお勧めします。Windows Server 管理パックは、ディスク容量、ディスク パフォーマンス、メモリ使用率、ネットワーク アダプターの使用率、プロセッサのパフォーマンスなど、SQL Server を実行しているコンピューターのパフォーマンスに影響を与えるオペレーティング システムの側面を監視します。
[bookmark: z1][bookmark: _Toc469565811]この管理パックのファイル
SQL Server 2016 用管理パックには、次のファイルが含まれています。 
	[bookmark: _Ref384661741]ファイル
	説明

	Microsoft.SQLServer.2016.Discovery.mp
	この管理パックは、Microsoft SQL Server 2016 と関連オブジェクトを検出します。管理パックには検出ロジックのみが含まれており、検出されたオブジェクトを監視するには、個別の監視管理パックをインポートする必要があります。

	Microsoft.SQLServer.2016.Monitoring.mp
	この管理パックにより、Microsoft SQL Server 2016 の監視が可能になります。これは、Microsoft SQL 2016 (検出) 管理パックに依存します。

	Microsoft.SQLServer.2016.Presentation.mp
	この管理パックは SQL Server 2016 ダッシュボードを追加します。

	Microsoft.SQLServer.2016.Views.mp
	この管理パックの内容は、Microsoft SQL Server 2016 管理パックのビューおよびフォルダー構造です。

	Microsoft.SQLServer.2016.Always On.Discovery.mp
	この管理パックは、Microsoft SQL Server 2016 Always On 機能の監視に必要なオブジェクトを検出します。検出ロジックのみが含まれており、監視を有効にするには、個別の監視管理パックをインポートする必要があります。

	Microsoft.SQLServer.2016.Always On.Monitoring.mp
	この管理パックにより、Microsoft SQL Server 2016 Always On 機能の監視が可能になります。これは、Microsoft SQL 2016 Always On (検出) 管理パックに依存します。

	Microsoft.SQLServer.2016.Always On.Views.mp
	この管理パックの内容は、Microsoft SQL Server 2016 Always On 管理パックのビューおよびフォルダー構造です。

	Microsoft.SQLServer.2016.IntegrationServices.Discovery.mp
	この管理パックは、Microsoft SQL Server 2016 Integration Services を検出します。検出ロジックのみが含まれており、検出されたオブジェクトを監視するには、個別の監視管理パックをインポートする必要があります。

	Microsoft.SQLServer.2016.IntegrationServices.Monitoring.mp
	この管理パックにより、Microsoft SQL Server 2016 Integration Services の監視が可能になります。

	Microsoft.SQLServer.2016.IntegrationServices.Views.mp
	この管理パックには、Microsoft SQL Server 2016 Integration Services 管理パックのビューおよびフォルダー構造が含まれます。

	Microsoft.SQLServer.Generic.Presentation.mp
	この管理パックは、共通のフォルダー構造およびビューを定義します。

	Microsoft.SQLServer.Generic.Dashboards.mp
	この管理パックには、SQL Server の汎用ダッシュボードが含まれています。

	Microsoft.SQLServer.Visualization.Library.mpb
	この管理パックには、SQL Server ダッシュボードに必要な基本のビジュアル コンポーネントが含まれています。

	Microsoft.SQLServer.2016.Mirroring.Discovery.mp
	この管理パックは、Microsoft SQL Server 2016 ミラーリング機能の監視に必要なオブジェクトを検出します。検出ロジックのみが含まれており、監視を有効にするには、個別の監視管理パックをインポートする必要があります。

	Microsoft.SQLServer.2016.Mirroring.Monitoring.mp
	この管理パックにより、Microsoft SQL Server 2016 ミラーリング機能の監視が可能になります。これは、Microsoft SQL 2016 ミラーリング (検出) 管理パックに依存します。

	Microsoft.SQLServer.2016.Mirroring.Views.mp
	この管理パックの内容は、Microsoft SQL Server 2016 ミラーリング管理パックのビューおよびフォルダー構造です。


[bookmark: _Ref385865925]

[bookmark: Mandatory][bookmark: _Mandatory_configuration][bookmark: _Toc469565812]必須の構成
Microsoft SQL Server 2016 の管理パックを構成するには、次の手順を実行します。
· このガイドの「Microsoft SQL Server 2016 用管理パックの構成」セクションを参照してください。
· このガイドの「セキュリティの構成」セクションの説明に従って必要な権限を付与します。
· クラスターのメンバーであるサーバーにインストールされているすべてのエージェントに対し、エージェント プロキシ オプションを有効にします。スタンドアロン サーバーについては、このオプションを有効にする必要はありません。エージェント プロキシ オプションを有効にする方法の詳細については、このガイドの「エージェント プロキシ オプションを有効にする方法」セクションを参照してください。
· 管理パックをインポートします。
· SQL Server 2016 の実行プロファイルを適切な権限を持つアカウントに関連付けます。実行プロファイルの構成の詳細については、このガイドの「実行プロファイルを構成する方法」セクションを参照してください。


[bookmark: _Toc469565813][bookmark: zde7c4c32ebbb47e09c9cae5a90b1176f]管理パックの目的
このセクションの内容:
· 監視シナリオ
· ヘルスのロールアップのしくみ

[image: ]注 
この管理パックに含まれている検出、ルール、モニター、ビュー、およびレポートについての詳細は、このガイドの以下のセクションを参照してください。
· 付録: 管理パックのオブジェクトとワークフロー
· 付録: 管理パックのビューとダッシュボード
· 付録: 管理パック レポート
[bookmark: _Monitoring_scenarios][bookmark: _Ref384669233][bookmark: _Toc469565814][bookmark: z5a9ff008734b4183946f840ae0464ab0]監視シナリオ
[bookmark: _Ref419225893][bookmark: _Toc469565815]SQL Server データベース エンジン インスタンスの検出
Microsoft SQL Server 2016 用管理パックは、System Center Operations Manager エージェント サービスを実行するすべての管理対象システムで SQL Server 2016 のスタンドアロンおよびクラスター化されたインスタンスを自動的に検出します。"MSSQL 2016: SQL Server 2016 データベース エンジンの検出" 検出の “除外リスト” パラメーターに上書きを適用することで、特定のインスタンスを検出から除外することができます。このパラメーターには、コンマ区切りの値の一覧を使用できます。
[bookmark: _Toc469565816]データベース検出と状態の監視
各マネージ データベース エンジンに対して、さまざまなルールとモニターを使用してデータベースが検出され、監視されます。データベースを対象とするルールとモニターの完全な一覧については、「付録: 管理パックのオブジェクトとワークフロー」セクションを参照してください。

検出に上書きを適用して、検出で対象外とするデータベース名の "除外リスト" (コンマ区切り形式) を指定できます。
[bookmark: _Toc469565817]Always On 可用性グループ
この管理パックを使用すると、Microsoft SQL Server 2016 Always On 可用性グループを監視できます。次のオブジェクトが自動的に検出されます。
· 可用性グループ – 可用性グループ SMO オブジェクトを表します。識別および監視に必要なすべてのプロパティが含まれます。
· 可用性レプリカ – 可用性レプリカ SMO オブジェクトを表します。識別および監視に必要なすべてのプロパティが含まれます。
· データベース レプリカ – AlwaysOn のデータベース レベルのオブジェクトを表します。可用性データベース SMO オブジェクトとデータベース レプリカ状態 SMO オブジェクトのプロパティが含まれます。
· 可用性グループのヘルス - エージェントのヘルスを可用性グループ レベルにロールアップするために使用する、非表示オブジェクト。

この管理パックには、Windows アプリケーション ログに次のイベントが出現したときにアラートを通知するためのイベント ルールが 2 つあります。
· イベント ID 1480: データベース レプリカのロールが変更されている
· イベント ID 19406: 可用性レプリカのロールが変更された
既定では SQL Server でのこれらのイベントは無効になっていることに注意してください。有効にするには、次の TSQL スクリプトを実行します。
· sp_altermessage 1480, 'with_log', 'true'
· sp_altermessage 19406, 'with_log', 'true'

管理パックは、各オブジェクトの PBM (ポリシー ベースの管理) ポリシー状態の状態を読み取ることによって、SQL Server のターゲット インスタンスで使用可能なすべての Always On オブジェクトのヘルスを収集します。この管理パックには、システム ポリシーに加え、次のファセット用に定義されたカスタム ユーザー ポリシーを監視する機能もあります。
· 可用性グループ
· 可用性レプリカ
· データベース レプリカ

管理パックでは、各ファセットについてカスタム ユーザー ポリシー用に次の 2 つのモニターが用意されています。
· “警告“ 状態についての 2 状態モニター。このモニターは、ポリシー カテゴリとして定義済みの警告カテゴリの 1 つを持つカスタム ユーザー ポリシーの状態を反映させるために使用します。
· “エラー“ 状態についての 2 状態モニター。このモニターは、ポリシー カテゴリとして定義済みのエラー カテゴリの 1 つを持つカスタム ユーザー ポリシーの状態を反映させるために使用します。
[bookmark: _Toc469565818]SQL Server ミラーリング
この管理パックにより、Microsoft SQL Server データベース ミラーリング機能の監視が可能になります。次のオブジェクトが自動的に検出されます。
· SQL Server 2016 ミラーリング データベース – データベース ミラーリング構成の一部であるデータベースを表します。
· SQL Server 2016 ミラーリング監視サーバー – データベース ミラーリング構成の一部である監視サーバーを表します。
· SQL Server 2016 監視サーバー ロール – データベース ミラーリング構成の監視サーバーとして機能するすべての SQL Server インスタンスで検出されたオブジェクトです。
· SQL Server 2016 ミラーリング グループ – プリンシパル データベース、ミラー データベースだけでなく、これらの監視サーバーも含むオブジェクトです。
· SQL Server 2016 ミラーリング サービス – 検出されたすべてのデータベース ミラーリング オブジェクトを含み、ヘルスを持たないグループです。

監視することによって、次のヘルスに関する側面が明らかになります。
データベースのミラーおよび監視サーバーの状態 - この監視シナリオは、SQL Server インスタンスの master データベースにクエリを実行し、データベースの状態を返します。
データベース ミラーリング パートナーの状態 - この監視シナリオは、SQL Server インスタンスの master データベースにクエリを実行し、データベース ミラーリング セッションの状態を返します。


[bookmark: _Toc469565819]メモリ最適化データ
この管理パックを使用すると、Microsoft SQL Server 2016 メモリ最適化データを監視できます。次のオブジェクトが自動的に検出されます。
· メモリ最適化データ ファイル グループ – メモリ最適化データ ファイル グループ オブジェクトを表し、識別と監視に必要なすべてのプロパティを含みます。
· メモリ最適化データ ファイル グループ コンテナー – メモリ最適化データ コンテナー オブジェクトを表し、識別と監視に必要なすべてのプロパティを含みます。
· 既定のリソース プール – 既定のリソース プール オブジェクトを表し、識別と監視に必要なすべてのプロパティを含みます。
· ユーザー定義リソース プール – ユーザー定義リソース プール オブジェクトを表し、識別と監視に必要なすべてのプロパティを含みます。

監視することによって、次のヘルスに関する側面が明らかになります。
· メモリ最適化データ ファイル グループ コンテナーの使用可能な領域 – メモリ最適化データ ファイル グループ コンテナーの使用可能なディスク領域が不十分なときに問題を報告します。
· DB メモリ最適化データ ファイル グループ空き領域 – すべてのファイル グループ コンテナーのディスク領域が不足している場合に問題について報告します。
· メモリ最適化データ アクティブ ファイル ペア – 8,000 個の CPS が割り当てられているときは、持続性のあるメモリ最適化テーブルに対して新しい DML トランザクションを実行することはできなくなります。残りのエントリは、チェックポイント操作とマージ操作にしか使用できません。このモニターは、アクティブ ファイル ペアの数が制限に近付いた場合に問題について報告します。
· ガベージ コレクション – メモリ最適化データ ファイルのアクティブな行で使用される領域がしきい値の設定を下回った場合、重大状態を報告し、アラートをトリガーします。このしきい値は、データ ファイルのサイズの割合で表されます。このモニターは、マージ プロセスが続行されていない状況を示します。
· メモリ消費量 – リソース プールによって使用されるメモリ量がしきい値の設定を上回る場合、重大な状態を報告し、アラートを生成します。しきい値は、指定されたリソース プールのメモリ最適化データ テーブルで使用可能なメモリの割合で表されます。このシナリオは、メモリ不足の状況を予測します。

また、管理パックは、次のようなさまざまなパフォーマンス メトリックスの収集もします。
· SQL Server インスタンスに対して収集される多くの XTP パフォーマンス メトリックス。
· メモリ最適化データ コンテナーとファイル グループに関する空き領域監視メトリックス。
· プールのメモリ使用量メトリックス。
· アクティブな CFP ファイル数。
[bookmark: _Toc469565820]データ ファイルとトランザクション ログ ファイルの空き領域監視
この管理パックは、ファイル、ファイル グループおよびデータベース レベルの空き領域監視を有効にする一連のメトリックスを収集します。レポートを使用して、複数のデータベースや長期間に渡るこの情報を確認することができます。

この機能は、次の種類のメディアをサポートしています。
· ローカル ストレージ (ドライブ文字とマウント ポイントの両方)
· クラスター共有ボリューム
· SMB 共有
· Azure Blob

既定では、すべてのレベルの空き領域監視が有効になっています。アラートは "DB ファイル空き領域 (ロールアップ)" モニターで有効にされているため、ファイル グループ内のすべてのファイルが正常ではない場合にのみアラートが登録されます。ご利用の環境が増加した負荷の影響を受けやすい場合は、ファイル グループ レベルおよびファイル レベルでの監視の無効化を検討してください。
[bookmark: _Toc469565821]同じドライブ上の多数のデータベース
この管理パックで導入された空き領域の監視は、多くのデータベースが同じメディアを共有し自動拡張設定が有効にされている環境では、ノイズが多くなる可能性があります。このような場合は、ハード ドライブの空き領域がしきい値に達すると、各データベースについてアラートが生成されます。ノイズを軽減するには、データおよびトランザクション ログ ファイルの空き領域の監視をオフにし、オペレーティング システム管理パックをハード ドライブの空き領域の監視に使用します。
[bookmark: _Toc469565822]DB ストレージの待機時間の監視
この管理パックは、各データベースの “DB ディスク読み取り遅延 (ミリ秒)“ と “DB ディスク書き込み遅延 (ミリ秒)“ パフォーマンス メトリックスを収集します。また、パフォーマンスが著しく低下した場合のアラートを登録する 2 つの関連付けられているモニターを定義します。これらのモニターは既定では無効になっています。これらのモニターは、必要な場合に特定の DB に対してのみ有効にします。
[bookmark: _Toc469565823]SQL Server 長時間実行エージェント ジョブ
この管理パックでは、SQL Server エージェント オブジェクトを対象とする "長時間実行ジョブ" モニターを定義します。このモニターは、SQL Server エージェントが実行するすべてのジョブを監視し、任意のジョブの実行時間がしきい値を超えたときに、状態を変更します。この場合は、アラートも登録されます。
ジョブごとの監視も利用可能ですが、SQL Server エージェント ジョブの検出は既定では無効になっています。ジョブごとの監視を有効にするには、"MSSQL 2016: SQL Server 2016 エージェント ジョブの検出" 検出の "Enabled" パラメーターを上書きします。

ジョブあたりの失敗の監視シナリオでは "ジョブの失敗" についても検討してください。
[bookmark: _Job_failure][bookmark: _Ref384843931][bookmark: _Toc469565824]ジョブの失敗
失敗したジョブのアラートを取得するには、"MSSQL 2016: SQL ジョブは、正常に完了できませんでした" というルールを有効にし、監視するすべてのジョブの [Windows アプリケーション イベント ログに書き込む] オプションを [ジョブ失敗時] に設定していることを確認します。
詳細については、MSDN ライブラリの「[ジョブのプロパティ]/[新しいジョブ] ([通知] ページ)」を参照してください。
[bookmark: _Toc469565825]カスタム ユーザー ポリシーの監視
管理パックは、2 つのモニターを定義することで、カスタム ユーザー ポリシー (CUP) の監視を有効にします。これらのモニターは、“データベース“ ファセットに対して定義されている CUP の状態を確認するために設計されています。
· “警告“ 状態についての 2 状態モニター。このモニターは、ポリシー カテゴリとして定義済みの警告カテゴリの 1 つを持つカスタム ユーザー ポリシーの状態を反映させるために使用します。
· “エラー“ 状態についての 2 状態モニター。このモニターは、ポリシー カテゴリとして定義済みのエラー カテゴリの 1 つを持つカスタム ユーザー ポリシーの状態を反映させるために使用します。

[image: ]注 
データベースが復元状態の場合、そのデータベースを対象とするカスタム ユーザー ポリシーは監視されません。
[bookmark: _Toc469565826]ブロックされているセッション
管理パックは、"ブロック元のセッション" モニターを定義しています。このモニターは、かなりの時間ブロックされているセッションの各データベースにクエリするよう設計されています。ブロックが検出され、指定されたしきい値を超えている場合は、状態が変更され、アラートが生成されます。
上書きを適用して、ブロックされたセッションの実行時間が長いかどうかの判定に使用する WaitMinutes パラメーターを変更できます。このパラメーターの既定値は 1 分です。
[bookmark: _Toc469565827]データベース エンジンの再起動
データベース エンジンの可用性は、"SQL Server の Windows サービス" モニター ("SQL Server 2016 DB エンジン" オブジェクト対象) で監視します。このモニターは、連続するいくつかのチェック中に停止とされた場合にのみ、サービスを停止と認識します。
データベース エンジンのすべての再起動イベントについて通知を受けるには、"MSSQL 2016: SQL Server 2016 DB エンジンの再起動" ルールを有効にすることができます。
[bookmark: _Toc469565828]SQL Server データベース エンジンの CPU 監視
CPU 使用率は、"CPU 使用率 (%)" モニターで監視し、SQL Server のプロセス スレッドで実際に動作しているプロセッサの数と、現在の CPU 使用率をチェックします。このモニターは、すべての割り当て済み CPU が SQL Server タスクの処理でビジー状態になった場合に、アラートを生成します。この監視シナリオでは、SQL Server データベース エンジンの現在の関係マスクが考慮されます。
[bookmark: _How_health_rolls][bookmark: _Toc469565829][bookmark: zb8b3e32eb8154a8da8b18b606568e65d]ヘルスのロールアップのしくみ
[image: ]次の図に、オブジェクトのヘルス状態がこの管理パックでロールアップされるしくみを示します。
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[bookmark: _Configuring_the_Management][bookmark: _Ref384668787][bookmark: _Ref384670539][bookmark: _Toc469565830][bookmark: z2a414accd3cc4ea6b7767e5720cd3e08]Microsoft SQL Server 2016 用管理パックの構成
このセクションでは、この管理パックの構成およびチューニングに関するガイダンスを示します。
このセクションの内容:
· ベスト プラクティス: カスタマイズ用の管理パックの作成
· 管理パックをインポートする方法
· エージェント プロキシ オプションを有効にする方法
· 実行プロファイルを構成する方法
· セキュリティの構成
· 実行プロファイル
· 低い特権の環境
[bookmark: z2][bookmark: _Best_practice:_create][bookmark: _Toc469565831]ベスト プラクティス: カスタマイズ用の管理パックの作成
Microsoft SQL Server 2016 用管理パックは封印されているので、管理パック ファイルの元の設定は一切変更できません。ただし、上書き、新しい監視オブジェクトなどのカスタマイズを作成し、それらを別の管理パックに保存することができます。Operations Manager の既定では、すべてのカスタマイズは既定の管理パックに保存されます。ベスト プラクティスとして、代わりに、カスタマイズする封印された管理パックごとに、別の管理パックを作成することをお勧めします。
上書きを格納する新しい管理パックを作成することにより、次の利点を得ることができます。 
•	封印された管理パック用にカスタマイズした設定を保存するために管理パックを作成するときは、カスタマイズしている管理パックの名前を基に、「Microsoft SQL Server 2016 レプリケーション上書き」のように新しい管理パックの名前を付けると便利です。
· 封印された管理パックごとのカスタマイズ設定を保存するために新しい管理パックを作成すると、カスタマイズ設定をテスト環境から運用環境にエクスポートする処理が簡単になります。また、管理パックを削除する前に依存関係を削除する必要があるため、こうすることで管理パックの削除も簡単になります。すべての管理パックのカスタマイズ設定を既定の管理パックに保存しておくと、1 つの管理パックを削除するときにまず既定の管理パックを削除する必要があるため、他の管理パックのカスタマイズ設定も削除されてしまいます。

封印された管理パックと封印されていない管理パックの詳細については、「管理パックの形式」を参照してください。管理パックのカスタマイズおよび既定の管理パックの詳細については、「管理パックについて」を参照してください。
[image: ]カスタマイズ用の新しい管理パックを作成する方法
	1.	オペレーション コンソールを開き、[管理] ボタンをクリックします。
2.	[管理パック] を右クリックし、[新しい管理パックの作成] をクリックします。
3.	名前 (例: SQLMP カスタマイズ) を入力して、[次へ] をクリックします。
4.	[作成] をクリックします。


[bookmark: z3][bookmark: _How_to_import][bookmark: _Ref384671384][bookmark: _Toc469565832]管理パックをインポートする方法
管理パックのインポートの詳細については、「管理パックをインポートする方法」を参照してください。
[bookmark: _How_to_enable][bookmark: _Ref384671390][bookmark: _Toc469565833]エージェント プロキシ オプションを有効にする方法
エージェント プロキシ オプションを有効にするには、次の手順を実行します。
1.	オペレーション コンソールを開き、[管理] ボタンをクリックします。
2.	[管理者] ウィンドウで [エージェントで管理] をクリックします。
3.	一覧内のエージェントをダブルクリックします。
4.	[セキュリティ] タブで、[このエージェントをプロキシとして動作させ、他のコンピューター上の管理オブジェクトを検出する] をクリックします。
[bookmark: _Configuring_Run_As][bookmark: _Toc469565834]実行プロファイルの構成
[bookmark: _How_to_configure][bookmark: _Ref384669885]詳細については、「」セクションを参照してください。
[bookmark: _Security_configuration][bookmark: _Toc469565835]セキュリティの構成
このセクションでは、この管理パックのセキュリティの構成について説明します。
このセクションの内容:
· 実行プロファイル
· 低い特権の環境
· TLS 1.2 保護
[bookmark: _Run_As_profiles][bookmark: _Toc469565836]実行プロファイル
[bookmark: _Ref384671069]Microsoft SQL Server 2016 用管理パックの初回インポート時に、次の 3 つの新しい実行プロファイルが作成されます。
· Microsoft SQL Server 2016 検出実行プロファイル - このプロファイルは、すべての検出に関連付けられています。
· Microsoft SQL Server 2016 監視実行プロファイル - このプロファイルは、すべてのモニターとルールに関連付けられています。
· Microsoft SQL Server 2016 タスク実行プロファイル - このプロファイルは、すべてのタスクに関連付けられています。
既定では、SQL Server 管理パックで定義されたすべての検出、監視、およびタスクは、"既定のアクション アカウント" 実行プロファイルで定義されたアカウントを使用します。システムの既定のアクション アカウントに SQL Server のインスタンスの検出または監視に必要な権限がない場合は、必要なアクセス権を持つ、“Microsoft SQL Server 2016 …” 実行プロファイルの特定の資格情報に、これらのシステムをバインドできます。

[image: ]注 
各実行プロファイルに関連付けられている検出、モニター、およびルールを識別する方法については、「付録: 実行プロファイル」を参照してください。

[bookmark: _How_to_configure_1]実行プロファイルを構成する方法
実行プロファイルを構成するには、次に示すシナリオのいずれかの手順に従います。
1. SCOM の既定のアクション アカウントは、ローカル システム アカウント、または監視対象のマシンのオペレーティング システムでローカルの Administrators グループに配置されている任意のドメイン ユーザー アカウントのいずれかにマップされます。使用されるアカウントには監視対象の SQL Server インスタンスで SA 権限が付与される必要があることに注意してください (ドメイン ユーザー アカウントには、SQL Server セキュリティ アクセス リストで SA を BUILTIN\Administrators ローカル グループに付与することによって、SA 権限が付与されます)。この場合、SQL Server インスタンスの監視は、以下に示すいくつかの構成を除いて、特別な設定なしで機能します。次の手順に従って、すべての要件が満たされていることを確認してください。
a. ローカル システム アカウントで SQL Server Always On 可用性グループを監視するには、各ノードのローカル システム アカウントに、可用性グループの他のサーバー ノードでの十分なアクセス許可も必要となります。会社のセキュリティ ポリシーによって承認されている場合、参加している各ノードのローカルの Administrators グループに各コンピューター アカウントを追加することで、このような権限を付与できます。SQL Server Always On 可用性グループを監視用に構成する一方、各コンピューター アカウントへのローカル管理者権限の付与にかかわらず、「Always On 検出および管理に対するアクセス許可の構成方法」セクションに記載されているアクセス許可がこれらのアカウントに行われていることを確認してください。会社のセキュリティ ポリシーによって、他のコンピューターのローカル Administrators グループへのコンピューター アカウントの追加が許可されていない場合、監視用のドメイン アカウントを作成して、このドメイン アカウントを各ノードのローカルの Administrators グループに追加 (以下の構成シナリオ #2 を参照してください) するか、最低限必要な権限セットを「低特権の環境」セクションの記述に従ってこのドメイン アカウントに付与する必要があります。
b. SQL Server データベースを SMB ファイル共有に保存する場合、該当の「低い特権の構成」セクションで説明されている権限が既定のアクション アカウントに付与されていることを確認してください。
2. SCOM の既定のアクション アカウントは、上述のシナリオの説明どおりにローカル システム アカウントまたはドメイン ユーザー アカウントにマップされていますが、SA 権限の SCOM の既定のアクション アカウントへの付与がセキュリティ ポリシーで禁止されている限り、SA 権限を付与することはできません。SQL Server MP ワークフローの起動でのみ使用される個別のドメイン ユーザー アカウントへの SA 権限の付与がセキュリティ ポリシーで許可されている場合は、次の手順を実行します。
a. 新しいドメイン ユーザー アカウントを作成し、このアカウントを各監視対象サーバーのローカルの Administrators グループに追加します。
b. SQL Server でこのアカウントに SA 権限を付与します。
c. SCOM で新しいアクション アカウントを作成し、このアカウントを先ほど作成したドメイン ユーザー アカウントにマップします。
d. すべての SQL Server 管理パック実行プロファイルに新しいアクション アカウントをマップします。
e. SQL Server Always On 可用性グループを監視用に構成する一方、新しいアクション アカウントへのローカル管理者権限の付与にかかわらず、「Always On 検出および管理に対するアクセス許可の構成方法」セクションに記載されているアクセス許可がこのアカウントに行われていることを確認してください。
f. SQL Server データベースを SMB ファイル共有に保存する場合、該当の「低い特権の構成」セクションで説明されている権限がドメイン ユーザー アカウントに付与されていることを確認してください。
3. 最低限必要な権限を SQL MP ワークフローに付与する必要がある場合は、「低特権の環境」セクションの指示に従ってください。 
[bookmark: _How_to_configure_2]Always On 検出および管理に対するアクセス許可の構成方法
使用されるアカウント (ローカル システムまたはドメイン ユーザー アカウント) および権限の付与方法にかかわらず、アカウントが以下に示すアクセス許可を持っているかどうかを確認する必要があることに注意してください。監視にローカル システム アカウントが使用される場合の、アクセス許可を取得するプロセスを以下に説明します。
例: 可用性グループに、comp1、comp2、comp3 のコンピューターでホストされている 3 つのレプリカがあります。comp1 ホストはプライマリ レプリカです。この場合、comp2 および comp3 コンピューターで comp1 のセキュリティ設定を構成する必要があります。
注: comp2 が (フェールオーバー後に) プライマリ レプリカをホストすると、他のコンピューターでも、このコンピューターの WMI セキュリティが構成されている必要があります。一般に、プライマリ アカウントとして機能する可能性のある各ノードのローカル システム アカウントに、現在の可用性グループの他のノードに対する WMI アクセス許可が付与されていることを確認する必要があります。監視に使用されるドメインのアクション アカウントも同様です。
そのため、ローカル システム アカウントを使用して構成のセキュリティを構成する手順を以下に示します (指示において、SQLAON 020 コンピューターがプライマリ レプリカをホストするとみなされていることに注意してください)。
1. mmc.exe を起動し、2 つのスナップインを追加します。
· コンポーネント サービス
· WMI コントロール (ローカル コンピューター用)
2. [コンポーネント サービス] を展開し、[マイ コンピューター] を右クリックして [プロパティ] をクリックします。ダイアログの対応するメニューが表示されます。

[image: ]

3. このダイアログのメニューで [セキュリティ] タブをクリックします。
4. [起動とアクティブ化のアクセス許可] セクションで [制限の編集] ボタンをクリックします。対応するダイアログ メニューが表示されます。
[image: ]
5. このダイアログ ボックスで、リモート コンピューターのアカウントに対して次のアクセス許可を設定します。
· リモートからの起動
· リモートからのアクティブ化

[image: ]


6. WMI コントロール スナップインに移動してプロパティを呼び出します。対応するダイアログ メニューが表示されます。
7. このダイアログ メニューで [セキュリティ] タブをクリックし、[Root\CIMV2] 名前空間 をクリックして [セキュリティ] ボタンをクリックします。
8. 対象のコンピューターに次のアクセス許可を追加します。
· アカウントの有効化
· リモートの有効化
[image: ]
9. [詳細] ボタンをクリックします。対応するダイアログ メニューが表示されます。
10. このダイアログのメニューで、対象のアカウントを選択して [編集] ボタンをクリックします。
11. 次のダイアログのメニューで、[適用先] パラメーターが [この名前空間のみ] に設定され、次の権限が設定されていることを確認してください。
· アカウントの有効化
· リモートの有効化
[image: ]

手順 1 ～ 11 は、対象の可用性グループに参加している各レプリカで実行する必要があります。
[bookmark: _Low-privilege_environments][bookmark: _Ref384676019][bookmark: _Toc469565837]低い特権の環境
このセクションでは、低い特権アクセス用に Microsoft SQL Server 2016 用管理パックを構成する方法について説明します。この管理パック内のすべてのワークフロー (検出、ルール、モニター、アクション) は、「実行プロファイル」セクションで説明されている実行プロファイルにバインドされています。低い特権の監視を有効にするには、実行アカウントに適切な権限を付与して、これらのアカウントをそれぞれの実行プロファイルにバインドします。次のサブセクションでは、オペレーティング システム レベルと SQL Server レベルの両方で権限を付与する方法について説明します。

[image: ]注 
Microsoft SQL Server 2016 用管理パックで定義されている実行プロファイルの詳細については、「実行プロファイル」セクションを参照してください。

[image: ]重要 
低い特権の構成は、SQL Server 2016 の非クラスター化環境と、SQL Server 2016 のクラスター化されたインスタンスでサポートされます。カスタム ユーザー ポリシー ベースの監視は低い特権モードではサポートされません。

[image: ]Active Directory で低い特権の環境を構成するには
1. Active Directory で、対象となるすべての SQL Server インスタンスに低い特権でアクセスする際に通常使用する次の 3 つのドメイン ユーザーを作成します。
a.	SQLTaskAction
b.	SQLDiscovery
c.	SQLMonitor
2. SQLMPLowPriv というドメイン グループを作成し、次のドメイン ユーザーを追加します。
a.	SQLDiscovery
b.	SQLMonitor
3. 特別な権限として、読み取り専用ドメイン コントローラーの "読み取り権限" を SQLMPLowPriv に付与します。

[bookmark: _Ref384678241][bookmark: AgentMachine][image: ]エージェント コンピューターで低い特権の環境を構成するには
· エージェント コンピューターで、SQLTaskAction および SQLMonitor ドメイン ユーザーを "Performance Monitor Users" ローカル グループに追加します。
· SQLTaskAction と SQLMonitor ドメイン ユーザーを "EventLogReaders" ローカル グループに追加します。
· SQLTaskAction ドメイン ユーザーおよび SQLMPLowPriv ドメイン グループをローカルの Users グループのメンバーとして追加します。
· "ローカル ログオン" ローカル セキュリティ ポリシー設定を構成して、SQLTaskAction  ドメイン ユーザーおよび SQLMPLowPriv ドメイン グループ ユーザーにローカル ログオンを許可します。
· "HKLM:\Software\Microsoft\Microsoft SQL Server" レジストリ パスに対する読み取り権限を SQLTaskAction と SQLMPLowPriv に付与します。
· “メソッドの実行“、“アカウントの有効化“、“リモートの有効化“、“セキュリティの読み取り“ の権限を次の WMI 名前空間に対する SQLTaskAction と SQLMPLowPriv に付与します。
· root
· root\cimv2
· root\default
· root\Microsoft\SqlServer\ComputerManagement13
· “HKLM:\Software\Microsoft\Microsoft SQL Server\[InstanceID]\MSSQLServer\Parameters” レジストリ パスに対する読み取り権限を各監視対象インスタンスの SQLMPLowPriv に付与します。
[image: ]注 
監視アカウントのユーザーには、"C:\Windows\Temp" フォルダーに対する次の権限が必要です。
· [変更]
· 読み取りと実行
· フォルダー内容の一覧表示
· 読み取り
· Write
[image: ]クラスターのエージェント コンピューターで低い特権の環境を構成するには
1. クラスター内の各ノードで、セクション「エージェント コンピューターで低い特権の環境を構成するには」に記載されている手順を実行します。
2. DCOMCNFG を使用して、SQLMPLowPriv、SQLTaskAction に “リモートからの起動“ および “リモートからのアクティブ化“ の DCOM 権限を付与します。既定の設定と制限の両方を調整する必要があることに注意してください。
3. Windows ファイアウォールを経由した Windows リモート管理を許可します。
4. フェールオーバー クラスター マネージャーを使用して、SQLMPLowPriv にクラスターに対する “読み取り“ アクセスを付与します。
5. "メソッドの実行"、"アカウントの有効化"、"リモートの有効化"、"セキュリティの読み取り" の権限を WMI 名前空間 root\MSCluster に対する SQLTaskAction と SQLMPLowPriv に付与します。

[image: ]SQL Server 2016 データベース エンジンのインスタンスで低い特権の環境を構成するには
1. SQL Server Management Studio を開き、SQL Server 2016 データベース エンジンのインスタンスに接続します。
2. SQL Server Management Studio で、監視対象のサーバーで実行されている SQL Server 2016 データベース エンジンの各インスタンスについて、"SQLMPLowPriv" のログインを作成して次の権限を付与します。
a. VIEW ANY DEFINITION
b. VIEW SERVER STATE
c. VIEW ANY DATABASE
3. 各ユーザー データベース (master、msdb、model) で SQLMPLowPriv ユーザーを作成します。SQLMPLowPriv ユーザーを SQLMPLowPriv ログインにリンクします。 このユーザーを model データベースに設定することによって、今後ユーザーが作成するすべてのデータベースには SQLMPLowPriv ユーザーが自動的に作成されます。この後でアタッチまたは復元される任意のデータベースのユーザーは、手動で準備する必要があります。
4. msdb データベースの場合: SQLMPLowPriv ユーザーを SQLAgentReaderRole データベース ロールに追加します。
5. msdb データベースの場合: SQLMPLowPriv ユーザーを PolicyAdministratorRole データベース ロールに追加します。

[bookmark: LowPrivSMB][bookmark: _To_configure_a][image: ]SQL Server 2016 データベース エンジンが使用する SMB 共有をホストするサーバーで低い特権の環境を構成するには
1. SQL Server データ ファイルまたは SQL Server トランザクション ログ ファイルをホストする共有の [共有のプロパティ] ダイアログ ボックスを開いて、共有の権限を付与します。
2. SQLMPLowPriv に読み取り権限を付与します。
3. 共有フォルダーの [プロパティ] ダイアログ ボックスを開き [セキュリティ] タブに移動して、NTFS アクセス許可を付与します。
4. SQLMPLowPriv に読み取り権限を付与します。

[image: ]SQL Server 2016 データベース エンジンのインスタンスでインスタンスの低い特権のタスク アクションを構成するには
1. SQL Server Management Studio を開き、SQL Server 2016 データベース エンジンのインスタンスに接続します。
2. SQL Server Management Studio で、監視対象サーバーで実行されている SQL Server 2016 データベース エンジンの各インスタンスについて、SQLTaskAction のログインを作成して次の権限を付与します。
a. VIEW ANY DEFINITION
b. VIEW SERVER STATE
c. VIEW ANY DATABASE
3. 各ユーザー データベース (master、msdb、model) で SQLTaskAction ユーザーを作成します。SQLTaskAction ユーザーに SQLTaskAction ログインをリンクします。 このユーザーを model データベースに設定することによって、今後ユーザーが作成するすべてのデータベースには SQLTaskAction ユーザーが自動的に作成されます。この後でアタッチまたは復元される任意のデータベースのユーザーは、手動で準備する必要があります。
4. msdb データベースの場合: SQLTaskAction ユーザーを SQLAgentReaderRole データベース ロールに追加します。
5. msdb データベースの場合: SQLTaskAction ユーザーを PolicyAdministratorRole データベース ロールに追加します。
6. 低い特権でミラーリングを構成するには、ミラーリングでインスタンスごとに次のコードを実行する必要があります。
grant select on sys.database_mirroring_witnesses to [yourdomain\SQLMPLowPriv]
go

[image: ]データベース オブジェクトに対して System Center Operations Manager タスクを実行できるようにするには
System Center Operations Manager のオプションのタスクの中には、タスクの実行を許可するエージェント コンピューターやデータベースに対する、より高い特権が必要となるものがあります。
次の準備手順は、System Center Operations Manager コンソールのオペレーターにターゲットで修正措置をしてもらうエージェント コンピューターまたはデータベースでのみ実行するようにしてください。

1. NT サービス (DB エンジン サービス、SQL Server エージェント サービス、SQL フルテキスト検索サービス、Integration Services など) の開始または停止を伴うタスクの場合は、エージェント コンピューターで NT サービスを開始または停止できる権限を SQLTaskAction ユーザーに付与します。これには、サービスのセキュリティ記述子の設定も含まれます。詳細については、「Sc sdset」を参照してください。
sc sdshow を使用してサービスに対する既存の権限を確認してから、そのサーバーに対する追加の権限を SQLTaskAction ユーザーに付与します。
たとえば、SQL Server サービスの SC sdshow コマンドの結果が次のようになったとします。
D:(A;;CCLCSWRPWPDTLOCRRC;;;SY)(A;;CCDCLCSWRPWPDTLOCRSDRCWDWO;;;BA)(A;;CCLCSWLOCRRC;;;IU)(A;;CCLCSWLOCRRC;;;SU)S:(AU;FA;CCDCLCSWRPWPDTLOCRSDRCWDWO;;;WD)
この場合は、次のコマンド ラインが SQLTaskAction  に SQL Server サービスを開始および停止するための十分なアクセス権を付与します (色分けされた文字列を適切な値に置き換えて、すべてを 1 つのテキスト行に入力してください)。
sc sdset SQLServerServiceName D:(A;;GRRPWP;;;SID for SQLTaskAction)(A;;CCLCSWRPWPDTLOCRRC;;;SY)(A;;CCDCLCSWRPWPDTLOCRSDRCWDWO;;;BA)(A;;CCLCSWLOCRRC;;;IU)(A;;CCLCSWLOCRRC;;;SU)S:(AU;FA;CCDCLCSWRPWPDTLOCRSDRCWDWO;;;WD)
2.	タスクがデータベース チェックの実行に関連する場合は、SQL Server Management Studio で、SQLTaskAction を各データベースの db_owner データベース ロールに追加します。
a.	"カタログのチェック (DBCC)"
b.	"データベースのチェック (DBCC)"
c.	"ディスクのチェック (DBCC)" (DBCC CHECKALLOC を呼び出します)
3.	タスクがデータベースの状態の変更に関連する場合は、ALTER 権限を各データベースの SQLTaskAction に付与します。
a.	"データベースをオフラインに設定します"
b.	"データベースを緊急状態に設定します"
4.	タスクが "データベースをオンラインに設定します" である場合は、ALTER ANY DATABASE 特権をタスクを実行する SQLTaskAction ログインに付与します。

[image: ]System Center Operations Manager を構成するには 
1. SQL Server 管理パックがまだインポートされていない場合は、SQL Server 管理パックをインポートします。
2. "Windows" アカウント タイプの実行アカウント SQLDefaultAction、SQLDiscovery、および SQLMonitor を作成します。実行アカウントの作成方法の詳細については、「Operations Manager 2007 で実行アカウントを作成する方法」または「Operations Manager 2012 で実行アカウントを作成する方法」を参照してください。実行アカウントの種類の詳細については、「Operations Manager 2007 の実行アカウントと実行プロファイル」または「実行アカウントと実行プロファイルの管理」を参照してください。
3. System Center Operations Manager コンソールで、次のように、SQL Server 管理パックの実行プロファイルを構成します。
a. “Microsoft SQL Server 2016 タスク操作実行プロファイル” 実行プロファイルを、SQLTaskAction 実行アカウントを使用するように設定します。
b. “Microsoft SQL Server 2016 検出実行プロファイル” 実行プロファイルを、SQLDiscovery 実行アカウントを使用するように設定します。
c. “Microsoft SQL Server 2016 監視実行プロファイル” 実行プロファイルを、SQLMonitor 実行アカウントを使用するように設定します。

[image: ]サンプル コード
SQL Server 2016 のインスタンスで SQLMPLowPriv ログインを準備する:
use master
go

create login [yourdomain\SQLMPLowPriv] from windows
go

grant view server state to   [yourdomain\SQLMPLowPriv]
grant view any definition to [yourdomain\SQLMPLowPriv]
grant view any database to [yourdomain\SQLMPLowPriv]
grant select on sys.database_mirroring_witnesses to [yourdomain\SQLMPLowPriv]
go

次のコードでは、Transact-SQL の準備スクリプトを生成する方法を示しています。生成されたスクリプトにより、SQLMPLowPriv ユーザーが既存のすべてのユーザー データベースに加え、model データベースにも準備されます (これにより、今後作成されるデータベースでは準備が自動化されます)。
[image: ]重要 
このクエリの結果は、テキスト形式で出力する必要があることに注意してください。
SELECT 'use ' + name + ' ;' 
+ char(13) + char(10)
+ 'create user [yourdomain\SQLMPLowPriv] FROM login [yourdomain\SQLMPLowPriv];'
+ char(13) + char(10) + 'go' + char(13) + char(10) 
FROM sys.databases WHERE database_id = 1 OR database_id >= 3
UNION
SELECT 'use msdb; exec sp_addrolemember @rolename=''SQLAgentReaderRole'', @membername=''yourdomain\SQLMPLowPriv''' 
+ char(13) + char(10) + 'go' + char(13) + char(10)
UNION
SELECT 'use msdb; exec sp_addrolemember @rolename=''PolicyAdministratorRole'', @membername=''yourdomain\SQLMPLowPriv''' 
+ char(13) + char(10) + 'go' + char(13) + char(10)

[bookmark: TLS][bookmark: _TLS_1.2_protection]TLS 1.2 保護
SQL Server の接続の保護は TLS プロトコルによって提供されます。TLS 1.2 プロトコルを使用できるようにするには、環境で次の前提条件を満たす必要があります。
1. SQL Server を、TLS 1.2 をサポートするバージョンに更新する必要があります。
1. 次の SQL Server ドライバーを、TLS 1.2 をサポートするバージョンに更新する必要があります。
· SQL Server Native Client <バージョン>
· Microsoft SQL Server 用 ODBC Driver 11
1. 次の表に示す前提条件を満たした環境であることを確認してください。

	OS バージョン
	SCOM バージョン
	.NET バージョン
	PowerShell バージョン

	Windows 2012 以降
	最低限サポートされているバージョン以上**
	TLS 1.2 に更新済みの 2.0 ～ 4.0* および TLS 1.2 に更新済みの 4.0 ～ 4.6*
	3.0 以上

	Windows 2012 以降
	最低限サポートされているバージョン以上**
	TLS 1.2 に更新済みの 2.0 ～ 4.0* および 4.6 以上
	3.0 以上

	Windows 2008 R2 以下
	SCOM 2012 SP1 UR10 以降
SCOM 2012 R2 UR7 以降
	TLS 1.2 に更新済みの 2.0 ～ 4.0* および 4.6 以上
	2.0 以上

	Windows 2008 R2 以下
	SCOM 2012 SP1 UR10 以降
SCOM 2012 R2 UR7 以降
	TLS 1.2 に更新済みの 2.0 ～ 4.0* および TLS 1.2 に更新済みの 4.0 ～ 4.6* 
	2.0 以上

	Windows 2008 R2 以下
	最低限サポートされているバージョン** ～ SCOM 2012 SP1 UR9 または SCOM 2012 R2 UR6
	TLS 1.2 に更新済みの 2.0 ～ 4.0*
	2.0



* .NET Framework TLS 1.2 の更新プログラムは、「Microsoft SQL Server 用の TLS 1.2 サポート」ページ (「クライアント コンポーネントのダウンロード」セクション) からダウンロードできます。
** 最低限サポートされている SCOM バージョンは、「サポートされている構成」セクションに記載されています。

[bookmark: z4][bookmark: z5][bookmark: _Ref384943365][bookmark: _Toc469565838][bookmark: z86a5fb31462d499bb9d453d242491276]Operations Manager コンソールによる情報の表示
[bookmark: _Toc469565839]バージョンに依存しない (汎用) ビューとダッシュボード
この管理パックには、SQL Server の各種コンポーネントに対する管理パックの今後のリリースで使用される共通のフォルダー構造が導入されています。次のビューとダッシュボードは、バージョンに依存せず、すべてのバージョンの SQL Server の情報を表示します。
[image: ]Microsoft SQL Server 
[image: ]アクティブな警告
[image: ]SQL Server ロール
[image: ]概要
[image: ]コンピューター
タスクの状態

[SQL Server ロール] ダッシュボードでは、SQL Server データベース エンジン、SQL Server Reporting Services、SQL Server Analysis Services および SQL Server Integration Services のすべてのインスタンスに関する情報を提供します。
[image: ]
[bookmark: _Toc469565840]SQL Server 2016 のビュー
Microsoft SQL Server 2016 用管理パックには、専用のフォルダーに格納された、状態、パフォーマンス、およびアラート ビューの包括的なセットが導入されています。
[image: ]監視
[image: ]Microsoft SQL Server 
[image: ]SQL Server データベース エンジン
	[image: ]SQL Server 2016
[image: ]注 
ビューの完全な一覧については、このガイドの「付録: 管理パックのビューとダッシュボード」セクションを参照してください。
[image: ]注 
一部のビューには、オブジェクトまたはメトリックの非常に長いリストが含まれている場合があります。Operations Manager ツールバーの [スコープ]、[検索]、および [検索] ボタンを使用して、特定のオブジェクトまたはオブジェクトのグループを見つけることができます。詳細については、Operations Manager ヘルプの記事「Operations Manager コンソールでのデータとオブジェクトの検索」を参照してください。
[bookmark: _Toc469565841]ダッシュボード
この管理パックには、SQL Server 2016 データベース エンジン (インスタンス) とデータベースに関する詳細情報を提供する豊富なダッシュボードのセットが含まれています。
注 
詳細については、SQL Server ダッシュボードのガイドを参照してください。


[bookmark: _Appendix:_Management_Pack_1][bookmark: _Ref384671946][bookmark: _Ref385866094][bookmark: _Toc469565842]付録: 管理パックのビューとダッシュボード
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[bookmark: _Appendix:_Management_Pack][bookmark: _Ref384671940][bookmark: _Ref384837856][bookmark: _Toc469565843]付録: 管理パックのオブジェクトとワークフロー
Microsoft SQL Server 2016 用管理パックで検出されるオブジェクトの種類を、次のセクションで説明します。すべてのオブジェクトが自動的に検出されるとは限りません。自動的に検出されないオブジェクトを検出するには、上書きを使用します。

MSSQL 2016: Always On シード
このオブジェクトは、Always On コンポーネントが有効にされた、Microsoft SQL Server 2016 のインストール環境が特定のサーバー コンピューターに含まれることを示します。
MSSQL 2016: Always On シード - 検出
MSSQL 2016: Always On シード検出
この検出を使用する目的は、どのコンピューターで Always On を有効にするかを定義することです。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	頻度 (秒)
	
	14400



	

	
	
	



MSSQL 2016: Always On シード - ルール (アラート)
MSSQL 2016: Always On 検出スクリプト失敗ルール
このルールはイベント ID 4212 を検出してアラートを作成します
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: 可用性グループ
このオブジェクトは、可用性グループ SMO オブジェクトを表しており、識別と監視に必要なすべてのプロパティを含みます。
MSSQL 2016: 可用性グループ - 検出
MSSQL 2016: 汎用 Always On 検出
Always On オブジェクトの検出
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	14400

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: 可用性グループ - 依存関係 (ロールアップ) モニター
同期レプリカ データ同期 (ロールアップ)
このモニターは、すべての可用性レプリカのデータ同期状態をロールアップし、期待される同期状態にない可用性レプリカがあるかどうかを調べます。 モニターが異常になるのは、SYNCHRONIZING 状態ではない非同期レプリカが 1 つ以上あり、SYNCHRONIZED 状態ではない同期レプリカが 1 つ以上あるときです。それ以外の場合は、モニターは正常状態となります。このモニターは、依存関係 (ロールアップ) モニターです。

可用性グループ自動フェールオーバー (ロールアップ)
このモニターは、可用性グループの中にフェールオーバーの準備ができたセカンダリ レプリカが 1 つ以上あるかどうかを調べます。モニターが異常となってアラートが登録されるのは、プライマリ レプリカのフェールオーバー モードが自動であるにもかかわらず、可用性グループのセカンダリ レプリカがいずれも自動フェールオーバーの準備ができていないときです。モニターが正常になるのは、自動フェールオーバーの準備ができているセカンダリ レプリカが 1 つ以上あるときです。このモニターは、依存関係 (ロールアップ) モニターです。

可用性グループ拡張ヘルス状態 (ロールアップ)
これは、すべての拡張ヘルス モニターに対するロールアップ モニターです。拡張ヘルス モニターは、SQL サーバー インスタンス内の既存のヘルス ポリシーを検出することによって自動的に生成されます。

可用性グループ オンライン (ロールアップ)
このモニターは、可用性グループの状態がオンラインかオフラインかを調べます。モニターが異常状態となってアラートが生成されるのは、可用性グループのクラスター リソースがオフラインであるか、可用性グループにプライマリ レプリカがない場合です。モニター状態が正常となるのは、可用性グループのクラスター リソースがオンラインであり、かつ可用性グループにプライマリ レプリカがある場合です。このモニターは、依存関係 (ロールアップ) モニターです。

WSFC クラスター (ロールアップ)
このモニターは、Windows Server フェールオーバー クラスター (WSFC) サービスの状態を調べます。このモニターは、依存関係 (ロールアップ) モニターです。

可用性レプリカ接続 (ロールアップ)
このモニターは、すべての可用性レプリカの接続状態をロールアップし、DISCONNECTED の可用性レプリカがあるかどうかを調べます。モニターが異常となるのは、DISCONNECTED の可用性レプリカが 1 つ以上あるときです。それ以外の場合は、モニターは正常状態となります。このモニターは、依存関係 (ロールアップ) モニターです。

可用性レプリカ ロール (ロールアップ)
このモニターは、すべての可用性レプリカのロールの状態をロールアップし、正常ロールではない可用性レプリカがあるかどうかを調べます。モニターが異常となるのは、プライマリでもセカンダリでもない可用性レプリカが 1 つ以上あるときです。それ以外の場合は、モニターは正常状態となります。このモニターは、依存関係 (ロールアップ) モニターです。

可用性レプリカ データ同期 (ロールアップ)
このモニターは、可用性グループ内のすべての可用性レプリカのデータ同期状態をロールアップし、可用性レプリカの中に同期が動作不可能状態のものがないかどうかを調べます。モニターが異常になるのは、データ同期状態が NOT SYNCHRONIZING となっている可用性レプリカが 1 つでもある場合です。モニターが正常になるのは、データ同期状態が NOT SYNCHRONIZING となっている可用性レプリカが 1 つもない場合です。このモニターは、依存関係 (ロールアップ) モニターです。

MSSQL 2016: 可用性グループ - コンソール タスク
SQL Server PowerShell
SQLPS コンソールを開き、対象の可用性グループのプライマリ レプリカに接続します。

SQL Server Management Studio
SQL Server Management Studio を開き、対象の可用性グループのプライマリ レプリカに接続します。

MSSQL 2016: 可用性グループ重大ポリシー
カスタム ユーザー ポリシーのうち、可用性グループをファセットとして持ち、エラー カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つもの。
MSSQL 2016: 可用性グループ重大ポリシー - 検出
MSSQL 2016: 汎用カスタム ユーザー ポリシー検出
Always On オブジェクトに対するカスタム ユーザー ポリシーの検出。注: この検出は、既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	14400

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: 可用性グループ重大ポリシー - ユニット モニター
可用性グループ ヘルス ポリシー
"エラー" 重大状態を持つ 2 状態モニター。可用性グループをファセットとして持ち、定義済みのエラー カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つカスタム ユーザー ポリシーの状態を反映するために使用される。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	False

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: 可用性グループ ヘルス
エージェントの正常性を可用性グループ レベルにロールアップするために使用する、非表示オブジェクト。
MSSQL 2016: 可用性グループ ヘルス - ユニット モニター
可用性グループ オンライン モニター
可用性グループ オンライン
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	False

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



可用性レプリカ データ同期モニター
可用性レプリカ データ同期
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	False

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



可用性レプリカ ロール モニター
可用性レプリカ ロール
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	False

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



可用性グループ自動フェールオーバー モニター
可用性グループ自動フェールオーバー
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	False

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



可用性レプリカ接続モニター
可用性レプリカ接続
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	False

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



WSFC クラスター モニター
このモニターは、Windows Server フェールオーバー クラスター (WSFC) サービスの状態を調べます。モニターが異常でアラートが生成されるのは、クラスターがオフラインになっているか、強制クォーラム状態にあるときです。(このクラスター内でホストされている可用性グループすべてがオフラインであるか、障害回復操作が必要です)。モニター状態が正常となるのは、クラスター状態が通常クォーラムである場合です。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	False

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



同期レプリカ データ同期モニター
同期レプリカ データ同期
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	False

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: 可用性グループ ヘルス - 集計モニター
可用性グループ拡張ヘルス状態
可用性グループ拡張ヘルス全体状態モニター

MSSQL 2016: 可用性グループ ヘルス - 依存関係 (ロールアップ) モニター
可用性グループ警告ポリシー (ロールアップ)
このモニターは、カスタム ユーザー ポリシーのうち、可用性グループをファセットとして持ち、定義済みの警告カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つものすべてに対するロールアップ モニターです。

可用性グループ重大ポリシー (ロールアップ)
このモニターは、カスタム ユーザー ポリシーのうち、可用性グループをファセットとして持ち、定義済みのエラー カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つものすべてに対するロールアップ モニターです。

MSSQL 2016: 可用性グループ警告ポリシー
カスタム ユーザー ポリシーのうち、可用性グループをファセットとして持ち、警告カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つもの。
MSSQL 2016: 可用性グループ警告ポリシー - ユニット モニター
可用性グループ ヘルス ポリシー
"警告" 重大状態を持つ 2 状態モニター。可用性グループをファセットとして持ち、定義済みの警告カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つカスタム ユーザー ポリシーの状態を反映するために使用される。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	False

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: 可用性レプリカ
このオブジェクトは、可用性レプリカ SMO オブジェクトを表しており、識別と監視に必要なすべてのプロパティを含みます。
MSSQL 2016: 可用性レプリカ - ユニット モニター
可用性レプリカ接続
このモニターは、可用性レプリカ間の接続状態を調べます。モニターが異常となるのは、可用性レプリカの接続状態が DISCONNECTED のときです。それ以外の場合は、モニターは正常状態となります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	False

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



可用性レプリカ データ同期
このモニターは、可用性レプリカ内のすべてのデータベース レプリカのデータ同期状態をロールアップします。モニターが異常となるのは、期待されるデータ同期状態ではないデータベース レプリカが 1 つ以上ある場合です。それ以外の場合は、モニターは正常状態となります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	False

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



可用性レプリカの参加状態
このモニターは、可用性レプリカの結合状態を調べます。モニターが異常となるのは、可用性レプリカが可用性グループに追加されているが、適切に結合されていない場合です。それ以外の場合は、モニターは正常状態となります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	False

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



可用性レプリカ ロール
このモニターは、可用性レプリカのロールの状態を調べます。モニターが異常となるのは、可用性レプリカのロールがプライマリでもセカンダリでもない場合です。それ以外の場合は、モニターは正常状態となります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	False

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: 可用性レプリカ - 集計モニター
可用性レプリカ拡張ヘルス状態
可用性レプリカ拡張ヘルス全体状態モニター

MSSQL 2016: 可用性レプリカ - 依存関係 (ロールアップ) モニター
可用性レプリカ重大ポリシー (ロールアップ)
このモニターは、カスタム ユーザー ポリシーのうち、可用性レプリカをファセットとして持ち、定義済みのエラー カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つものすべてに対するロールアップ モニターです。

可用性レプリカ警告ポリシー (ロールアップ)
このモニターは、カスタム ユーザー ポリシーのうち、可用性レプリカをファセットとして持ち、定義済みの警告カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つものすべてに対するロールアップ モニターです。

MSSQL 2016: 可用性レプリカ - ルール (アラート)
MSSQL 2016: 可用性レプリカ ロール変更
このエラーは、可用性レプリカのロールが変更されたときに発生します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: 可用性レプリカ - ルール (非アラート)
MSSQL 2016: 再送信メッセージ/秒
レプリカに送信されたメッセージに対して受け取る受信確認の 1 秒あたりの数
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: トランスポートへの送信バイト数/秒
レプリカにネットワーク経由で送信されるバイト数の合計
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: レプリカからの受信バイト数/秒
ネットワーク経由でこのレプリカから受信されるバイト数の可用性グループ合計
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: トランスポートへの送信/秒
ネットワークでこのレプリカに送信されるメッセージ数。この数には、このレプリカから送信されるすべてのメッセージ (コントロール メッセージを含む) が含まれます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: レプリカへの送信バイト数/秒
ネットワーク経由でこのレプリカに送信するためにキューに格納されるデータベース メッセージのバイト数。このバイト数には、可用性グループのすべてのデータベースに対するメッセージが含まれます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: レプリカからの受信/秒
このレプリカから受信したメッセージの数の可用性グループ合計
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: フロー制御時間 (ミリ秒/秒)
過去 1 秒間のうち、このレプリカに対してフロー制御が有効になっていた時間の長さ (ミリ秒)
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: フロー制御/秒
このレプリカに対して有効化されたフロー制御の 1 秒あたりの数
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: レプリカへの送信/秒
このレプリカにネットワーク経由で送信するためにキューに格納されたメッセージの数
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 可用性レプリカ - コンソール タスク
SQL Server Management Studio
SQL Server Management Studio を開き、対象の可用性レプリカに接続します。

SQL Server PowerShell
SQLPS コンソールを開き、対象の可用性レプリカに接続します。

強制フェールオーバー
SQLPS コンソールを開き、対象の可用性レプリカにフェールオーバーします。このレプリカが可用性グループの新しいプライマリになります。このタスクでは、-AllowDataLoss パラメーターを使用します。

手動フェールオーバー
SQLPS コンソールを開き、対象の可用性レプリカにフェールオーバーします。このレプリカが可用性グループの新しいプライマリになります。

MSSQL 2016: 可用性レプリカ重大ポリシー
カスタム ユーザー ポリシーのうち、可用性レプリカをファセットとして持ち、エラー カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つもの。
MSSQL 2016: 可用性レプリカ重大ポリシー - ユニット モニター
可用性レプリカ ヘルス ポリシー
"エラー" 重大状態を持つ 2 状態モニター。可用性レプリカをファセットとして持ち、定義済みのエラー カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つカスタム ユーザー ポリシーの状態を反映するために使用される。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	False

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: 可用性レプリカ警告ポリシー
カスタム ユーザー ポリシーのうち、可用性レプリカをファセットとして持ち、警告カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つもの。
MSSQL 2016: 可用性レプリカ警告ポリシー - ユニット モニター
可用性レプリカ ヘルス ポリシー
"警告" 重大状態を持つ 2 状態モニター。可用性レプリカをファセットとして持ち、定義済みの警告カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つカスタム ユーザー ポリシーの状態を反映するために使用される。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	False

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: データベース レプリカ
これはデータベース レプリカの状態 SMO オブジェクトの表現です
MSSQL 2016: データベース レプリカ - 検出
MSSQL 2016: データベース レプリカ Always On 検出
データベース レプリカ Always On オブジェクトの検出
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	14400

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: データベース レプリカ - ユニット モニター
可用性データベースの参加状態
このモニターは、データベース レプリカの結合状態を調べます。モニターが異常となるのは、データベース レプリカが結合されていない場合です。それ以外の場合は、モニターは正常状態となります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	False

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



可用性データベースの中断状態
このモニターは、データベース レプリカのデータ移動の状態を調べます。モニターが異常となるのは、データ移動が中断されている場合です。それ以外の場合は、モニターは正常状態となります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	False

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



可用性データベース データ同期
このモニターは、データベース レプリカのデータ同期状態を調べます。モニターが異常となるのは、データ同期状態が NOT SYNCHRONIZING であるか、状態が SYNCHRONIZED 以外である (同期コミット データベース レプリカの場合) です。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	False

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: データベース レプリカ - 集計モニター
データベース レプリカ拡張ヘルス状態
データベース レプリカ拡張ヘルス全体状態モニター

MSSQL 2016: データベース レプリカ - 依存関係 (ロールアップ) モニター
データベース レプリカ警告ポリシー (ロールアップ)
このモニターは、カスタム ユーザー ポリシーのうち、データベース レプリカ状態をファセットとして持ち、定義済みの警告カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つものすべてに対するロールアップ モニターです。

データベース レプリカ重大ポリシー (ロールアップ)
このモニターは、カスタム ユーザー ポリシーのうち、データベース レプリカ状態をファセットとして持ち、定義済みのエラー カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つものすべてに対するロールアップ モニターです。

MSSQL 2016: データベース レプリカ - ルール (アラート)
MSSQL 2016: データベース レプリカ ロール変更

	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: データベース レプリカ - ルール (非アラート)
MSSQL 2016: 受信ログ バイト数/秒
このレプリカによって受信されたログのバイト数。これは、セカンダリでのみ有効です。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: ミラー化書き込みトランザクション/秒
同期コミットを通して処理されたトランザクションの数。トランザクション遅延をミラー化トランザクションの数で割ると、トランザクションあたりの遅延が得られます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: ブロックされた再実行/秒
このデータベースがオンラインになった後で、このデータベースで REDO スレッドがブロックされた回数。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: トランザクション遅延
トランザクションがセカンダリの受信確認を待った時間の全トランザクション合計。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: ログ送信キュー
このレプリカのログ送信キューのサイズ。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 受信ファイル バイト数/秒
このレプリカによって受信されたファイルストリームのバイト数。これは、セカンダリでのみ有効です。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 残りの再実行バイト数
元に戻すフェーズを完了するために再適用が必要なログのバイト数。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 取り消し対象ログ残り
取り消しが必要なログの量 (KB)。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 復旧キュー
まだ再実行されていないセカンダリ レプリカのログ ファイル内のログ レコードの量。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: ログ適用準備完了キュー
データベース レプリカへの適用を保留中でその準備が完了しているログ ブロックの数。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: ログ適用保留キュー
データベース レプリカへの適用を保留中のログ ブロックの数。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 再適用バイト数/秒
セカンダリ上でログ レコードが再適用される速度。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 取り消しが必要な合計ログ
元に戻す必要のあるログの合計 KB 数。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: データベース レプリカ - コンソール タスク
SQL Server Management Studio
SQL Server Management Studio を開き、対象のデータベース レプリカの可用性レプリカに接続します。

データ移動の中断
SQLPS コンソールを開き、対象のデータベース レプリカのデータ移動を中断します

データ移動の再開
SQLPS コンソールを開き、対象のデータベース レプリカのデータ移動を再開します

SQL Server PowerShell
SQLPS コンソールを開き、対象のデータベース レプリカの可用性レプリカに接続します。

MSSQL 2016: データベース レプリカ重大ポリシー
カスタム ユーザー ポリシーのうち、データベース レプリカ状態をファセットとして持ち、エラー カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つもの。
MSSQL 2016: データベース レプリカ重大ポリシー - ユニット モニター
データベース レプリカ ヘルス ポリシー
"エラー" 重大状態を持つ 2 状態モニター。データベース レプリカ状態をファセットとして持ち、定義済みのエラー カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つカスタム ユーザー ポリシーの状態を反映するために使用される。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	False

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: データベース レプリカ警告ポリシー
カスタム ユーザー ポリシーのうち、データベース レプリカ状態をファセットとして持ち、警告カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つもの。
MSSQL 2016: データベース レプリカ警告ポリシー - ユニット モニター
データベース レプリカ ヘルス ポリシー
"警告" 重大状態を持つ 2 状態モニター。データベース レプリカ状態をファセットとして持ち、定義済みの警告カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つカスタム ユーザー ポリシーの状態を反映するために使用される。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	False

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: 可用性グループのグループ
Microsoft SQL Server 2016 のすべての可用性グループを含むグループ
MSSQL 2016: 可用性グループのグループ - 検出
MSSQL 2016: SQL 可用性グループへの追加
この検出ルールは、可用性グループにデータを追加します。

MSSQL 2016: 可用性グループ のグループ - 依存関係 (ロールアップ) モニター
可用性グループ セキュリティ ロールアップ
可用性グループ セキュリティ ロールアップ

可用性グループ構成ロールアップ
可用性グループ構成ロールアップ

可用性グループの可用性ロールアップ
可用性グループの可用性ロールアップ

可用性グループ ロールアップ
可用性グループ パフォーマンス ロールアップ

MSSQL 2016: 可用性レプリカのグループ
Microsoft SQL Server 2016 のすべての可用性レプリカを含むグループ
MSSQL 2016: 可用性レプリカのグループ - 検出
MSSQL 2016: SQL 可用性レプリカ グループへの追加
この検出ルールは、可用性レプリカ グループにデータを追加します。

MSSQL 2016: 可用性レプリカのグループ - 依存関係 (ロールアップ) モニター
可用性レプリカの可用性ロールアップ
可用性レプリカの可用性ロールアップ

可用性レプリカ ロールアップ
可用性レプリカ パフォーマンス ロールアップ

可用性レプリカ構成ロールアップ
可用性レプリカ構成ロールアップ

可用性レプリカ セキュリティ ロールアップ
可用性レプリカ セキュリティ ロールアップ

MSSQL 2016: データベース レプリカのグループ
Microsoft SQL Server 2016 のすべてのデータベース レプリカを含むグループ
MSSQL 2016: データベース レプリカのグループ - 検出
MSSQL 2016: SQL データベース レプリカ グループへの追加
この検出ルールは、データベース レプリカ グループにデータを追加します。

MSSQL 2016: データベース レプリカのグループ - 依存関係 (ロールアップ) モニター
データベース レプリカ可用性ロールアップ
データベース レプリカ可用性ロールアップ

データベース レプリカ ロールアップ
データベース レプリカ パフォーマンス ロールアップ

データベース レプリカ セキュリティ ロールアップ
データベース レプリカ セキュリティ ロールアップ

データベース レプリカ構成ロールアップ
データベース レプリカ構成ロールアップ

サーバー ロール グループ
サーバー ロール グループには、データベース エンジン、Analysis Services インスタンス、Reporting Service インスタンスなど、SQL Server のすべてのルート オブジェクトが含まれます。
サーバー ロール グループ - 検出
MSSQL 2016: サーバー ロール グループ検出
このオブジェクト検出は、すべての SQL Server ロールをサーバー ロール グループに含めます。

MSSQL 2016: サーバー ロール グループ検出
このオブジェクト検出は、すべての SQL Server ロールをサーバー ロール グループに含めます。

SQL 2016 ミラー化 DB
Microsoft SQL Server 2016 ミラー化データベース
SQL 2016 ミラー化 DB - 検出
データベース エンジンのミラー化データベースの検出
このオブジェクト検出は、SQL Server 2016 DB エンジンの特定のインスタンスに対して実行されているすべてのミラー化データベースを検出します。既定では、すべてのミラー化データベースが検出され、監視されます。除外リストを使用すると、検出を上書きして、1 つ以上のデータベースを検出から除外できます。このリストでは、データベース名のコンマ区切りの一覧を使用します。または、* 文字を使用してすべてのデータベースを除外します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	除外リスト
	検出から除外するデータベース名のコンマ区切りの一覧。ワイルドカード * を使用して、すべてのデータベースを除外できます。
	

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	14400

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL 2016 ミラー化 DB - ユニット モニター
データベース ミラーの状態
このモニターは、データベース ミラーが同期しているかどうかを調べます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



データベース ミラー監視サーバーの状態
このモニターは、データベース ミラー監視サーバーがアクセス可能かどうかを調べます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL 2016 ミラー化 DB 監視サーバー
Microsoft SQL Server 2016 ミラー化データベース監視サーバー
SQL 2016 ミラー化 DB 監視サーバー - 検出
ミラー化データベース監視サーバーの検出
 このオブジェクト検出は、SQL Server 2016 DB エンジンの特定のインスタンスに対して実行されているすべてのミラー化データベース監視サーバーを検出します。既定では、すべてのミラー化データベースの監視サーバーが検出され、監視されます。除外リストを使用すると、検出を上書きして、1 つ以上のデータベースを検出から除外できます。このリストでは、データベース名のコンマ区切りの一覧を使用します。または、* 文字を使用してすべてのデータベースを除外します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	除外リスト
	検出から除外するデータベース名のコンマ区切りの一覧。ワイルドカード * を使用して、すべてのデータベースを除外できます。
	

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	14400

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL 2016 ミラー化 DB 監視サーバー - ユニット モニター
データベース ミラーリング パートナーの状態
このモニターは、データベース ミラーが同期しているかどうかを調べます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL 2016 ミラーリング グループ
Microsoft SQL Server 2016 ミラーリング グループ
SQL 2016 ミラーリング グループ - 検出
ミラー化データベース監視サーバーの検出
 このオブジェクト検出は、SQL Server 2016 DB エンジンの特定のインスタンスに対して実行されているすべてのミラー化データベース監視サーバーを検出します。既定では、すべてのミラー化データベースの監視サーバーが検出され、監視されます。除外リストを使用すると、検出を上書きして、1 つ以上のデータベースを検出から除外できます。このリストでは、データベース名のコンマ区切りの一覧を使用します。または、* 文字を使用してすべてのデータベースを除外します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	除外リスト
	検出から除外するデータベース名のコンマ区切りの一覧。ワイルドカード * を使用して、すべてのデータベースを除外できます。
	

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	14400

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



データベース エンジンのミラー化データベースの検出
このオブジェクト検出は、SQL Server 2016 DB エンジンの特定のインスタンスに対して実行されているすべてのミラー化データベースを検出します。既定では、すべてのミラー化データベースが検出され、監視されます。除外リストを使用すると、検出を上書きして、1 つ以上のデータベースを検出から除外できます。このリストでは、データベース名のコンマ区切りの一覧を使用します。または、* 文字を使用してすべてのデータベースを除外します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	除外リスト
	検出から除外するデータベース名のコンマ区切りの一覧。ワイルドカード * を使用して、すべてのデータベースを除外できます。
	

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	14400

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL 2016 ミラーリング グループ - 依存関係 (ロールアップ) モニター
ミラーリング監視可用性のロールアップ
このモニターは、ミラーリング監視サーバー可用性のヘルスをミラーリング グループにロールアップします。

ミラー化データベース構成のロールアップ
このモニターは、ミラー化データベース構成のヘルスをミラーリング グループにロールアップします。

ミラー化データベース パフォーマンスのロールアップ
このモニターは、ミラー化データベース パフォーマンスのヘルスをミラーリング グループにロールアップします。

ミラー化データベース可用性のロールアップ
このモニターは、ミラー化データベース可用性のヘルスをミラーリング グループにロールアップします。

SQL 2016 ミラーリング監視サーバー ロール
Microsoft SQL Server 2016 データベース ミラーリング監視サーバー ロール。
SQL 2016 ミラーリング監視サーバー ロール - 依存関係 (ロールアップ) モニター
ミラーリング監視可用性のロールアップ
このモニターは、ミラーリング監視サーバー ロールのヘルスをミラーリング監視サーバーの役割にロールアップします。

SQL Server 2016 エージェント
Microsoft SQL Server 2016 データベース エンジンの一部として実行される SQL Server 2016 エージェント コンポーネント
SQL Server 2016 エージェント - 検出
MSSQL 2016: DB エンジンに対する SQL Server エージェントの検出
この検出ルールは、SQL Server 2016 DB エンジンのインスタンスの SQL Server エージェントを検出します。 各 DB エンジン インスタンスが持つ SQL Server エージェント インスタンスは 1 つのみです。

SQL Server 2016 エージェント - ユニット モニター
SQL Server エージェントの Windows サービス
このモニターは、この SQL Server インスタンスの SQL エージェント サービスの状態を確認します。
SQL Server エージェントの Windows サービスは、SQL Server Express のいずれのエディションでもサポートされていないことに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	サービスのスタートアップの種類が [自動] の場合にのみ警告
	この値は、'true' または 'false' にのみ設定できます。 'false' に設定されていると、設定されているスタートアップの種類に関係なく警告が発生します。 既定値は 'true' です。
	true



	

	
	
	



長時間実行ジョブ
このモニターは、SQL Server の長時間実行エージェント ジョブを確認します。
SQL Server エージェントの Windows サービスは、SQL Server Express のいずれのエディションでもサポートされていないことに注意してください。検出される適切なオブジェクトは存在しません。このモニターは既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	重大しきい値 (分)
	値がこのしきい値を超える場合、モニターは状態を重大に変更します。 このしきい値と警告しきい値の間 (両方のしきい値を含む) にあると、モニターが警告状態になります。
	120

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	600

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300

	警告しきい値 (分)
	警告しきい値。このしきい値を超えると、モニターが少なくとも警告状態に変わります。
	60



	

	
	
	



SQL Server 2016 エージェント - 依存関係 (ロールアップ) モニター
エージェント ジョブ パフォーマンス (ロールアップ)
このモニターは SQL エージェント ジョブから SQL エージェントにパフォーマンスの状態をロールアップします。
SQL Server エージェントの Windows サービスは、SQL Server Express のいずれのエディションでもサポートされていないことに注意してください。検出される適切なオブジェクトは存在しません。

エージェント ジョブ可用性 (ロールアップ)
このモニターは、SQL エージェント ジョブから SQL エージェントに可用性の状態をロールアップします。
SQL Server エージェントの Windows サービスは、SQL Server Express のいずれのエディションでもサポートされていないことに注意してください。検出される適切なオブジェクトは存在しません。

SQL Server 2016 エージェント - ルール (アラート)
MSSQL 2016: SQL Server エージェントが SQL Server に接続できません
SQL Server エージェント サービスが、SQL Server のインスタンスに接続できませんでした。SQL Server エージェント サービス アカウントが SQL Server の有効なログインを持っていない場合に、このエラーが発生することがあります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: 復旧不可能なローカル イベント ログのエラーにより、警告エンジンが停止しました
SQL Server エージェントがローカル イベント ログを開くことができませんでした。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: サブシステムを読み込めなかったため、ジョブ ステップを実行できません
SQL Server エージェント サブシステムが読み込みに失敗したため、SQL Server ジョブを実行できませんでした。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: ローカル イベント ログを開き直すことができません
SQL Server エージェントがローカル イベント ログを開くことができませんでした。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: SQL Server エージェントが自動終了処理を開始しています
SQL Server エージェントが SQL Server エージェント サービスをシャットダウンしました。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: SQL Server エージェントを開始できませんでした
プロセスまたはユーザーが SQL Server エージェント サービスを開始しようとしましたが、開始されませんでした。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: SQL ジョブは、正常に完了できませんでした
SQL Server エージェント ジョブが失敗しました。SQL Server エージェントでは、特定の時刻または間隔で実行されるようにスケジュールされた SQL Server タスクを実行したり、対処用のアクション (ポケベルまたは電子メールでだれかに警告するなど) またはタスクが管理者によって定義された特定の状況が検出されます。また、SQL Server エージェントは、管理者によって定義されたレプリケーション タスクの実行にも使用されます。注: このルールは既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: エージェンに異常がありますこの数分間応答がありません
この動作は、SQL Server Enterprise Manager がレプリケーション エージェントにポーリングしたときに、レプリケーション エージェントがビジー状態で応答できないために発生します。これにより、SQL Server Enterprise Manager はレプリケーション エージェントの状態を検出できず、レプリケーション エージェントが機能しているかどうかを報告できません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: ジョブのステップにより、サブシステムで例外が発生しました
特定のジョブ ステップにより、SQL Server エージェントが Windows アプリケーション ログにエラーを書き込みました。ログに特定のジョブおよびジョブ ステップが示されます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



SQL Server 2016 エージェント - タスク
SQL エージェント サービスを開始します
SQL エージェント サービスを開始します
SQL Server エージェントの Windows サービスは、SQL Server Express のいずれのエディションでもサポートされていないことに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	タイムアウト (秒)
	
	300



	

	
	
	



SQL エージェント サービスを停止します
SQL エージェント サービスを停止します
SQL Server エージェントの Windows サービスは、SQL Server Express のいずれのエディションでもサポートされていないことに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	タイムアウト (秒)
	
	300



	

	
	
	



SQL Server 2016 エージェント グループ
Microsoft SQL Server 2016 データベース エンジンのすべてのエージェントを含むグループ
SQL Server 2016 エージェントグループ - 検出
MSSQL 2016: SQL Server 2016 エージェント グループへの追加
この検出ルールは、すべての SQL Server 2016 エージェントをエージェント グループに追加します。

SQL Server 2016 エージェント ジョブ
すべての Microsoft SQL Server 2016 エージェント ジョブ。
SQL Server 2016 エージェント ジョブ - 検出
MSSQL 2016: SQL Server 2016 エージェント ジョブの検出
この検出ルールは、すべての SQL Server 2016 エージェント ジョブを検出します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	14400

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL Server 2016 エージェント ジョブ - ユニット モニター
ジョブ期間
エージェント ジョブ期間を監視します。
SQL Server エージェントの Windows サービスは、SQL Server Express のいずれのエディションでもサポートされていないことに注意してください。検出される適切なオブジェクトは存在しません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	False

	重大しきい値 (分)
	値がこのしきい値を超える場合、モニターは状態を重大に変更します。 このしきい値と警告しきい値の間 (両方のしきい値を含む) にあると、モニターが警告状態になります。
	120

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	600

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300

	警告しきい値 (分)
	警告しきい値。このしきい値を超えると、モニターが少なくとも警告状態に変わります。
	60



	

	
	
	



最終実行状態
SQL 2016 エージェント ジョブの最終実行状態モニター。SQL エージェント ジョブの最終実行状態を監視します。
SQL Server エージェントの Windows サービスは、SQL Server Express のいずれのエディションでもサポートされていないことに注意してください。検出される適切なオブジェクトは存在しません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	False

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	600

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL Server 2016 エージェント ジョブ - タスク
SQL エージェント サービスを開始します
SQL エージェント サービスを開始します
SQL Server エージェントの Windows サービスは、SQL Server Express のいずれのエディションでもサポートされていないことに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	タイムアウト (秒)
	
	300



	

	
	
	



SQL エージェント サービスを停止します
SQL エージェント サービスを停止します
SQL Server エージェントの Windows サービスは、SQL Server Express のいずれのエディションでもサポートされていないことに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	タイムアウト (秒)
	
	300



	

	
	
	



SQL Server 2016 エージェント グループ
すべての SQL Server 2016 エージェントを含むグループ
SQL Server 2016 エージェント グループ - 検出
MSSQL 2016: SQL Server 2016 エージェント グループへの追加
この検出ルールは、すべての SQL Server 2016 エージェントを SQL Server 2016 エージェント グループに追加します。

SQL Server 2016 コンポーネント
Microsoft SQL Server に関連するすべてのコンポーネントが属するグループ
SQL Server 2016 コンポーネント - 検出
MSSQL 2016: SQL Server 2016 コンポーネント グループへの追加
この検出ルールは、すべての SQL Server 2016 関連コンポーネントをコンポーネント グループに追加します。

SQL Server 2016 コンピューター
Microsoft SQL Server 2016 コンポーネントを実行しているすべての Windows コンピューターを含むグループ。
SQL Server 2016 コンピューター - 検出
MSSQL 2016: SQL Server 2016 コンピューター グループへの追加
この検出ルールは、SQL Server 2016 を実行しているすべてのコンピューターを SQL Server 2016 コンピューター グループに追加します。

MSSQL 2016: Microsoft SQL Server 2016 コンピューター グループへの追加
この検出ルールは、SQL Server 2016 の 1 つ以上のコンポーネントを実行しているすべてのコンピューターを SQL Server 2016 コンピューター グループに追加します。

SQL Server 2016 カスタム ユーザー ポリシー
カスタム ユーザー ポリシー オブジェクト
SQL Server 2016 カスタム ユーザー ポリシー - 検出
MSSQL 2016: データベース カスタム ユーザー ポリシー検出
この検出ルールは、SQL Server 2016 データベースのカスタム ユーザー ポリシーを検出します。注: この検出は、既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL Server 2016 データベース重大ポリシー
カスタム ユーザー ポリシーのうち、データベースをファセットとして持ち、エラー カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つもの。
SQL Server 2016 データベース重大ポリシー - ユニット モニター
データベース ヘルス ポリシー
"エラー" 重大状態を持つ 2 状態モニター。データベースをファセットとして持ち、定義済みのエラー カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つカスタム ユーザー ポリシーの状態を反映するために使用される。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	False

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL Server 2016 データベース グループ
Microsoft SQL Server 2016 データベース エンジンのすべてのデータベースを含むグループ
SQL Server 2016 データベース グループ - 検出
MSSQL 2016: SQL Server 2016 データベース グループへの追加
この検出ルールは、すべての SQL Server 2016 データベースをデータベース グループに追加します。

SQL Server 2016 データベース警告ポリシー
カスタム ユーザー ポリシーのうち、データベースをファセットとして持ち、警告カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つもの。
SQL Server 2016 データベース警告ポリシー - ユニット モニター
データベース ヘルス ポリシー
"警告" 重大状態を持つ 2 状態モニター。データベースをファセットとして持ち、定義済みの警告カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つカスタム ユーザー ポリシーの状態を反映するために使用される。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	False

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL Server 2016 データベース グループ
すべての SQL Server 2016 データベースを含むグループ
SQL Server 2016 データベース グループ - 検出
MSSQL 2016: SQL Server 2016 データベース グループへの追加
この検出ルールは、すべての SQL Server 2016 データベースを SQL Server 2016 データベース グループに追加します。

SQL Server 2016 DB
Microsoft SQL Server 2016 データベース
SQL Server 2016 DB - 検出
MSSQL 2016: データベース エンジンに対するデータベースの検出
この検出ルールは、SQL Server 2016 DB エンジンの特定のインスタンスに対して実行されているすべてのデータベースを検出します。 既定では、すべてのデータベースが検出され、監視されます。 除外リストを使用すると、検出を上書きして、1 つ以上のデータベースを検出から除外できます。 このリストでは、データベース名のコンマ区切りの一覧を使用します。または、* 文字を使用してすべてのデータベースを除外します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	除外リスト
	検出から除外するデータベース名のコンマ区切りの一覧。ワイルドカード * を使用して、すべてのデータベースを除外できます。
	

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	14400

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL Server 2016 DB - ユニット モニター
ページ確認構成
データベースのページ確認設定を監視します。注: このモニターは、既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	SQL Express のチェックを無効にする
	この値は、'true' または 'false' にのみ設定できます。'true' に設定されていると、ワークフローは SQL Server Express エディションを考慮しません。
	オプション

	予期された値
	データベースの構成設定の予期値。適用される値のセットを表示するには、このモニターのサポート技術情報の記事の「構成」セクションを参照してください。
	CHECKSUM

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	43200

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



ログ配布先
このモニターは、ログ配布構成の一部として定義されているしきい値内で、ログ配布先がログを復元していない状況を検出します。
SQL Server Express のいずれのエディションでもすべてのログ配布がサポートされていないことに注意してください。

ログ配布元
このモニターは、ログ配布構成の一部として定義されているしきい値内でログ配布元がログをバックアップしていない状況を検出します。
SQL Server Express のいずれのエディションでもすべてのログ配布がサポートされていないことに注意してください。

データベース バックアップ状態
このモニターは、Microsoft SQL Server から報告されたデータベース バックアップの状態を確認します。注: このモニターは、既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	バックアップ期間 (日)
	ターゲット バックアップ頻度 (日)。回復ポイントの目標 (RPO) に従って設定する必要があります。
	7

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	86400

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



データベースの状態
このモニターは、Microsoft SQL Server から報告されたデータベースの状態を確認します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	3600

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL Server の Windows サービス
このモニターは、SQL データベース エンジン サービスの状態を確認します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	False

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	60



	

	
	
	



DB 組み合わせ構成
データベースの複数データベースの組み合わせ所有権有効設定を監視します。注: このモニターは、既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	SQL Express のチェックを無効にする
	この値は、'true' または 'false' にのみ設定できます。'true' に設定されていると、ワークフローは SQL Server Express エディションを考慮しません。
	オプション

	予期された値
	データベースの構成設定の予期値。適用される値のセットを表示するには、このモニターのサポート技術情報の記事の「構成」セクションを参照してください。
	OFF

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	43200

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



ディスク書き込み遅延
2016 DB のディスク書き込み遅延の監視。注: このモニターは、既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	300

	サンプル数
	測定値が何回しきい値に違反すると状態変更が生じるかを示します。
	6

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	00:19

	しきい値
	収集された値はこのパラメーターと比較されます。
	25

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
	200



	

	
	
	



自動終了構成
データベースの自動終了設定を監視します。注: このモニターは、既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	SQL Express のチェックを無効にする
	この値は、'true' または 'false' にのみ設定できます。'true' に設定されていると、ワークフローは SQL Server Express エディションを考慮しません。
	true

	予期された値
	データベースの構成設定の予期値。適用される値のセットを表示するには、このモニターのサポート技術情報の記事の「構成」セクションを参照してください。
	OFF

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	43200

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



トランザクション ログの空き領域 (%)
2016 DB のトランザクション ログの空き領域 (%) の監視。注: このモニターは、既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	Azure 最大ファイル サイズ (MB)
	Azure Blob ストレージに格納されるデータ ファイルの最大サイズ。ワークフローでは、この値を各ファイルの最大ストレージ容量と見なします。
	1048576

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	300

	サンプル数
	測定値が何回しきい値に違反すると状態変更が生じるかを示します。
	6

	しきい値
	収集された値はこのパラメーターと比較されます。
	10

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	180



	

	
	
	



統計の非同期的自動更新構成
データベースの統計の非同期的自動更新の設定を監視します。注: このモニターは、既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	SQL Express のチェックを無効にする
	この値は、'true' または 'false' にのみ設定できます。'true' に設定されていると、ワークフローは SQL Server Express エディションを考慮しません。
	オプション

	予期された値
	データベースの構成設定の予期値。適用される値のセットを表示するには、このモニターのサポート技術情報の記事の「構成」セクションを参照してください。
	OFF

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	43200

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



統計の自動更新構成
データベースに関する統計の自動更新設定を監視します。注: このモニターは、既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	SQL Express のチェックを無効にする
	この値は、'true' または 'false' にのみ設定できます。'true' に設定されていると、ワークフローは SQL Server Express エディションを考慮しません。
	オプション

	予期された値
	データベースの構成設定の予期値。適用される値のセットを表示するには、このモニターのサポート技術情報の記事の「構成」セクションを参照してください。
	ON

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	43200

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



DB 残り空き領域
データベースと、データベースをホストしているメディアで、利用可能な空き領域の割合を監視します。注: このモニターは、既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、有効にしてください。このモニターでは、FILESTREAM およびメモリ最適化データ ファイル グループの空き領域はカウントしません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	Azure 最大ファイル サイズ (MB)
	Azure Blob ストレージに格納されるデータ ファイルの最大サイズ。ワークフローでは、この値を各ファイルの最大ストレージ容量と見なします。
	1048576

	重大しきい値
	値がこのしきい値を下回る場合、モニターは状態を重大に変更します。 このしきい値と警告しきい値の間 (両方のしきい値を含む) にあると、モニターが警告状態になります。
	10

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300

	警告しきい値
	モニターは、値がこのしきい値を下回ると状態を警告に変更します。
	20



	

	
	
	



統計の自動作成構成
データベースに関する統計の自動作成設定を監視します。注: このモニターは、既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	SQL Express のチェックを無効にする
	この値は、'true' または 'false' にのみ設定できます。'true' に設定されていると、ワークフローは SQL Server Express エディションを考慮しません。
	オプション

	予期された値
	データベースの構成設定の予期値。適用される値のセットを表示するには、このモニターのサポート技術情報の記事の「構成」セクションを参照してください。
	ON

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	43200

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



DB 空き領域比率の変化
多くのサンプル期間中、データベースの空き領域に大きな変化があるかどうかを監視します。注: このモニターは既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	Azure 最大ファイル サイズ (MB)
	Azure Blob ストレージに格納されるデータ ファイルの最大サイズ。ワークフローでは、この値を各ファイルの最大ストレージ容量と見なします。
	1048576

	重大しきい値
	値がこのしきい値を超える場合、モニターは状態を重大に変更します。 このしきい値と警告しきい値の間 (両方のしきい値を含む) にあると、モニターが警告状態になります。
	45

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	サンプル数
	測定値が何回しきい値に違反すると状態変更が生じるかを示します。
	5

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300

	警告しきい値
	警告しきい値。このしきい値を超えると、モニターが少なくとも警告状態に変わります。
	25



	

	
	
	



ディスク読み取り遅延
2016 DB のディスク読み取り遅延の監視。注: このモニターは、既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	300

	サンプル数
	測定値が何回しきい値に違反すると状態変更が生じるかを示します。
	6

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	00:19

	しきい値
	収集された値はこのパラメーターと比較されます。
	40

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
	200



	

	
	
	



復旧モデルの構成
データベースの復旧モデル設定を監視します。注: このモニターは、既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	SQL Express のチェックを無効にする
	この値は、'true' または 'false' にのみ設定できます。'true' に設定されていると、ワークフローは SQL Server Express エディションを考慮しません。
	オプション

	予期された値
	データベースの構成設定の予期値。適用される値のセットを表示するには、このモニターのサポート技術情報の記事の「構成」セクションを参照してください。
	FULL

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	43200

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



自動圧縮構成
データベースの自動圧縮設定を監視します。注: このモニターは、既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	SQL Express のチェックを無効にする
	この値は、'true' または 'false' にのみ設定できます。'true' に設定されていると、ワークフローは SQL Server Express エディションを考慮しません。
	オプション

	予期された値
	データベースの構成設定の予期値。適用される値のセットを表示するには、このモニターのサポート技術情報の記事の「構成」セクションを参照してください。
	OFF

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	43200

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



信頼可能構成
データベースの信頼可能に関する設定を監視します。注: このモニターは、既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	SQL Express のチェックを無効にする
	この値は、'true' または 'false' にのみ設定できます。'true' に設定されていると、ワークフローは SQL Server Express エディションを考慮しません。
	オプション

	予期された値
	データベースの構成設定の予期値。適用される値のセットを表示するには、このモニターのサポート技術情報の記事の「構成」セクションを参照してください。
	OFF

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	43200

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL Server 2016 DB - 集計モニター
復旧構成
データベースの集計復旧構成の状態を監視します。

DB ログ ファイル空き領域
ログ ファイルの総空き領域の状態を監視します。

データベース拡張ヘルス状態
データベース拡張ヘルス全体状態モニター

自動構成
このモニターは、自動構成モニターの正常性を集計します。

DB 空き領域
データベースの総空き領域の状態を監視します。

外部アクセス構成
データベースの集計外部アクセス構成の状態を監視します。

SQL Server 2016 DB - 依存関係 (ロールアップ) モニター
DB メモリ最適化データ ファイル グループ空き領域 (ロールアップ)
この依存関係モニターは、全体的な正常性をメモリ最適化データ ファイル グループからデータベースにロール アップします。

DB ファイル グループ空き領域 (ロールアップ)
この依存関係モニターは、全体的な空き領域の正常性をデータベース ファイル グループからデータベースにロール アップします。

メモリ最適化データの古いチェックポイント ファイル ペア率 (ロールアップ)
メモリ最適化データ ファイル グループの古いチェックポイント ファイル ペアの比率が指定されたしきい値を上回った場合、モニターは重大状態を報告し、アラートをトリガーします。このモニターは、依存関係 (ロールアップ) モニターです。

ハッシュ バケット内の行チェーンの平均の長さ (ロールアップ)
このモニターは、SQL データベース内ハッシュ インデックスの空のバケット数と行チェーンの平均の長さを確認します。このモニターは、依存関係 (ロールアップ) モニターです。

DB ログ ファイル空き領域 (ロールアップ)
このモニターは、データベースと関連するメディアのすべてのトランザクション ログ ファイルの空き領域を監視します。トランザクション ログ ファイルをホストしているメディアで使用可能な領域は、トランザクション ログ ファイルの少なくとも 1 つで自動拡張が有効になっている場合にのみ空き領域の一部に含まれます。このモニターは、依存関係 (ロールアップ) モニターです。

XTP 構成 (ロールアップ)
このモニターは、SQL データベース XTP 構成の状態を確認します。このモニターは、依存関係 (ロールアップ) モニターです。

データベース警告ポリシー (ロールアップ)
これは、すべての拡張ヘルス モニターに対するロールアップ モニターです。拡張ヘルス モニターは、SQL Server インスタンス内の既存のヘルス ポリシーを検出することによって自動的に生成されます。このモニターは、警告カスタム ユーザー ポリシー用です。

データベース重大ポリシー (ロールアップ)
これは、すべての拡張ヘルス モニターに対するロールアップ モニターです。拡張ヘルス モニターは、SQL Server インスタンス内の既存のヘルス ポリシーを検出することによって自動的に生成されます。このモニターは、重大カスタム ユーザー ポリシー用です。

ガベージ コレクションの状態 (ロールアップ)
このモニターは、すべてのメモリ最適化データ ファイルのアクティブな行で使用される領域がしきい値の設定を下回った場合、重大状態を報告し、アラートをトリガーします。このしきい値は、データ ファイルのサイズの割合で表されます。このモニターは、依存関係 (ロールアップ) モニターです。

ハッシュ インデックス内の空のバケットの割合 (ロールアップ)
このモニターは、SQL データベースのハッシュ インデックスの空のバケット数を確認します。このモニターは、依存関係 (ロールアップ) モニターです。

DB FILESTREAM ファイル グループ空き領域 (ロールアップ)
この依存関係モニターは、全体的な空き領域の正常性をデータベース FILESTREAM ファイル グループからデータベースにロール アップします。

リソース プールのメモリ消費量 (ロールアップ)
このモニターは、リソース プールによって使用されるメモリ量がしきい値の設定を上回る場合、重大な状態を報告し、アラートを生成します。しきい値は、指定されたリソース プールのメモリ最適化データ テーブルで使用可能なメモリの割合で表されます。このモニターは、依存関係 (ロールアップ) モニターです。

SQL Server 2016 DB - ルール (非アラート)
MSSQL 2016: DB の 1 秒あたりのトランザクション数
SQL 2016 DB の 1 秒あたりのトランザクション数のパフォーマンスの収集ルール
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: DB 割り当て領域 (MB)
データベースに割り当てられているサイズを収集します
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	Azure 最大ファイル サイズ (MB)
	Azure Blob ストレージに格納されるデータ ファイルの最大サイズ。ワークフローでは、この値を各ファイルの最大ストレージ容量と見なします。
	1048576

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: DB のアクティブなセッション数
SQL 2016 DB のアクティブなセッションのパフォーマンスの収集ルール
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	00:15

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: DB のディスク書き込み遅延 (ミリ秒)
SQL 2016 DB ディスク書き込み遅延 (ミリ秒) のパフォーマンス収集ルール。データベース ファイルをホストするすべての論理ディスクからディスク書き込み最大遅延を取得します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	00:19

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: DB 未使用の割り当て領域 (MB)
SQL 2016 DB 未使用の割り当て領域 (MB) のパフォーマンス収集ルール
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	Azure 最大ファイル サイズ (MB)
	Azure Blob ストレージに格納されるデータ ファイルの最大サイズ。ワークフローでは、この値を各ファイルの最大ストレージ容量と見なします。
	1048576

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: DB の使用されている割り当て領域 (MB)
SQL 2016 DB の使用されている割り当て領域 (MB) のパフォーマンス収集ルール
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	Azure 最大ファイル サイズ (MB)
	Azure Blob ストレージに格納されるデータ ファイルの最大サイズ。ワークフローでは、この値を各ファイルの最大ストレージ容量と見なします。
	1048576

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: DB 空き領域合計 (%)
このデータベースのすべてのファイル グループにあるすべてのファイルに対する、データベース内の残りの領域のサイズ (割合)。自動拡張が有効にされたファイルをホストしているメディア上の残りの領域も含まれます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	Azure 最大ファイル サイズ (MB)
	Azure Blob ストレージに格納されるデータ ファイルの最大サイズ。ワークフローでは、この値を各ファイルの最大ストレージ容量と見なします。
	1048576

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: DB のアクティブなトランザクション数
SQL 2016 DB のアクティブなトランザクションのパフォーマンスの収集ルール
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: DB のディスク読み取り遅延 (ミリ秒)
SQL 2016 DB ディスク読み取り遅延 (ミリ秒) のパフォーマンス収集ルール。データベース ファイルをホストするすべての論理ディスクからディスク読み取り最大遅延を取得します
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	00:19

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: DB のアクティブな要求数
SQL 2016 DB のアクティブな要求のパフォーマンスの収集ルール
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	00:13

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: DB 空き領域合計 (MB)
このデータベースのすべてのファイル グループにあるすべてのファイルに対する、データベース内の残りの領域のサイズ (メガバイト単位)。自動拡張が有効にされたファイルをホストしているメディア上の残りの領域も含まれます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	Azure 最大ファイル サイズ (MB)
	Azure Blob ストレージに格納されるデータ ファイルの最大サイズ。ワークフローでは、この値を各ファイルの最大ストレージ容量と見なします。
	1048576

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: DB のアクティブな接続数
SQL 2016 DB のアクティブな接続のパフォーマンスの収集ルール
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	00:11

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: DB のトランザクション ログ空き領域合計 (%)
SQL Server によって報告されたトランザクション ログの未使用領域をトランザクション ログ領域の合計に対する割合として収集します
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	Azure 最大ファイル サイズ (MB)
	Azure Blob ストレージに格納されるデータ ファイルの最大サイズ。ワークフローでは、この値を各ファイルの最大ストレージ容量と見なします。
	1048576

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: DB 外部空き領域 (MB)
SQL 2016 DB の外部空き領域 (MB) のパフォーマンス収集ルール
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	Azure 最大ファイル サイズ (MB)
	Azure Blob ストレージに格納されるデータ ファイルの最大サイズ。ワークフローでは、この値を各ファイルの最大ストレージ容量と見なします。
	1048576

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL Server 2016 DB - タスク
データベースをオンラインに設定します
データベースをオンラインに設定します
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



データベースをオフラインに設定します
データベースをオフラインに設定します
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



ディスクのチェック (DBCC)
指定したデータベース用のディスク領域の割り当て構造について一貫性をチェックします。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	タイムアウト (秒)
	
	300



	

	
	
	



データベースのチェック (DBCC)
指定されたデータベースのすべてのオブジェクトのアロケーション、構造、および論理整合性をチェックします。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	タイムアウト (秒)
	
	300



	

	
	
	



データベースを緊急状態に設定します
データベースを緊急状態に設定します
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



カタログのチェック (DBCC)
指定されたデータベース内でのカタログの一貫性をチェックします。データベースはオンラインである必要があります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	タイムアウト (秒)
	
	300



	

	
	
	



SQL Server 2016 DB - コンソール タスク
SQL Profiler

SQL Management Studio

SQL Server 2016 DB エンジン
Microsoft SQL Server 2016 データベース エンジンのインストール。 データベース エンジンはデータベースと他の SQL Server コンポーネントをホストします。
SQL Server 2016 DB エンジン - 検出
[bookmark: DBEngine]MSSQL 2016: SQL Server 2016 データベース エンジンの検出
この検出ルールは、Windows Server 上で実行されている SQL Server 2016 DB エンジンのすべてのインスタンスを検出します。既定では、すべてのインスタンスが検出され、監視されます。除外リストを使用すると、検出を上書きして、1 つ以上のインスタンスを検出から除外できます。 このリストでは、インスタンスのコンマ区切りの一覧を使用します。または、* 文字を使用してすべてのインスタンスを除外します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	除外リスト
	検出から除外するインスタンスのコンマ区切りの一覧。ワイルドカード * を使用して、すべてのインスタンスを除外できます。
	

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	14400

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL Server 2016 DB エンジン - ユニット モニター
CPU 使用率 (%)
2016 DB エンジンの CPU 使用率 (%)
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	キャッシュの有効時間
	ワークフローでキャッシュからの情報を使用できる最大有効期間を指定します。省略可能です。
	43200

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	300

	サンプル数
	測定値が何回しきい値に違反すると状態変更が生じるかを示します。
	6

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	00:18

	しきい値
	収集された値はこのパラメーターと比較されます。
	95

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
	200



	

	
	
	



平均待機時間
2016 DB の平均待機時間の監視
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	300

	サンプル数
	測定値が何回しきい値に違反すると状態変更が生じるかを示します。
	6

	しきい値
	収集された値はこのパラメーターと比較されます。
	250

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL 再コンパイル
2016 DB エンジンの SQL 再コンパイル。注: このモニターは、既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	300

	サンプル数
	測定値が何回しきい値に違反すると状態変更が生じるかを示します。
	6

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	00:21

	しきい値
	SQL 再コンパイルと SQL コンパイルの比率がこのしきい値を超える場合、警告が生成されます
	25

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
	200



	

	
	
	



ページの予測保持期間
2016 DB エンジンのページの予測保持期間 (秒)
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	300

	サンプル数
	測定値が何回しきい値に違反すると状態変更が生じるかを示します。
	6

	しきい値
	収集された値はこのパラメーターと比較されます。
	300



	

	
	
	



Service Pack 準拠
データベース エンジンの Service Pack レベルを準拠設定に従って監視します
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	43200

	SQL Server 2016 の最小 Service Pack レベル
	企業ポリシーに基づく最小 Service Pack レベル。既定では、0 (整数) にされます。
	0



	

	
	
	



流用されたサーバー メモリ
2016 DB エンジンの流用されたサーバー メモリ
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	300

	サンプル数
	測定値が何回しきい値に違反すると状態変更が生じるかを示します。
	6

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	00:24

	しきい値
	流用されたサーバー メモリと SQL Server の最大メモリの比率がこのしきい値を超える場合、警告が生成されます。
	70

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
	200



	

	
	
	



ブロック元のセッション
SQL インスタンスでブロックされているセッションを監視します。注: このモニターは、既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	300

	ブロックされているセッションの数
	ブロックされたセッションの最大許容数。
	1

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300

	待機時間 (分)
	ブロックされた SPID の分析用として判断されるまでの最小処理実行期間。
	1



	

	
	
	



マネージ バックアップ ユーザー操作ヘルス ポリシー
マネージ バックアップ ユーザー操作ヘルス ポリシーは、バックアップの破損などの警告を検証します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



Buffer Cache Hit Ratio
2016 DB エンジンのバッファー キャッシュ ヒット率
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	300

	サンプル数
	測定値が何回しきい値に違反すると状態変更が生じるかを示します。
	6

	しきい値
	収集された値はこのパラメーターと比較されます。
	0



	

	
	
	



SQL Server の Windows サービス
このモニターは、SQL Server データベース エンジン サービスの状態を確認します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	サービスのスタートアップの種類が [自動] の場合にのみ警告
	この値は、'true' または 'false' にのみ設定できます。 このパラメーターが ‘false’ に設定されている場合、ワークフローは、サービスのスタートアップの種類に関する現在の設定を考慮に入れません。 既定値は 'true' です。
	true

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	60

	使用できない時間 (秒)
	サービスが利用不可になってから異常であると判断されるまでの最小期間。
	900



	

	
	
	



スレッド数
2016 DB エンジンのスレッド数
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	キャッシュの有効時間
	ワークフローでキャッシュからの情報を使用できる最大有効期間を指定します。省略可能です。
	43200

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	300

	最小空きスレッド数しきい値
	ワークフローは、スレッドの最大数と各 DB エンジン プロセスのアクティブなスレッド数を判定します。フリー スレッドの数がこのパラメーター以下の場合に、アラートが生成されます。
	10

	サンプル数
	測定値が何回しきい値に違反すると状態変更が生じるかを示します。
	6

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	00:18

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
	200



	

	
	
	



サービス プリンシパル名の構成の状態
このモニターは、Microsoft SQL Server インスタンスのサービス プリンシパル名の構成の状態を確認します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	検索範囲
	検索範囲がドメインまたは組織単位の場合は、LDAP 検索を使用します。
検索範囲がフォレストの場合は、グローバル カタログ (GC) 検索を使用して、クエリを任意のパーティション内で解決できます。
値の一覧:
LDAP
GC (GC)
	LDAP

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL フルテキスト フィルター デーモン ランチャー サービス
このモニターは、SQL フルテキスト フィルター デーモン ランチャー サービスの状態を確認します。SQL フルテキスト検索機能は SQL Server Express with Advanced Services 以外の SQL Server Express エディションでは使用できないことに注意してください。このモニターは既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	サービスのスタートアップの種類が [自動] の場合にのみ警告
	この値は、'true' または 'false' にのみ設定できます。 'false' に設定されていると、設定されているスタートアップの種類に関係なく警告が発生します。 既定値は 'true' です。
	true



	

	
	
	



マネージ バックアップ システム ヘルス ポリシー
マネージ バックアップ システム ヘルス ポリシーは、SQL 資格情報が欠落している、または無効であるといった重大なエラーや接続エラーを検証し、システムの正常性を報告します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL Server 2016 DB エンジン - 依存関係 (ロールアップ) モニター
データベース パフォーマンス (ロールアップ)
このモニターは、パフォーマンスの状態をデータベースから DB エンジンにロールアップします。

SQL Server 2016 DB エンジン - ルール (アラート)
MSSQL 2016: フルテキスト検索: フルテキスト カタログは使用できない状態です。このフルテキスト カタログを削除し、再作成してください
フルテキスト カタログがオフラインになっています。フルテキスト ディレクトリが削除されている、壊れている、またはパスが無効な場所を指しています。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: バックアップ デバイスを開けません。
BACKUP または RESTORE コマンドで指定された 1 つ以上のファイルを開くことができませんでした。これには次の原因が考えられます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: MSSQLServer サービスが予期せず終了しました
このエラーは、SQL Server エージェント サービスによって、SQL Server が自動再起動されたときに報告されます。SQL Server エージェントが SQL Server を自動再起動するのは、ユーザーまたはアプリケーションからの明示的な停止コマンド以外の理由で SQL Server が停止した場合と、SQL Server エージェントの詳細プロパティで [予期しない停止時に SQL Server を自動的に再起動する] オプションが選択されている場合のみです。SQL Server の再起動中、SQL Server エージェントは、SQL Server をホストしているコンピューターのアプリケーション イベント ログにこのメッセージを書き込みます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: テストに失敗しました。スロットが前の行とオーバーラップしています
スロット オフセット配列内のスロット S_ID のオフセットが、前のスロットの最後と等しいかそれ以上ではないため、スロットが重複しています。TEST は 'sorted [i].offset >= max' です。この式の左辺は ADDRESS で、'max' は前のスロットの最後です。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: SQL Server Service Broker プロシージャの出力結果
SQL Server Service Broker が内部でアクティブ化したストアド プロシージャが結果を出力しました。内部プロシージャでは結果を出力しません。Windows アプリケーション ログのイベントに、プロシージャ名、キュー名、および出力結果が含まれます。イベントは MSSQLSERVER イベント ID 9724 として記録されます。注: このルールは既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	0

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	0



	

	
	
	



MSSQL 2016: ユーザー コードにより、.NET Framework ランタイムがシャット ダウンされました
このルールは、アセンブリのユーザー定義型、ユーザー定義関数、またはユーザー定義プロパティに問題のあるコードが含まれているときにアラートをトリガーします。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: データベースの復旧中にエラーが発生しました
このエラーは、SQL Server がオンラインになった際にデータベースを回復できなかったときに発生します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	2

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: tempdb を開くことができませんでした。 続行できません
tempdb データベースを開くことができませんでした。これには、次の原因が考えられます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: サーバーでリモート ログインとして定義されていないので、サーバーに接続できませんでした
リモート サーバーに対してリモート プロシージャ コール (RPC) を実行するためのセキュリティの設定には、リモート サーバーと、場合によっては Microsoft SQL Server のインスタンスを実行しているローカル サーバーで、ログインのマッピングを設定する作業が含まれます。マッピングは、特定のサーバー\インスタンス名 (通常は、既定のインスタンスの場合は NetBIOS 名、名前付きインスタンスの場合は NetBIOS 名とインスタンス名) に固有です。ログインのマッピングが存在しない場合、または接続文字列に指定されたサーバーの名前が sysremotelogins テーブルの正確な名前と一致せず、ゲスト アカウントのマッピングが sysremotelogins にない場合は、このエラーが表示されます。リモート ユーザーが NULL または空のログイン名を持つことが判明した場合にも、このエラーが表示されます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: SQL Server Service Broker マネージャーがシャットダウンしました
このルールは、SQL Server Service Broker マネージャーがシャットダウンしたときにアラートをトリガーします。注: このルールは既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	0



	

	
	
	



MSSQL 2016: Service Broker/データベース ミラーリング トランスポートの操作中に、SNI 呼び出しが失敗しました
このルールは、Service Broker/データベース ミラーリング トランスポートの操作中に、SNI 呼び出しが失敗したときにアラートをトリガーします。注: このルールは既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: ログインに失敗しました: パスワードがパスワード フィルター DLL の要件を満たしていません
ユーザーが、パスワード フィルター DLL の要件を満たしていないパスワードで SQL Server にアクセスしようとしました。Windows セキュリティ ログの MSSQLSERVER イベント ID 18467 にユーザー名が示されます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: 強制終了されたプロセスのクリーンアップを行えませんでした
このエラー メッセージは、別のエラーによってユーザー接続が異常終了したときに発生します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: SQL Server Service Broker またはデータベース ミラーリング トランスポートが無効になっているか、構成されていません
このルールは、SQL Server Service Broker またはデータベース ミラーリング トランスポートが無効になっているか、構成されていないときにアラートをトリガーします。注: このルールは既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	2

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: 共通言語ランタイム (CLR) を HRESULT で初期化できませんでした
このルールは、アセンブリまたはアプリケーションの開始に失敗し HRESULT エラーがログに記録されるときにアラートをトリガーします。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: サーバーがビジー状態のため、バックアップまたは復元操作を実行できません
使用可能なスレッドがないか、実行されているサブプロセスが多すぎるため、サブプロセス (並列クエリまたは並列 I/O) を開始できませんでした。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: オブジェクトがクロス リンクしています
ページ P_ID1 は、親 - 子という方法で、異なるオブジェクト内のページ (P_ID2) を指しています。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: 分散トランザクションは MSDTC によって中断されました
このルールは、分散トランザクションが MSDTC によって中断された場合にアラートをトリガーします。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: ログインに失敗しました: この時点では、パスワードを使用できません
ユーザーがパスワードを変更しようとしましたが、指定したパスワードがその時点で使用できませんでした。Windows セキュリティ ログの MSSQLSERVER イベント ID 18463 にユーザー名が示されます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: ログインに失敗しました: パスワードが長すぎます
ユーザーがパスワードを作成しようとしましたが、指定したパスワードが長すぎました。Windows セキュリティ ログの MSSQLSERVER イベント ID 18465 にユーザー名が示されます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: アロケーション ページに無効なページ ヘッダー値が含まれています。
指定されたページのページ ヘッダーが無効です。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: SQL Server アサーション
SQL Server でエラーが生成されました。正常な状況では、SQL Server からログ ディレクトリにポストされたダンプ ファイルを使用して、エラーの直前に実行されたアクションを特定できます。エラーの原因としては、データの破損、クライアント アプリケーションのエラー、SQL Server のエラー、不安定なネットワーク、またはハードウェア障害が考えられます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: 再試行後の I/O 操作は成功しました
データベース ページまたはトランザクション ログ ブロックの読み取り操作は成功しましたが、操作の再試行が必要でした。 早急に対処する必要はありませんが、エラーの原因を調べてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: CREATE DATABASE が失敗しました。その名前のディスクに新しいデータベースを割り当てるディスク領域がありません
このエラーは、デバイス上に model データベースを作成するための領域が不足している場合に発生します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: エクステント オブジェクトがこのデータベースの範囲を超えています
P_ID は、(filenum:pageinfile) という形式のページ ID です。このエクステントの <ファイル内のページ> が、データベースの <ファイル番号> のファイルの物理サイズよりも大きいです。エクステントは、指定されたオブジェクトまたはインデックス ID の IAM ページで割り当て済みとしてマークされています。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: フルテキスト検索: この操作を完了するには、フルテキスト カタログのディスク領域が不足しています
フルテキスト カタログを保持するのに十分な空きディスク領域がありません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: 親および前のページが参照しているページがスキャンで見つかりませんでした。以前のエラーを確認してください
B-tree 内のページ (P_ID1) が、インデックス ページ (P_ID2) でそれを子ページとして指し、ページ チェーン内の前のページ (P_ID3) でチェーン内の次のページとしてそれを指しているにもかかわらず、見つかりませんでした。これは、B-tree のいずれのレベルでも発生する可能性があります。どちらのエラー状態も同じことを示しますが、エラーが検出された場所のみが異なります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: 'lock pages in memory' 特権が許可されていなかったので、Address Windowing Extensions を使用できませんでした
このルールは、'lock pages in memory' 特権が許可されていなかったため、SQL Server が Address Windowing Extensions を使用できない場合にアラートをトリガーします。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: SQL Server Service Broker/データベース ミラーリング トランスポートの接続エンドポイントでエラーが発生しました
SQL Server は、SQL Server インスタンス外との通信に Service Broker およびデータベース ミラーリングのエンドポイントを使用します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: Service Broker マネージャーでエラーが発生しました
このルールは、SQL Server Service Broker マネージャーでエラーが発生したときにアラートをトリガーします。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: データベースの新しいページを割り当てられません。ファイル グループで使用できるページはありません。
オブジェクトの削除、別のファイルの追加、またはファイル拡張の許可を実行して領域を作成してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: ヘッダーのページは別のオブジェクトによって割り当てられています
ページにオブジェクトおよびインデックス ID が指定されていますが、そのインデックスの IAM ページによって割り当てられていません。このページのヘッダーに不適切なオブジェクトまたはインデックス ID があるため、そのページに対して、マッチング 2533 (ページが割り当てられているのに見つからない) エラーが発生します。2533 エラーは、ページが実際に割り当てられたインデックスに対応します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: データベースを問題ありに設定できませんでした。sysdatabases.dbid での Getnext NC スキャンは失敗しました
SQL Server 復旧プロセスは、指定されたデータベースの問題ありのフラグをオンにしようとしましたが、sysdatabases に適切な行が見つからなかったか、メモリ内のデータベース情報を更新できませんでした。データベースを問題ありとしてマークする必要がある理由は、SQL Server エラー ログまたはイベント ビューアーの他のメッセージで示されます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: データベースの一貫性エラーが見つかりました
このメッセージは、データベース整合性確認でエラーが見つかり、エラーがまったく修復されなかったか、一部しか修復されなかったことを示します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	2

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: このクエリの推定コストが設定されたしきい値を超えたので、クエリは取り消されました。システム管理者に問い合わせてください
query governor cost limit オプションの構成の設定が、SQL Server オプティマイザーによって推定されたクエリの見積もりコストよりも小さくなっています。既定では、query governor cost limit オプションは 0 に設定され、これによりすべてのクエリの実行が許可されます。しかし、この SQL Server のインスタンス上では、このオプションを 0 より大きい数に設定することで上限が指定されています。予想されるコストがこの値より大きいクエリ計画は開始されません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: Service Broker マネージャーを起動できません
このルールは、SQL Server が Service Broker マネージャーを起動できない場合にアラートをトリガーします。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: トランザクションが、リソースで他のプロセスとデッドロックしました。トランザクションがデッドロックの対象として選択されています。トランザクションを再実行してください
このエラーは、Microsoft SQL Server でデッドロックが検出されたときに発生します。デッドロックは、2 つ (またはそれ以上) のプロセスが、他のプロセスがロックしているリソースにアクセスしようとするときに発生します。それぞれのプロセスが別のリソースを要求するので、いずれのプロセスも完了できません。デッドロックが検出されると、SQL Server は処理時間が最小のコマンドをロールバックし、エラー メッセージ 1205 をクライアント アプリケーションに返します。このエラーは重大ではなく、バッチが終了される原因にはなりません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: 競合テーブルが存在しません
このエラーは、マージ アーティクルで列を追加または削除しようとしたが、変更されたアーティクルの sysmergearticles で指定された競合テーブルが実際にはデータベースに存在しない場合に発生します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: ポートは使用中のため、Service Broker/データベース ミラーリング トランスポートではそのポートをリッスンできません
Service Broker またはデータベース ミラーリングのエンドポイントの作成時に、SQL Server は、エンドポイントの構成で指定されているポートの TCP/IP 接続を受け付けられる必要があります。トランスポート セキュリティには、ポートへの接続に認証が必要です。サーバーでファイアウォールを有効にしている場合は、エンドポイントで使用されるポートを送信と受信の両方の接続で使用できるようにファイアウォールを構成する必要があります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: ページの TEXT、NTEXT、または IMAGE ノードは参照されていません
テキスト ノードは、いずれのヒープまたはクラスター化インデックスのいずれの複合列でも参照されていませんでした。これは、事実上独立しています。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: SQL Server Service Broker の暗号化操作に失敗しました
このルールは SQL Server Service Broker の暗号化操作が失敗したときにアラートをトリガーします。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: MSDTC トランザクションの登録に失敗しました
このルールは、SQL Server が新規または既存の分散トランザクションを登録できなかった場合にアラートをトリガーします。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: 内部 MSDTC トランザクションのコミットに失敗しました
このルールは、内部 MSDTC トランザクションのコミットに失敗した場合にエラーをトリガーします。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: オブジェクト チェーンがクロス リンクしています
DBCC CHECKDB の最初のフェーズで行われるのは、重要なシステム テーブルのデータ ページに対する初期チェックです。エラーが検出された場合は、それを修復できないため、DBCC CHECKDB は直ちに終了します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: ユーザーの既定データベースを開けません。ログインに失敗しました
クライアントがデータベース コンテキストを指定せずに SQL Server インスタンスに接続すると、ログイン用に定義された既定のデータベースが使用されます。そのデータベースがなんらかの理由で利用できない場合に、上記のメッセージが表示されます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: ログインに失敗しました: 検証中にエラーが発生しました
ユーザーが SQL Server にログインしようとしました。検証中に予期しないエラーが発生しました。Windows セキュリティ ログの MSSQLSERVER イベント ID 18468 にユーザー名とエラー ID が示されます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: SQL Server は Ctrl-C または Ctrl-Break シグナルにより シャット ダウンされました
コマンド プロンプトから sqlservr.exe を使用して SQL Server インスタンスが起動され、今、そのプロンプトから sqlservr.exe アプリケーションを停止するための Ctrl + C または Ctrl + Break コマンドが発行されました。シャットダウン中にチェックポイントは実行されませんでした。このメッセージは、SQL Server エラー ログとアプリケーション イベント ログに書き込まれます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: 最適化された同時クエリの制限を超えました
ライセンスによって同時実行クエリ数が制限されているエディションの SQL Server を使用しています。これには、Personal Edition と Desktop Edition が含まれます。これらのエディションには、同時実行ユーザー クエリ数を特定数に、また同時実行システム タスク数をより少ない数に制限する、同時実行ワークロード ガバナーが含まれています。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: 予期しないページ型
ページ P_ID のページの種類が、それを解釈しようとしているコードで予期していないものになっていました。このページは、割り当て済みとしてマークされますが、そのために DBCC コードがこれを解釈しようとしています。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: 別の Service Broker またはデータベース ミラーリング ホストへの接続中にセキュリティ (SSPI) エラーが発生しました
Service Broker トランスポート セキュリティで SSPI を使用する際、リモート データベースのサービス アカウントは、master データベースの CONNECT アクセス許可が必要です。リモート SQL Server インスタンスは、リモート ホストによって使用されているアカウントの Windows 認証を許可する必要があります。ログインには、他の権限やどのデータベース内のオブジェクトも所有する必要はありません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: CHECKTABLE を終了しました。情報の収集中にエラーが発生しました。
tempdb の領域が不足しているか、システム テーブルの一貫性が損なわれている可能性があります。以前に発生したエラーを調べてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: Service Broker アクティブ化マネージャーを起動できません
このルールは、Service Broker がアクティブ化マネージャーを起動できない場合にアラートをトリガーします。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: タイマー イベント キャッシュでエラーが発生しました
SQL Server Service Broker のトランスポート層のタイマー イベント キャッシュでエラーが発生しました。Windows アプリケーション ログまたは SQL Server エラー ログで具体的なエラーが見つかる場合があります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: データベースの整合性チェックがエラーなく実行されました
このメッセージは、データベース整合性確認が実行されており、エラーが見つかっていないことを示します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	0

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	0



	

	
	
	



MSSQL 2016: SQL Server Service Broker がレジストリから FIPS 準拠モード フラグを照会できませんでした
このルールは、SQL Server Service Broker がレジストリから FIPS 準拠モード フラグを照会できなかった場合にアラートをトリガーします。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: エラー ログ ファイルを開くことができませんでした
Microsoft SQL Server を NTFS パーティションにインストールする場合は、NTFS ファイル アクセス許可で、読み取り/書き込みアクセス権が許可されていることを確認します。そうでない場合、このエラー メッセージが、(インストールが試行されるたびに) Microsoft Windows NT のアプリケーション ログに記録されることがあります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: XTP バックグラウンド スレッドのエラー ログ
このルールは、イベント 41355 をリッスンし、このイベントがログに追加された場合に警告アラートを発生させます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: ページを読み取りまたはラッチできませんでした
なんらかの理由でページの読み取りに失敗したか (同時に発生したエラーを参照)、またはラッチを取得できませんでした (エラー ログにラッチ タイムアウト メッセージが表示されることもあります)。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: XTP ディスク領域が不足しています
このルールは、イベント 41822 をリッスンし、イベントがログに追加された場合に重大アラートを発生させます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: テーブルがないか、行のインデックスのキーが無効です:
テーブル (ヒープまたはクラスター化インデックス) 内の各データ行には、そのテーブルに対する各非クラスター化インデックス内の正確に一致するインデックス行が 1 つ含まれている必要があります。このエラーは、クラスター化されていないインデックスに特定のインデックス行が見つからないことを意味します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: オブジェクトがクロス リンクしています。ページ PGID->next が同じインデックスではありません
ページ P_ID がページ P_ID2 にリンクされていますが、2 つのページは別のインデックスまたはオブジェクトに割り当てられています。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: SQL Server Service Broker またはデータベース ミラーリング トランスポートが停止しました
このルールは、SQL Server Service Broker のメッセージ交換で、少なくとも 1 つのエンドポイントにより、接続のリッスンが停止されたときにアラートをトリガーします。注: このルールは既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	0

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: SQL Server Service Broker のメッセージ送信機能でエラーが発生しました
SQL Server Service Broker メッセージ送信機能がエラーを検出しました。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: データベースの一貫性エラーが見つかり、修復されました
このメッセージは、データベース整合性確認でエラーが見つかり、すべてのエラーが修復されたことを示します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	2

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: データベースのログ スキャンに渡された LSN は無効です
起動時に SQL Server プロセスがデータベースの復旧を試行しているときに、または ATTACH ステートメントの結果としてこのメッセージが表示される場合は、データベースのログ ファイルが壊れています。復元処理中にこのメッセージが表示される場合は、バックアップ ファイルが壊れています。レプリケーション処理中にこのメッセージが表示される場合は、レプリケーション メタデータが壊れている可能性があります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: 共通言語ランタイム (CLR) を HRESULT で初期化できませんでした
このルールは、アセンブリまたはアプリケーションの開始に失敗し HRESULT エラーがログに記録されるときにアラートをトリガーします。Windows アプリケーション ログに特定の HRESULT に関する情報が含まれることがあります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: 列をテーブルに追加できませんでした
sp_repladdcolumn は、パブリケーション データベースのテーブルに指定された列を追加できませんでした。別のエラーも共に報告される場合は、その別のエラーに列を追加できなかった理由が示されるはずです。他にエラーが報告されなければ、所有者限定テーブルが存在しないこと、またはレプリケートされたテーブルに追加できないデータ型であることが問題の場合があります。新しい列のデータ型は、ID 列、計算列、タイムスタンプ列のいずれかで、NULL が許されるか、または既定値を持つ必要があります。sp_repladdcolumn の詳細については、オンライン ブックの「パブリケーション データベースでのスキーマの変更」を参照してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: master データベースを復元できませんでした。SQL Server をシャットダウンしています
復元している master データベースのバックアップが使用できません。ファイル自体が壊れているか、バックアップが取得された元の master データベースのデータの整合性に問題があります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: ページは前ページからの参照がありません。チェーン リンケージに問題がある可能性があります
ページ チェーン内の近隣のページ (P_ID1) が前のページのリンクでそれを指しているにもかかわらず、B-tree 内にページ (P_ID2) が見つかりません。これは、B-tree のいずれのレベルでも発生する可能性があります。どちらのエラー状態も同じことを示しますが、エラーが検出された場所のみが異なります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブルで参照されている列名を解決できませんでした
このエラーは、参照されているテーブル内に存在しなくなった列を参照している外部キーを使用してテーブル内のデータを変更しようとした場合に発生します。列の名前を変更しただけでは、このエラーは発生しません。通常の状況では、外部キーによって参照されている列は削除できないため、このエラーは、サポートされていないシステム テーブルの直接更新が発生したことを示している可能性があります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: クエリ プロセッサの内部エラー: クエリ プロセッサは、クエリの最適化実行中にスタック領域不足になりました
クエリ プロセッサがクエリを最適化するときに、限度内で大量のメモリ スタックを使用しています。たとえばクエリの引数に 100,000 の定数を含むような極端な状況では、大規模なクエリのためにスタック サイズがその限度に達することがあります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: SQL Server Service Broker またはデータベース ミラーの暗号化呼び出しが失敗しました
SQL Server Service Broker またはデータベース ミラーが、オペレーティング システムの暗号化関数を呼び出そうとしましたが、暗号化関数からエラーが返されました。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: クエリ プロセッサの内部エラー: クエリ プロセッサの実行中に予期しないエラーが発生しました
これは、内部クエリ プロセッサ エラーです。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: ファイルにアクセスできなかったか、メモリまたはディスク領域が不足しているので、データベースを開けません
データベースが IsShutdown とマークされていると、エラー 945 が返されます。これは、不足しているファイル、または通常は容易に修正できる他のリソース エラーが原因で、データベースが復旧できない場合に発生します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: 復旧しないで起動しています
SQL Server が復旧せずに起動しています。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: FIPS 準拠モードで実行している間、SQL Server Service Broker は RC4 暗号化アルゴリズムを使用できません
SQL Server Service Broker にはメッセージ交換機能があり、少なくとも 1 つのエンドポイントが RC4 暗号化を使用するように構成されています。また、サーバーは Federal Information Processing Standard (FIPS) 準拠モードに設定されています。FIPS 準拠モードで実行されている場合、RC4 暗号化はサポートされません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: プロバイダーが予期しない重大なエラーをレポートしました
プロバイダーが予期しない重大なエラーをレポートしました。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: スロット、行が空き領域まで拡張されています
スロット S_ID の最後が、保存された空き領域オフセット ADDRESS を越えています。TEST は 'max <= m_freeData' です。'm_freeData' は保存された空き領域のオフセットで、'max' はスロット S_ID の最後です。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: 共通言語ランタイム (CLR) にメモリを割り当てられませんでした
このルールは、SQL Server が CLR に対してメモリを割り当てることができない場合にアラートをトリガーします。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: データベースの論理ページは既にハッシュされています
このエラーは、SQL Server がデータベース ID%d の論理ページ %S_PGID のハッシュを実行しようとし、そのページが SQL Server ハッシュ テーブルに既にある場合に発生します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: ページで I/O を実行中に OS エラーが発生しました
データベース ページの読み取りまたは書き込み中に、オペレーティング システム エラーが発生しました。エラー メッセージには、発生した具体的なオペレーティング システム エラーが記載されています。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	2

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: B-tree ページが 2 つの親ノードを持っています
ページ P_ID1 が B-tree の上位にある 2 つのページ P_ID2 および P_ID3 のスロットによって子ページとして参照されているため、B-tree 構造が破損しています。ページは、1 つの親によってのみ参照できます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: XTP コンパイラ エラー
このルールは、イベント 41313 をリッスンし、イベントがログに追加された場合に警告アラートを発生させます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: データベースを排他的にロックできませんでした
CREATE DATABASE ステートメントを発行したときに model データベースが使用中だった場合、model データベースのロックを取得できなかったことを示すこのエラーが表示されることがあります。新しいデータベースは、model データベースからコピーされるため、model データベースはまったく使用されない状態になっている必要があります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: SQL Server アサーション
SQL Server でエラーが生成されました。正常な状況では、SQL Server からログ ディレクトリにポストされたダンプ ファイルを使用して、エラーの直前に実行されたアクションを特定できます。エラーの原因としては、データの破損、クライアント アプリケーションのエラー、SQL Server のエラー、不安定なネットワーク、またはハードウェア障害が考えられます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: 列は有効な複合列ではありません
列は、レコードの可変長列セクションで複合列としてマークされていますが、有効なテキスト ポインターまたは行テキスト ルートではありません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: IAM チェーン リンケージ エラー
指定されたインデックスの IAM チェーンが壊れています。ページ P_ID1 の次のページを指すポインターはページ P_ID2 を指していますが、ページ P_ID2 の前のページを指すポインターは別のページ P_ID3 を指しています。どちらのエラー状態も同じことを示しますが、破損が検出された場所が異なります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: デバイスでのオペレーティング システム エラー
バックアップ デバイスを開くことができません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: B-tree レベルが一致しません、ページが親のレベルと一致しません
B-tree には、親 (P_ID2) と子 (P_ID1) としてリンクされた 2 つのページがあります。親ページ (P_ID2) のレベル (LEVEL2) を考慮すると、子ページ (P_ID1) のレベル (LEVEL1) は、B-trees のレベル ルールに適合しません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: データベースまたはトランザクション ログ ファイルを開けませんでした
データベースのトランザクション ログ ファイルまたはセカンダリ データベース ファイルを開くときに、オペレーティング システム エラーが発生しました。エラー メッセージには、発生した具体的なオペレーティング システム エラーが記載されています。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	2

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: Service Broker またはデータベース ミラーリング トランスポートが起動しました
SQL Server Service Broker またはデータベース ミラーリング トランスポートが開始されました。Windows アプリケーション ログには、エラーが Service Broker またはデータベース ミラーリングのどちらにより記録されたのかが明記されます。このメッセージは、Windows アプリケーション ログに MSSQLSERVER イベント ID 9690 として記録されます。注: このルールは既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	0

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	0



	

	
	
	



MSSQL 2016: SQL Server Service Broker が、サポートされていない暗号化アルゴリズムを使用しようとしました
このルールは、SQL Server Service Broker が、サポートされていない暗号化アルゴリズムを使用しようとした場合にアラートをトリガーします。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: オブジェクト、インデックス、ページのテストに失敗しました。スロット - オフセットが無効です
指定されたスロットで、スロット配列に対応させると無効なオフセット (ADDRESS) がページ内にあります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: クエリ プロセッサは、クエリの並列実行に必要なスレッド リソースを開始できませんでした
サーバーでスレッド リソースが不足しています。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: エラーが発生したため、SQL Server Service Broker の接続が閉じられました
このルールは、エラーのため、SQL Server Service Broker のメッセージ交換が終了した場合にアラートをトリガーします。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: ファイル ID への参照が無効です
このエラーは、SQL Server が、なんらかの操作を実行中に無効なファイル ID を使用したときに発生します。このエラーは、複数の異なるシナリオで発生する可能性があります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	2

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: ページには、親 (不明) と前のノードからの参照がありません。sysindexes のルート エントリが正しくない可能性があります
ページ P_ID1 が見つかりましたが、そのページが属していると思われる B-Tree にリンクされていません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: オブジェクトの CHECKTABLE 処理でページを 2 回検出しました。内部エラーまたはアロケーション エラーの可能性があります
スキャンの実行中にページ P_ID が 2 回検出されました。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: ユーザーは、システム テーブルを切り捨てることは許可されていません
allow updates 構成オプションが有効になっている場合でも、システム テーブルに対して TRUNCATE TABLE ステートメントを発行できません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: ページの親ノードが見つかりませんでした
ページ P_ID が B-tree に表示され、属している B-tree のレベルにリンクされています。ただし、子ページとしてそのページへの参照を持つインデックス ページが表示されませんでした。これは、B-tree のいずれのレベルでも発生する可能性があります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: XML: ストリームから要求されたデータ チャンクのサイズが、許可されている上限を超えています
SQL Server が、制限値を超えている XML ドキュメントを受信しました。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: XTP バックグラウンド スレッドのエラー
このルールは、イベント 41354 をリッスンし、イベントがログに追加された場合に警告アラートを発生させます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: エラー コードが返されたため、AppDomain をアンロードできませんでした
このルールは、エラーのため、アプリケーション ドメインがアンロードに失敗したときにトリガーされます。Windows アプリケーション ログに、元のエラー コードとその他の診断の詳細に関する情報が含まれることがあります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: SQL Server アサーション
SQL Server でエラーが生成されました。正常な状況では、SQL Server からログ ディレクトリにポストされたダンプ ファイルを使用して、エラーの直前に実行されたアクションを特定できます。エラーの原因としては、データの破損、クライアント アプリケーションのエラー、SQL Server のエラー、不安定なネットワーク、またはハードウェア障害が考えられます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: ログに空き領域がないので、データベースに CHECKPOINT レコードを書き込めませんでした
指定されたデータベースのトランザクション ログが、その容量に達しました。制限は、構成の設定またはこのデータベース用に構成されている 1 つ以上のファイルで使用可能な物理容量によるものであると考えられます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: 一意テーブル計算に失敗しました
一意テーブルは、SQL Server 用の Microsoft Access ドライバーなどのデータベース クライアント ドライバーによって更新可能なクエリを構築するのに使用されます。特定の SELECT ステートメントで、一意テーブルは、行の値が結果セットに最大でも 1 回表示されるテーブルを特定します。結果セットから行を再選択すると、一意テーブルのキー列の値により、行を特定することができます。このエラーは、サーバーが一意テーブルを計算できない場合に発生します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: XML: FOR XML EXPLICIT スタックがオーバーフローしました。親タグの循環リレーションシップは許可されません
XML は、レベルをネストする要素タグがテーブル内の列数を超えているか、1 つ以上のタグが自己参照しているか、またはその両方であるため、整形式ではありません。FOR XML EXPLICIT の詳細については、オンライン ブックの「EXPLICIT モードの使用」を参照してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: エラーが発生したため、Service Broker/データベース ミラーリング トランスポートで接続をリッスンできませんでした
このルールは、Service Broker が指定されたポートでリッスンできないときにアラートをトリガーします。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: オペレーティング システム エラーのため、Service Broker マネージャーを起動できません
このルールは、オペレーティング システム エラーのため、SQL Server が Service Broker マネージャーを起動できない場合にアラートをトリガーします。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: 最大接続数に達しています
既定では、SQL Server はユーザー接続に必要なメモリを動的に管理します。ただし、接続の最大数は user connections 構成オプションを 0 以外の値に設定することにより固定値に設定できます。user connections オプションを 0 以外の値に設定することはお勧めできません。このオプションが 0 以外の値に設定されており、指定された接続数を超えた場合は、追加のログインを試行すると上記のメッセージが表示されて失敗します。値が 1 に設定されていると、SQL Server インスタンスが起動しないことがあります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: クエリ プロセッサの内部エラー: リモート クエリ フェーズの処理中にクエリ プロセッサで予期しないエラーが発生しました
これは、内部クエリ プロセッサ エラーです。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: SQL Server は Service Broker タスク マネージャーの起動に必要なメモリを割り当てられませんでした
SQL Server Service Broker は Service Broker タスク マネージャーを開始できません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: オブジェクトに割り当てられたページが見つかりませんでした。 ページが無効か、またはヘッダーのオブジェクト ID 情報が正しくありません
ページは指定されたとおりに割り当てられましたが、ヘッダー内にそのオブジェクトまたはインデックス ID が見つかりませんでした。ページのヘッダー内のインデックス ID が異なるため、そのページに対してマッチング 2534 (ページが別のオブジェクトによって割り当てられた) エラーが発生します。2534 エラーは、ページのヘッダー内にあるオブジェクト/インデックス ID に対応します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: フルテキスト検索: 不明なフルテキスト エラーが発生しました
このエラーは、さまざまな状況で発生することがあります。多くの場合、アクセス許可または見つからないファイルに関連しています。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: XTP コンパイラを呼び出すことができません
このルールは、イベント 41312 をリッスンし、イベントがログに追加された場合に警告アラートを発生させます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: ログインに失敗しました: パスワードの有効期限が切れました
ユーザーが有効期限切れのパスワードで SQL Server にログインしようとしました。Windows セキュリティ ログのイベント ID 18487 にユーザー名が示されます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: クエリ プロセッサの内部エラー: クエリ プロセッサは、必要なインターフェイスにアクセスできませんでした
これは、内部クエリ プロセッサ エラーです。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル: 次の列の統計を作成しています
sp_createstats は、現在のデータベース内で適切な各列の統計を生成しました。計算列および ntext、text、または image データ型の列は、統計列として指定できません。既に統計が含まれている列は影響を受けません (インデックスの最初の列、または明示的に作成された統計を含む列など)。注: このルールは既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: Service Broker が暗号化操作にメモリを割り当てられませんでした
このルールは、SQL Service Broker が暗号化操作にメモリを割り当てられない場合にアラートをトリガーします。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: IAM ページはオブジェクトの IAM チェーンにリンクされています
インデックスのすべての IAM ページのインデックス ID が同じになっている必要があります。この場合、インデックス I_ID2 の IAM チェーン内にリンクされた IAM ページのいずれかのインデックス ID が I_ID1 になっています。このエラーの場合に考えられる 3 つの状態があります。それらはすべて同じことを意味しますが、検出が行われる場所が異なります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: システムのシャット ダウンにより SQL Server が終了します
サーバーがシャットダウンしているため、SQL Server がシャットダウンしています。注: このルールは既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: 物理ファイルを開くことができません
SQL Server は物理ファイルを開くことができませんでした..
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: トランザクションの結果を解決できないので、データベースを復旧できませんでした
復旧プロセスは、指定されたデータベースで保留しているトランザクションを検出しました。これらのトランザクションは、Microsoft 分散トランザクション コーディネーター (MS DTC) を使用した分散トランザクションか、単一インスタンスのデータベース間トランザクションのいずれかです。これらのトランザクションのうち 1 つ以上を復旧プロセスでコミットまたはロールバックするのに十分な情報がありません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: ページの high キー値が、次のページの親スロットの low キー値より小さくありません
B-tree ツリー レベルのページには、各子ページのレコードと、その子ページのキー値が含まれています。子ページがリーフ レベル ページの場合は、そのページ上のすべてのレコードが、親ページ内のキー値以上のキー値を持っている必要があります。子ページがツリー レベル ページの場合、親と正確に一致するキー値を持っている必要がある最初のレコードを除いて、すべてのレコードが、親のキー値より大きいキー値を持っている必要があります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: RESTORE はデータベースを起動できませんでした
データベースの RESTORE 中に内部構造を作成できませんでした。これは通常、別のエラーの副作用です。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: ページで I/O を実行後の論理的な一貫性エラー
データベース ページ、またはトランザクション ログ ブロックの読み取りまたは書き込み時に整合性チェックに失敗しました。エラー メッセージには、失敗した一貫性チェックの具体的な種類が記載されています。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	2

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: バックアップ セットの開始を読み取り中に予期しないファイルの終わりを検出しました
FROM 句に指定されたバックアップ ファイルの一部を読み込めなかったため、RESTORE 操作が失敗しました。通常、このエラーは指定されたファイルが SQL Server 7.0 以前のバックアップであるか、ファイルが壊れていることを示します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: TEXT、NTEXT、または IMAGE ノードは、無効な型を持っています
テキスト ノードのテキスト ページ型が間違っています。このノードの親 (所有者) が見つかる場合は、8929 メッセージを伴い、所有者に関する詳細情報を提供します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: SQL Server Service Broker のミラーリング ルートを処理中にエラーが発生しました
このルールは、SQL Server Service Broker のミラーリング ルートを処理中にエラーが発生した場合にアラートをトリガーします
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: XTP コンパイルした Dll を読み込むことができません
このルールは、イベント 41309 をリッスンし、イベントがログに追加された場合に警告アラートを発生させます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブルが CHECK 制約を持っていることになっていますが、見つかりませんでした
このエラーは、制約の作成に失敗したが、なんらかの理由でその作成が完全にロールバックされなかったときに発生することがあります。また、これは、メッセージに示されたテーブルが置かれているデータベース内のシステム テーブルでのデータ一貫性の問題によって発生することもあります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル: 統計のない列は見つかりませんでした
sp_createstats を使用して統計を作成する対象となる列が現在のデータベース内にありません。計算列および ntext、text、または image データ型の列は、統計列として指定できません。既に統計が含まれている列は影響を受けません (インデックスの最初の列、または明示的に作成された統計を含む列など)。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: ログインに失敗しました: パスワードを変更してください
ユーザーが、MUST_CHANGE オプションに設定されたパスワードで SQL Server にログインしようとしました。Windows セキュリティ ログの MSSQLSERVER イベント ID 18488 にユーザー名が示されます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブルから列を削除できませんでした
sp_repldropcolumn は、パブリケーション データベースの指定された列の削除に失敗しました。このエラーは、システム テーブルの更新の失敗、または基礎となる ALTER TABLE ステートメントの失敗の結果である可能性があります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: データベースを復旧中にエラーが発生しました。トランザクションの完了状態を調べるために MSDTC に接続できませんでした
MS DTC を使用して複数のサーバーにわたる分散トランザクションを管理しているときに接続の切断が発生した場合は、分散トランザクションが不明または "インダウト" 状態のままになります。中断の一般的な原因を示します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: XML: XML 解析エラー
このメッセージは、XML 解析エラーの後に発生します。"XML 解析エラー:" に続くテキストは異なります。この原因は、発生した XML 解析エラーによって異なります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: Service Broker キュー ロールバック ハンドラーでエラーが発生しました
SQL Server Service Broker は、ロールバック中にエラーが発生して Service Broker でキューを無効にできない場合に、MSSQLSERVER イベント ID 8405 を生成します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: IO 完了リスナーのワーカーが、ノードで応答を停止している可能性があります
I/O 完了ポートは、Microsoft SQL Server が、サービスの開始時に作成されたスレッドのプールを使用して非同期 I/O 要求を処理するためのメカニズムです。メッセージには、完了ポートが応答していないノードが示されます。注: このルールは既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: ファイル グループ ID が、データベースの sys.Filegroups に見つかりませんでした
テーブルのメタデータには、これまでテーブルで使用された最大の列 ID よりも大きい列 ID が含まれています。メタデータが壊れているとチェックを続行できないため、テーブルがシステム テーブルの場合、これは重大なエラーです。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: SQL Server でメモリが不足しています
SQL Server はクエリを実行するのに十分なメモリ量を割り当てることができませんでした。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: OLE DB プロバイダーのインスタンスを作成できませんでした
このルールは、SQL Server が OLE DB プロバイダーのインスタンスを作成してリンク サーバーに接続できなかったときにアラートをトリガーします。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: 非ハッシュ化しようとしたときに、データベースのオブジェクトの記述子がハッシュ テーブルに見つかりません
一時テーブルが見つかりませんでした。特定のオブジェクト ID が、Windows アプリケーション ログでイベント ID 617 として使用できるようになります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: オブジェクトで権限が拒否されました
Microsoft SQL Server ユーザーが、適切な特権を持たないテーブルに対して、ストアド プロシージャの実行、またはテーブルの読み取りや変更などの操作を試行した場合に、このエラーが発生します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブルが外部キー制約を持っていることになっていますが、見つかりませんでした
このエラーは、制約の作成に失敗したが、なんらかの理由でその作成が完全にロールバックされなかったときに発生することがあります。また、これは、メッセージに示されたテーブルが置かれているデータベース内のシステム テーブルでのデータ一貫性の問題によって発生することもあります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: Windows NT グループ/ユーザーに関する情報を取得できませんでした
xp_logininfo ストアド プロシージャ、スケジュールされたジョブ、またはレプリケーション エージェントなど、SQL Server 内または SQL Server エージェントから実行されたプロセスは、Windows で認証されたログインの資格情報を確認する必要があります。ドメイン上でこれらの資格情報を取得しようとする試みは、特定できない原因のため失敗しました。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: XML: XML エラー
このメッセージは、SQL Server 外で生成された XML エラーの後に発生します。"XML エラー:" に続くテキストは異なります。この原因は、発生した XML エラーによって異なります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: AppDomain を作成できませんでした
このルールは、アプリケーションがアプリケーション ドメインを作成しようとしたが失敗したときに、アラートをトリガーします。アプリケーション ドメインを開始するのに十分なメモリがないことが原因として考えられます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: 次のポインターがページを参照しています。その親も見つかりませんでした。チェーン リンケージに問題がある可能性があります
ページ (P_ID1) がページ間のつながりで次のページ (P_ID2) を参照していますが、B-Tree にページ P_ID2 が見つからず、親ページによる参照もありませんでした。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: サーバーの MSDTC は使用できません
このルールは、サーバー上の MSDTC が使用できないときにアラートをトリガーします。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: プライマリ データベース ファイルを開けませんでした
データベースのプライマリ ファイルを開くときに、オペレーティング システム エラーが発生しました。エラー メッセージには、発生した具体的なオペレーティング システム エラーが記載されています。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	2

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: SQL Server Service Broker またはデータベース ミラーリングは、FIPS 準拠モードで実行されています
このルールは、SQL Server Service Broker またはデータベース ミラーリングが FIPS 準拠モードで実行されているときにアラートをトリガーします。注: このルールは既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	0

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	0



	

	
	
	



MSSQL 2016: ログインに失敗しました: パスワードが短すぎます
ユーザーがパスワードを変更しようとしましたが、指定したパスワードが短すぎました。Windows セキュリティ ログの MSSQLSERVER イベント ID 18464 にユーザー名が示されます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: Service Broker セキュリティ マネージャーを起動できません
Service Broker セキュリティ マネージャーを起動できませんでした。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブルのバッファーを保持するために解放できるスロットはありません
このエラーは、SQL Server 2016 に内部エラーがある場合に発生します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: AppDomain マネージャーを作成できませんでした
このルールは、SQL Server がアプリケーション ドメイン マネージャーを作成できなかった場合にアラートをトリガーします
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: 例外またはメモリ不足のため、SQL Server Service Broker の送信機能がシャット ダウンしました
このルールは、エラーまたはメモリ不足のために SQL Server Service Broker の送信機能が停止したときにアラートをトリガーします。注: このルールは既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: OLE DB プロバイダーを使用してステートメント オブジェクトを作成できませんでした
このルールは、リンク サーバーに接続された OLE DB プロバイダーで SQL Server がステートメント オブジェクトを作成できなかった場合にアラートをトリガーします。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: SQL Server Service Broker ダイアログがエラーを検出しました
このルールは、SQL Server Service Broker ダイアログがエラーを検出したときにアラートをトリガーします。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: オブジェクトがクロス リンクしています: オブジェクトの親ページが次に参照するページが同じオブジェクトにありません
指定されたオブジェクトの B-tree 内のページ P_ID2 の次のページを指すポインターとページ P_ID1 の子ページを指すポインターが、別のオブジェクトのページ (P_ID3) を指しています。さらに、ページ P_ID1 および P_ID2 自体が異なるオブジェクトにある可能性もあります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: SQL Server は Service Broker イベント ハンドラーを起動できません
SQL Server Service Broker は Service Broker イベント ハンドラーを開始できません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: データベース上で SQL Server Service Broker を起動できません
このルールは、SQL Server がデータベースで Service Broker を起動できない場合にアラートをトリガーします。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: SQL Server Service Broker またはデータベース ミラーリング トランスポート マネージャーでエラーが発生しました
SQL Server Service Broker またはデータベース ミラーリング トランスポート マネージャーでエラーが発生しました。Windows アプリケーション ログまたは SQL Server エラー ログで具体的なエラーが見つかる場合があります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: データベースでログ記録操作を元に戻しているときにエラーが発生しました
復旧プロセスは、指定されたデータベース内の 1 つ以上のトランザクションを元に戻す (ロールバックする) ことができませんでした。このエラーと共に、SQL Server エラー ログまたはイベント ログにより具体的なエラーが示されます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: master データベースを復旧できません。終了しています。
master データベースが復旧可能な状態にありません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: XML: サーバーのメモリが不足しているので、XML ドキュメントを作成できませんでした。sp_xml_removedocument を使用して、XML ドキュメントを解放してください
sp_xml_preparedocument を実行すると、解析された XML ドキュメントが SQL Server 2000 の内部キャッシュに格納されます。MSXML パーサーでは、SQL Server で利用可能な総メモリの 8 分の 1 までが使用されます。キャッシュの中で MSXML に割り当てられた部分に、sp_xml_preparedocument ステートメントで指定されたドキュメントを開くための十分なメモリがありません。これは、指定されたドキュメントが大きすぎるか、またはそのメモリ領域に既にあるドキュメントによって新しいドキュメントに必要な領域が残されていないためである可能性があります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: データベースのバックアップは完了しませんでした
BACKUP はコマンドの完了に失敗しました。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: ページはこのデータベースの範囲外です
指定されたページは、割り当て済みとしてマークされていますが、それが置かれているファイルの使用中の部分を越えています (以下に説明する特定の状態を除きます)。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: SQL Server インスタンスのサービス アカウントを特定できません
このエラーは、Transact-SQL ステートメントに、一致しない一重または二重引用符が含まれているときに発生します。SET QUOTED_IDENTIFIER 設定によって、有効な一重および二重引用符の組み合わせが判断されます。SET QUOTED_IDENTIFIER の詳細については、オンライン ブックの「SET QUOTED_IDENTIFIER」を参照してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: ログのバックアップを完了できませんでした
このエラーは、前のエラーのために、指定されたデータベースの BACKUP を Microsoft SQL Server が完了できなかったことを示します。失敗した BACKUP コマンドは、エラー メッセージの最後に示されます。このメッセージは、Windows のアプリケーション ログにも表示されます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: データベースのログを読み取り中にエラーが発生しました
このエラーは、ロールバック、復旧、またはレプリケーション中にトランザクション ログを処理しているときにエラーが発生したことを示します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	2

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: データベースに既定のフルテキスト カタログが存在しないか、ユーザーにこのアクションを実行する権限がありません
フルテキスト カタログが存在しないか、カタログにフルテキスト インデックスを作成できる適切な権限をユーザーが持っていません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: メモリ不足のため、共通言語ランタイム (CLR) を初期化できませんでした
Windows が Microsoft 共通言語ランタイム (CLR) の初期化に必要なメモリを割り当てられませんでした。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: フルテキスト検索: 現在のデータベースではフルテキスト検索が有効になっていません。sp_fulltext_database を使用してフルテキスト検索を有効にしてください
フルテキスト インデックスが有効になっていないデータベースでフルテキスト インデックスを実行しようとしました。データベースは、フルテキストが有効にされたことがないか、あるいは復元またはアタッチされた可能性があります。後者の場合、フルテキスト インデックスは自動的に無効になります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: XML: Msxml2.dll を読み込めませんでした
SQL Server がインストールされているコンピューターに Msxml2.dll ファイルがないか、sp_xml_preparedocument などの XML 機能の処理中にシステム ディレクトリから Msxml2.dll ファイルを読み込めませんでした。ファイルが存在する場合は、適切に登録されていないか、またはその従属関係の 1 つが存在しない可能性があります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: ページの low キー値は、親のキー値ではありません
B-tree ツリー レベルのページには、各子ページのレコードと、その子ページのキー値が含まれています。子ページがリーフ レベル ページ (つまりレベル 0) の場合は、そのページ上のすべてレコードが、親ページ内のキー値以上のキー値を持っている必要があります。子ページがツリー レベル ページの場合 (つまりレベルが > 0 の場合)、親と正確に一致するキー値を持っている必要がある最初のレコードを除いて、すべてのレコードが、親のキー値より大きいキー値を持っている必要があります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: ページの TEXT、NTEXT、または IMAGE ノードが、スキャンで見つからないページによって参照されています
テキスト ノードは、いずれのヒープまたはクラスター化インデックスのいずれの複合列でも参照されていませんでした。これは、事実上独立しています。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: ファイル グループがいっぱいなので、データベースにオブジェクトの領域を割り当てられませんでした
指定されたファイル グループに空き領域がありません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: データベースの復旧で、テーブルの ID 値の矛盾を検出しました
データベース復旧プロセスは、指定されたテーブルの現在の ID 値を特定できませんでした。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: データベースのログ ファイルがいっぱいです。データベースのトランザクション ログのバックアップを作成して、ログ領域を解放してください
指定されたトランザクション ログ ファイルに空き領域がありません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: プロセスのワーカーが、スケジューラで応答を停止している可能性があります
このエラーは、スケジューラの応答していないスレッドに問題があることを示しています。注: このルールは既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: オペレーティング システム エラーが発生しました
このメッセージは、オペレーティング システムから SQL Server 内部のプロセスになんらかのエラーが返されたことを示します。メッセージの最初に表示されたプロセスは、オペレーティング システムからエラーを受信した SQL Server 内部の関数を示します。メッセージの最後の、オペレーティング システムの正確なエラー番号とテキストは、オペレーティング システムで発生した問題によって異なります。このエラーは、通常他のエラーと共に見つかります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: バックアップ デバイスが失敗しました - オペレーティング システム エラー
このメッセージは、オペレーティング システムが、BACKUP または RESTORE コマンドで指定されたバックアップ デバイス (ディスク、テープ、またはパイプ) を開く、または閉じることができなかったことを示します。バックアップ デバイスの詳細については、オンライン ブックの「バックアップ デバイス」および「BACKUP」を参照してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: フルテキスト検索: データベースのフルテキスト インデックスが見つかりませんでした
指定されたフルテキスト インデックスを利用できません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: XML: クラスのインスタンスを作成できませんでした。SQL Server インストールに Msxml2.dll が存在するか確認してください
SQL Server がインストールされているコンピューターに Msxml2.dll ファイルがないか、sp_xml_preparedocument などの XML 機能の処理中にシステム ディレクトリから Msxml2.dll ファイルを読み込めませんでした。ファイルが存在する場合は、適切に登録されていないか、またはその従属関係の 1 つが存在しない可能性があります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: CREATE FILE でオペレーティング システム エラーが発生しました
CREATE FILE でオペレーティング システム エラーが発生しました。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: 参照されているテーブルを開くことができませんでした
スキーマ安定性ロック (LCK_M_SCH_S または Sch-S) が保持されているテーブルの制約を追加、削除、または変更しようとしています。スキーマ安定性ロックは DDL と互換性がありません。ロックは、このテーブルに関係する、コンパイルに長時間かかるクエリによって保持されている可能性があります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: ファイルを作成できません
ファイルは既に存在するため、SQL Server はファイルを作成できません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: フルテキスト操作を完了できませんでした。ファイル グループが空、読み取り専用、またはオフラインです
フルテキスト操作を完了できませんでした。ファイル グループが空、読み取り専用、またはオフラインです。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: 余分または無効なキーです
テーブル (ヒープまたはクラスター化インデックス) 内の各データ行には、そのテーブルに対する各非クラスター化インデックス内の正確に一致するインデックス行が 1 つ含まれている必要があります。このエラーは、クラスター化されていないインデックスにデータ行と一致しないインデックス行があることを意味します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: クエリ プロセッサの内部エラー: クエリ プロセッサの内部制限値をオーバーフローしました
これは、内部クエリ プロセッサ エラーです。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: ログインに失敗しました: アカウントのロックアウト
ユーザーが、ロックアウトされているアカウントを使用してネットワークにログインしようとしました。Windows セキュリティ ログの MSSQLSERVER イベント ID 18486 にユーザー名が示されます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 つ以上のインデックスが破損しており、修復または削除する必要があります
このエラーでは、エラー 8952 で説明されている問題の詳細が提供されます。説明については、そのエラーを参照してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: ページ ヘッダーのページ ID が正しくありません
DBCC がページ P_ID1 を要求しました。このページをディスクから読み取るときに、ヘッダー内のページ ID が P_ID2 になっていました。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: フルテキスト検索: フルテキスト カタログの検索に失敗し、不明な結果が返されました
フルテキスト クエリは、不明な理由のため失敗しました。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: データベースのログは使用できません
指定されたデータベースで、データ整合性に関する I/O エラーが発生しました。データベースのログまたはデータ部が壊れている可能性があります。SQL Server は、それ以上データ整合性の問題が起きないようにするために、そのデータベースのログを使用できないようにしています。9001 メッセージの原因となった I/O エラーは、SQL Server エラー ログまたは Windows イベント ログ、あるいはその両方に報告されます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: ページ上の以前へのリンクが、スロットがこのページに期待する前 (親) ページと一致しません
B-tree は、1 つのレベルにあるページが二重にリンクされたリストで互いを指すような構造になっています。さらに、B-tree のページの親は、それぞれの子のレコードをそのキーとページ ID で保持しています。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: 共通言語ランタイム (CLR) が正しくインストールされていません
このインストール環境の共通言語ランタイム (CLR) が壊れています。CLR は Microsoft .NET Framework と共にインストールされます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: 別のオブジェクトに属する論理ページを取り出そうとしました
このエラーは、データベース ページとして保存されたアロケーション ユニットが、特定の操作 (テーブルに対する SELECT ステートメントの実行など) と関連付けられたアロケーション ユニットと一致しないことが、SQL Server によって検出されたときに発生します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	2

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: アドレスが無効です
アドレス ADDRESS の構造が 4 バイトで整列していません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: SQL Server Service Broker メッセージ ディスパッチャーでエラーが発生しました
SQL Server Service Broker メッセージ ディスパッチャーでエラーが発生しました。Windows アプリケーション ログまたは SQL Server エラー ログで具体的なエラーが見つかる場合があります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: インデックス付きビューに、ビュー定義で生成された行の一部が含まれていません。
このエラーの詳細については、オンライン ブックを参照してください。ただしこのことが、このデータベースのデータとの整合性の問題になっているとは限りません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: B-tree チェーン リンケージが一致しません。
指定された B-Tree のあるレベルで論理ページ チェーンが切れています (これはリーフ レベルを含むあらゆるレベルで発生する可能性があります)。ページ P_ID1 の次のページを指すポインターはページ P_ID2 を指していますが、ページ P_ID2 の前のページを指すポインターは別のページ P_ID3 を指しています。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: .NET Framework ランタイムで致命的なエラーが発生しました
このルールは、エラーが原因で .NET Framework がシャットダウンするときにアラートをトリガーします。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: ノード上のすべてのスケジューラでデッドロックが生じている可能性があります
このメッセージは、サーバーが一定時間内に新しいクエリに応答しなかった場合に発生します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: ログインに失敗しました: パスワードが簡単すぎます
ユーザーがパスワードを作成しようとしましたが、指定したパスワードが Windows のパスワードの複雑さの要件を満たしていませんでした。これは、“パスワードは、複雑さの要件を満たす必要がある“ ポリシー設定に定義されています。Windows セキュリティ ログの MSSQLSERVER イベント ID 18466 にユーザー名が示されます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: LOB ページへの参照が無効です
このエラーは、SQL Server が操作中の LOB ページに対して無効な参照を使用した場合に発生します。このエラーは、異なる複数の理由で発生する可能性があります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	2

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブル エラー: インデックス ノード ページは子ページと前の子ページを参照していますが、見つかりませんでした
B-tree 内のインデックス ページ (P_ID1) に、2 つの近隣の下位レベルのページ (P_ID2 と P_ID3) への子参照が含まれていますが、どちらのページも見つかりません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1



	

	
	
	



MSSQL 2016: キャッシュ内のページのチェックサム エラー
データベース ページがキャッシュ内に存在するときに予期しない変更が加えられたことが分かりました (ページのチェックサムによって確認)。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	2

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: ログインに失敗しました。SQL Server アクセスのワークステーション ライセンスの上限に既に達しています
SQL Server は、ライセンスの上限に達すると、ワークステーションへの接続を提供しなくなります。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



SQL Server 2016 DB エンジン - ルール (アラート)
MSSQL 2016: ワークフローはターゲット システムに接続できませんでした
監視スクリプトまたは検出スクリプトにデータベースへの接続のアクセス許可がないか、データベースがアクセス不可能です。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



SQL Server 2016 DB エンジン - ルール (アラート)
MSSQL 2016: SQL Server 2016 DB エンジンの再起動
SQL Server 2016 DB エンジンの再起動を検出します。注: このルールは既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	1

	使用できない時間 (秒)
	ワークフローでは、イベント サービスの停止後、この時間内にサービス開始イベントをキャッチしようとします。
	900



	

	
	
	



SQL Server 2016 DB エンジン - ルール (非アラート)
MSSQL 2016: Broker 統計: 1 秒あたりの SQL SEND 数
このカウンターには、1 秒間に送信された SQL Server のメッセージの数が表示されます。このカウンターは、15 分間隔でポーリングされます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりの処理行数 (リンク解除のマークが付いたもの)
XTP エンジンのガベージ コレクターについて、Windows の "Rows processed/sec (marked for unlink)" (1 秒あたりの処理行数 (リンク解除のマークが付いたもの)) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりのロック要求数
SQL 2016 DB エンジンの各インスタンスについて、Windows の "Number of Lockrequests/sec" (1 秒あたりのロック要求数) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりのカスケード中断の数
SQL Server の XTP エンジン トランザクションについて、Windows の "Cascading aborts/sec" (1 秒あたりのカスケード中断の数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: Broker トランスポート: 1 秒あたりの送信 I/O 数
1 秒あたりに完了したトランスポート送信 I/O 操作の数を報告します。 このカウンターは、15 分間隔でポーリングされます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりのカーソル削除数
内部 XTP エンジン カーソルについて、Windows の "Cursor deletes/sec" (1 秒あたりのカーソル削除数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: Broker トランスポート: 開いている接続の数
このカウンターには、SQL Server Broker の開かれている接続の数が表示されます。このカウンターは、15 分間隔でポーリングされます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 公開されたオブジェクトの合計比率
XTP IO レート ガバナーについて Windows の "Total Rate Objects Published" (公開されたオブジェクトの合計比率) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりに操作された、スウィープ期限切れ間近の行数
XTP エンジンのガベージ コレクターについて、Windows の "Sweep expiring rows touched/sec" (1 秒あたりに操作された、スウィープ期限切れ間近の行数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりのカーソル挿入数
内部 XTP エンジン カーソルについて、Windows の "Cursor inserts/sec" (1 秒あたりのカーソル挿入数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: マージされたファイルの合計数
XTP エンジンのストレージ サブシステムについて、Windows の "Total Files Merged" (マージされたファイルの合計数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: Broker トランスポート: 1 秒あたりのメッセージ フラグメント送信数
このカウンターには、1 秒間に送信されたメッセージの数が表示されます。このカウンターは、15 分間隔でポーリングされます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりのログ書き込みレコード数
SQL Server の XTP トランザクション ロギングについて、Windows の "Log records written/sec" (1 秒あたりのログ書き込みレコード数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりのマージ数
SQL 2016 DB エンジンについて Windows の "Num Merges/sec" (1 秒あたりのマージ数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: HTTP ストレージ: 1 秒あたりの書き込みバイト数
Microsoft Azure Storage アカウントを監視する SQL DB エンジンについて、Windows の "HTTP Storage:Write Bytes/Sec" (HTTP ストレージ: 1 秒あたりの書き込みバイト数) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: インストールされたマージ数
XTP エンジンのストレージ サブシステムについて、Windows の "Merges Installed" (インストールされたマージ数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりに失敗したトランザクション検証の数
SQL Server の XTP エンジン トランザクションについて、Windows の "Transaction validation failure/sec" (1 秒あたりに失敗したトランザクション検証の数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりのカーソル書き込み競合数
内部 XTP エンジン カーソルについて、Windows の "Cursor write conflicts/sec" (1 秒あたりのカーソル書き込み競合数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: Broker のアクティブ化: 1 秒あたりのタスク制限到達回数
キューに登録できる最大数のタスクが既に実行されているために、キュー モニターで 1 秒間に新しいタスクの開始に失敗した回数が報告されます。このカウンターは、15 分間隔でポーリングされます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりの不十分なクレジット待機数
XTP IO レート ガバナーについて Windows の "Insufficient Credits Waits/sec" (1 秒あたりの不十分なクレジット待機数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりに作成されたセープ ポイント数
SQL Server の XTP エンジン トランザクションについて、Windows の "Save points created/sec" (1 秒あたりに作成されたセープ ポイント数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 平均トランザクション セグメントの大きなデータ サイズ
SQL 2016 DB エンジンについて、Windows の "Avg Transaction Segment Large Data Size" (平均トランザクション セグメントの大きなデータ サイズ) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりのログ ブロック数
XTP IO レート ガバナーについて Windows の "Log Blocks/sec" (1 秒あたりのログ ブロック数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: HTTP ストレージ: 1 秒あたりの読み取りバイト数
Microsoft Azure Storage アカウントを監視する SQL DB エンジンについて、Windows の "HTTP Storage:Read Bytes/Sec" (HTTP ストレージ: 1 秒あたりの読み取りバイト数) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりのログイン数
開始されるログインの秒単位の総数。これには、プールされた接続は含まれません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: Broker 統計: 1 秒あたりのエンキューされたトランスポート メッセージ数
インスタンスのキューに格納された 1 秒あたりのメッセージの数です。ネットワークから受信したメッセージのみをカウントします。 このカウンターは、15 分間隔でポーリングされます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: MtLog 256K フラッシュされたページあたりのページ フィルの割合
SQL 2016 DB エンジンについて、Windows の "MtLog 256K Page Fill %/Page Flushed" (MtLog 256K フラッシュされたページあたりのページ フィルの割合) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりの並列 GC 作業項目数
XTP エンジンのガベージ コレクターについて、Windows の "Parallel GC work item/sec" (1 秒あたりの並列 GC 作業項目数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりのセーブ ポイント更新数
SQL Server の XTP エンジン トランザクションについて、Windows の "Save points refreshes/sec" (1 秒あたりのセーブ ポイント更新数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: MtLog 256K 1 秒あたりの書き込みバイト数
SQL 2016 DB エンジンについて、Windows の "MtLog 256K Write Bytes/sec" (MtLog 256K 1 秒あたりの書き込みバイト数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1秒あたりに開始されたカーソル スキャンの数
内部 XTP エンジン カーソルについて、Windows の "Cursor scans started/sec" (1 秒あたりに開始されたカーソル スキャンの数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: Broker 統計: 1 秒あたりの SQL RECEIVE 数
1 秒間に受信した SQL Server のメッセージの数。このカウンターは、15 分間隔でポーリングされます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりの SQL コンパイル数
SQL 2016 DB エンジンの各インスタンスについて、Windows の "SQL Compilations/sec" (1 秒あたりの SQL コンパイル数)パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: HTTP ストレージ: 読み取り 1 回あたりの平均マイクロ秒数
Microsoft Azure Storage アカウントを監視する SQL DB エンジンについて、Windows の "HTTP ストレージ: 読み取り 1 回あたりの平均マイクロ秒数" パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: MtLog 64K 展開数
SQL 2016 DB エンジンについて、Windows の "MtLog 64K Expand Count" (MtLog 64K 展開数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりのセーブ ポイント ロールバック数
SQL Server の XTP エンジン トランザクションについて、Windows の "Save points rollbacks/sec" (1 秒あたりのセーブ ポイント ロールバック数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: DB エンジンの平均待機時間 (ミリ秒)
SQL 2016 DB エンジンの平均待機時間のパフォーマンス収集ルール
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: HTTP ストレージ: 未解決 HTTP ストレージ IO
Microsoft Azure Storage アカウントを監視する SQL DB エンジンについて、Windows の "HTTP Storage: Outstanding HTTP Storage IO" (HTTP ストレージ: 未解決 HTTP ストレージ IO) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: Broker トランスポート: 1 秒あたりの受信 I/O 数
このにカウンターには、1 秒間に受信した I/O の数が表示されます。このカウンターは、15 分間隔でポーリングされます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: シリアル化数
SQL 2016 DB エンジンについて Windows の "Num Serializations" (シリアル化数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: IoPagePool4K 空きリスト数
SQL 2016 DB エンジンについて、Windows の "IoPagePool4K Free List Count" (IoPagePool4K 空きリスト数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: MtLog 256K 未解決の IO 数
SQL 2016 DB エンジンについて、Windows の "MtLog 256K IOs Outstanding" (MtLog 256K 未解決の IO 数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりに発行された Io 数
XTP IO レート ガバナーについて Windows の "Io Issued/sec" (1 秒あたりに発行された Io 数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりに削除された期限切れの行数
内部 XTP エンジン カーソルについて、Windows の "1 秒あたりに削除された期限切れの行数" パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりのカーソル ユニーク違反数
内部 XTP エンジン カーソルについて、Windows の "Cursor unique violations/sec" (1 秒あたりのカーソル ユニーク違反数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: IoPagePool256K 合計割り当て
SQL 2016 DB エンジンについて、Windows の "IoPagePool256K Total Allocated" (IoPagePool256K 合計割り当て) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりにユーザーにより中断されたトランザクションの数
SQL Server の XTP エンジン トランザクションについて、Windows の "Transactions aborted by user/sec" (1 秒あたりにユーザーにより中断されたトランザクションの数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: Broker トランスポート: 1 秒あたりのメッセージ フラグメント受信数
このカウンターには、1 秒間に受信したメッセージの数が表示されます。このカウンターは、15 分間隔でポーリングされます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: MtLog 4K フラッシュされたページあたりのページ フィルの割合
SQL 2016 DB エンジンについて、Windows の "MtLog 4K Page Fill %/Page Flushed" (MtLog 4K フラッシュされたページあたりのページ フィルの割合) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりに返された行数
内部 XTP エンジン カーソルについて、Windows の "1 秒あたりに返された行数" パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりのトランザクション数合計
SQL 2016 DB エンジンの各インスタンスの、データベース パフォーマンス オブジェクトの _Total インスタンスについて、Windows の "Transactions/sec" (1 秒あたりのトランザクション数) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: HTTP ストレージ: 転送 1 回あたりの平均マイクロ秒数
Microsoft Azure Storage アカウントを監視する SQL DB エンジンについて、Windows の "HTTP Storage: Avg. microsec/Transfer" (HTTP ストレージ: 転送 1 回あたりの平均マイクロ秒数) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりに削除されたスウィープ期限切れの行数
XTP エンジンのガベージ コレクターについて、Windows の "Sweep expired rows removed/sec" (1 秒あたりに削除されたスウィープ期限切れの行数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりに開始されたファントム スキャン数
XTP エンジンのファントム処理サブシステムについて、Windows の "Phantom scans started/sec" (1 秒あたりに開始されたファントム スキャン数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりに開始されたスウィープ スキャン数
XTP エンジンのガベージ コレクターについて、Windows の "Sweep scans started/sec" (1 秒あたりに開始されたスウィープ スキャン数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: MtLog 64K フラッシュされたページあたりのページ フィルの割合
SQL 2016 DB エンジンについて、Windows の "MtLog 64K Page Fill %/Page Flushed" (MtLog 64K フラッシュされたページあたりのページ フィルの割合) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 完了したチェックポイント数
XTP エンジンのストレージ サブシステムについて、Windows の "Checkpoints Completed" (完了したチェックポイント数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1秒あたりの処理行数
XTP エンジンのガベージ コレクターについて、Windows の "Rows processed/sec" (1 秒あたりの処理行数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりに操作された行数
内部 XTP エンジン カーソルについて、Windows の "Rows touched/sec" (1 秒あたりに操作された行数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: IoPagePool64K 合計割り当て
SQL 2016 DB エンジンについて、Windows の "IoPagePool64K Total Allocated" (IoPagePool64K 合計割り当て) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりの古いレート オブジェクト待機数
XTP IO レート ガバナーについて Windows の "Stale Rate Object Waits/sec" (1 秒あたりの古いレート オブジェクト待機数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: MtLog 4K 1 秒あたりの書き込みバイト数
SQL 2016 DB エンジンについて、Windows の "MtLog 4K Write Bytes/sec" (MtLog 4K 1 秒あたりの書き込みバイト数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりのカーソル更新数
内部 XTP エンジン カーソルについて、Windows の "Cursor updates/sec" (1 秒あたりのカーソル更新数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: マージ数
SQL 2016 DB エンジンについて Windows の "Num Merges" (マージ数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: HTTP ストレージ: 1 秒あたりの転送数
Microsoft Azure Storage アカウントを監視する SQL DB エンジンについて、Windows の "HTTP Storage:Transfers/sec" (HTTP ストレージ: 1 秒あたりの転送数) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりの取得されたコミット依存関係の数
SQL Server の XTP エンジン トランザクションについて、Windows の "Commit dependencies taken/sec" (1 秒あたりの取得されたコミット依存関係の数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: Broker のアクティブ化: タスク制限到達
キューに登録できる最大数のタスクが既に実行されているために、キュー モニターで新しいタスクの開始に失敗した合計回数が報告されます。このカウンターは、15 分間隔でポーリングされます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: テール キャッシュ ページ数
SQL 2016 DB エンジンについて、Windows の "Tail Cache Page Count" (テール キャッシュ ページ数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: MtLog 4K 未解決の IO 数
SQL 2016 DB エンジンについて、Windows の "MtLog 4K IOs Outstanding" (MtLog 4K 未解決の IO 数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: IoPagePool256K 空きリスト数
SQL 2016 DB エンジンについて、Windows の "IoPagePool256K Free List Count" (IoPagePool256K 空きリスト数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりに操作された仮削除行の数
内部 XTP エンジン カーソルについて、Windows の "Tentatively-deleted rows touched/sec" (1 秒あたりに操作された仮削除行の数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりに凍結されたフラッシュ スレッド IO 数 (256K)
SQL 2016 DB エンジンについて、Windows の "Flush Thread Frozen IOs/sec (256K)" (1 秒あたりに凍結されたフラッシュ スレッド IO 数 (256K)) パフォーマンス カウントーを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: Broker のアクティブ化: 1 秒間に呼び出されたストアド プロシージャ数
インスタンス内のすべてのキュー モニターによって 1 秒間に呼び出されたアクティブ化ストアド プロシージャの合計数が報告されます。 このカウンターは、15 分間隔でポーリングされます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりのダスティ コーナー スキャン再試行数 (ファントムによる)
XTP エンジンのファントム処理サブシステムについて、Windows の "Dusty corner scan retries/sec (Phantom-issued)" (1 秒あたりのダスティ コーナー スキャン再試行数 (ファントムによる)) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: IoPagePool4K 合計割り当て
SQL 2016 DB エンジンについて、Windows の "IoPagePool4K Total Allocated" (IoPagePool4K 合計割り当て) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: HTTP ストレージ: 1 秒あたりの読み取り数
Microsoft Azure Storage アカウントを監視する SQL DB エンジンについて、Windows の "HTTP ストレージ: 1 秒あたりの読み取り数" パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: HTTP ストレージ: 1 秒あたりの合計バイト数
Microsoft Azure Storage アカウントを監視する SQL DB エンジンについて、Windows の "HTTP Storage:Total Bytes/sec" (HTTP ストレージ: 1 秒あたりの合計バイト数) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: マージ ポリシー評価数
XTP エンジンのストレージ サブシステムについて、Windows の "Merge Policy Evaluations" (マージ ポリシー評価数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: HTTP ストレージ: 平均Bytes/Write
Microsoft Azure Storage アカウントを監視する SQL DB エンジンについて、Windows の "HTTP Storage: Avg. Bytes/Write" (HTTP ストレージ: 書き込み 1 回あたりの平均バイト数) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりに削除されたファントム期限切れの行数
XTP エンジンのファントム処理サブシステムについて、Windows の "Phantom expired rows removed/sec" (1 秒あたりに開始されたファントム期限切れの行数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりに準備された読み取り専用トランザクション数
SQL Server の XTP エンジン トランザクションについて、Windows の "Read-only transactions prepared/sec" (1 秒あたりに準備された読み取り専用トランザクション数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: SQL ユーザー接続
SQL Server に現在接続しているユーザー数。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりのロック待機数
SQL 2016 DB エンジンの各インスタンスについて、Windows の "Number of Lockwaits/sec" (1 秒あたりのロック待機数) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりのトランザクション中断数
SQL Server の XTP エンジン トランザクションについて、Windows の "Transactions aborted/sec" (1 秒あたりのトランザクション中断数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: MtLog 64K 1 秒あたりの書き込みバイト数
SQL 2016 DB エンジンについて、Windows の "MtLog 64K Write Bytes/sec" (MtLog 64K 1 秒あたりの書き込みバイト数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: DB エンジンの CPU 使用率 (%)
SQL 2016 DB エンジンの CPU 使用率 (%) のパフォーマンス収集ルール。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	キャッシュの有効時間
	ワークフローでキャッシュからの情報を使用できる最大有効期間を指定します。省略可能です。
	43200

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	00:18

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりのメイン GC 作業項目数
XTP エンジンのガベージ コレクターについて、Windows の "Main GC work items/sec" (1 秒あたりのメイン GC 作業項目数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりに凍結されたフラッシュ スレッド IO 数 (4K)
SQL 2016 DB エンジンについて、Windows の "Flush Thread Frozen IOs/sec (4K)" (1 秒あたりに凍結されたフラッシュ スレッド IO 数 (4K)) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: フラッシュ スレッド 256K キューの深さ
SQL 2016 DB エンジンについて、Windows の "Flush Thread 256K Queue Depth" (フラッシュ スレッド 256K キューの深さ) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 完了したコア マージ数
XTP エンジンのストレージ サブシステムについて、Windows の "Core Merges Completed" (完了したコア マージ数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: HTTP ストレージ: 書き込み 1 回あたりの平均マイクロ秒数
Microsoft Azure Storage アカウントを監視する SQL DB エンジンについて、Windows の "HTTP Storage: Avg. microsec/Write" (HTTP ストレージ: 書き込み 1 回あたりの平均マイクロ秒数) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: MtLog 256K 展開数
SQL 2016 DB エンジンについて、Windows の "MtLog 256K Expand Count" (MtLog 256K 展開数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: MtLog 64K 未解決の IO 数
SQL 2016 DB エンジンについて、Windows の "MtLog 64K IOs Outstanding" (MtLog 64K 未解決の IO 数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりのロック タイムアウト数
SQL 2016 DB エンジンの各インスタンスについて、Windows の "Lock Timeouts/sec" (1 秒あたりのロック タイムアウト数) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: HTTP ストレージ: 1 秒あたりの HTTP ストレージ IO 再試行数
Microsoft Azure Storage アカウントをモニターする SQL DB エンジンについて、Windows の "HTTP ストレージ: 1 秒あたりの HTTP ストレージ IO 再試行数" パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: HTTP ストレージ: 1 秒あたりの書き込み数
Microsoft Azure Storage アカウントを監視する SQL DB エンジンについて、Windows の "HTTP Storage:Writes/sec" (HTTP ストレージ: 1 秒あたりの書き込み数) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: IoPagePool64K 空きリスト数
SQL 2016 DB エンジンについて、Windows の "IoPagePool64K Free List Count" (IoPagePool64K 空きリスト数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: HTTP ストレージ: 平均Bytes/Read
Microsoft Azure Storage アカウントを監視する SQL DB エンジンについて、Windows の "HTTP ストレージ: 読み取り 1 回あたりの平均バイト数" パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: DB エンジンの流用されたサーバー メモリ (MB)
SQL 2016 DB エンジンの流用されたサーバー メモリ (MB) のパフォーマンス収集ルール
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	00:24

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: DB エンジンのスレッド数
SQL 2016 DB エンジンのスレッド数のパフォーマンス収集ルール
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	キャッシュの有効時間
	ワークフローでキャッシュからの情報を使用できる最大有効期間を指定します。省略可能です。
	43200

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	00:18

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりに凍結されたフラッシュ スレッド IO 数 (64K)
SQL 2016 DB エンジンについて、Windows の "Flush Thread Frozen IOs/sec (64K)" (1 秒あたりに凍結されたフラッシュ スレッド IO 数 (64K)) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりのダスティ コーナー スキャン再試行数 (ユーザによる)
内部 XTP エンジン カーソルについて、Windows の "Dusty corner scan retries/sec (user-issued)" (1 秒あたりのダスティ コーナー スキャン再試行数 (ユーザーによる)) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: バッファー キャッシュ ヒット率
SQL 2016 DB エンジンの各インスタンスについて、Windows の "Buffer Cache Hit Ratio" (バッファー キャッシュ ヒット率) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりのログ書き込みバイト数
SQL Server の XTP トランザクション ロギングについて、Windows の "Log bytes written/sec" (1 秒あたりのログ書き込みバイト数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: Broker のアクティブ化: 1 秒あたりのタスク中断回数
このカウンターは、エラーで終了したか、メッセージの受信に失敗したためキュー モニターによって中断されたアクティブ化ストアド プロシージャ タスクの合計数を報告します。 このカウンターは、15 分間隔でポーリングされます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりに操作されたスウィープ期限切れの行数
XTP エンジンのガベージ コレクターについて、Windows の "Sweep expired rows touched/sec" (1 秒あたりに操作されたスウィープ期限切れの行数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: テール キャッシュ ページ数ピーク
SQL 2016 DB エンジンについて、Windows の "Tail Cache Page Count Peak" (テール キャッシュ ページ数ピーク) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりに操作されたスウィープ行数
XTP エンジンのガベージ コレクターについて、Windows の "Sweep rows touched/sec" (1 秒あたりに操作されたスウィープ行数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりの処理行数 (スウィープが不要なもの)
XTP エンジンのガベージ コレクターについて、Windows の "Rows processed/sec (no sweep needed)" (1 秒あたりの処理行数 (スウィープが不要なもの)) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりに操作されたファントム期限切れの行数
XTP エンジンのファントム処理サブシステムについて、Windows の "Phantom expired rows touched/sec" (1 秒あたりに操作されたファントム期限切れの行数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりのデッドロック数
SQL 2016 DB エンジンの各インスタンスについて、Windows の "Number of Deadlocks/sec" (1 秒あたりのデッドロック数) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 未解決のマージ要求数
XTP エンジンのストレージ サブシステムについて、Windows の "Merge Requests Outstanding" (未解決のマージ要求数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 破棄されたマージ数
XTP エンジンのストレージ サブシステムについて、Windows の "Merges Abandoned" (破棄されたマージ数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: Broker 統計: 1 秒あたりのエンキューされたメッセージ数
インスタンスのキューに格納された 1 秒あたりのメッセージの数です。このカウンターは、15 分間隔でポーリングされます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりに操作されたファントム期限切れ間近の行数
XTP エンジンのファントム処理サブシステムについて、Windows の "Phantom expiring rows touched/sec" (1 秒あたりに操作されたファントム期限切れ間近の行数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: DB エンジンのページの予測保持期間 (秒)
SQL 2016 DB エンジンのページの予測保持期間 (秒) パフォーマンス収集ルール
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: Broker のアクティブ化: 1 秒あたりのタスク開始回数
このカウンターは、インスタンスのすべてのキュー モニターによって開始されたアクティブ化ストアド プロシージャの 1 秒あたりの総数を報告します。このカウンターは、15 分間隔でポーリングされます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりに操作された期限切れの行数
内部 XTP エンジン カーソルについて、Windows の "1 秒あたりに操作された期限切れの行数" パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりの処理行数 (最初にバケットに存在し、削除されたもの)
XTP エンジンのガベージ コレクターについて、Windows の "Rows processed/sec (first in bucket and removed)" (1 秒あたりの処理行数 (最初にバケットに存在し、削除されたもの)) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりのトランザクション作成数
SQL Server の XTP エンジン トランザクションについて、Windows の "Transactions created/sec" (1 秒あたりのトランザクション作成数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: HTTP ストレージ: 平均Transfers/sec
Microsoft Azure Storage アカウントを監視する SQL DB エンジンについて、Windows の "HTTP Storage:Transfers/sec" (HTTP ストレージ: 1 秒あたりの転送数) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: MtLog 4K 展開数
SQL 2016 DB エンジンについて、Windows の "MtLog 4K Expand Count" (MtLog 4K 展開数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりの処理行数 (最初にバケットに存在したもの)
XTP エンジンのガベージ コレクターについて、Windows の "Rows processed/sec (first in bucket)" (1 秒あたりの処理行数 (最初にバケットに存在したもの)) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: Broker 統計: Broker トランザクション ロールバック数
Service Broker に関連した DML を含む、ロールバックされたトランザクションの数です。 このカウンターは、15 分間隔でポーリングされます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりの SQL の再コンパイル数
SQL 2016 DB エンジンの各インスタンスについて、Windows の "SQL Recompiles/sec" (1 秒あたりの SQL の再コンパイル数) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりのシリアル化数
SQL 2016 DB エンジンについて Windows の "Num Serializations/sec" (1 秒あたりのシリアル化数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: フラッシュ スレッド 64K キューの深さ
SQL 2016 DB エンジンについて、Windows の "Flush Thread 64K Queue Depth" (フラッシュ スレッド 64K キューの深さ) パフォーマンス カウントーを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりのダスティ コーナー スキャン再試行数 (GC による)
XTP エンジンのガベージ コレクターについて、Windows の "1 秒あたりのダスティ コーナー スキャン再試行数 (GC による)" パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 実行されなかったクレジット スロット数
XTP IO レート ガバナーについて Windows の "Missed Credit Slots" (実行されなかったクレジット スロット数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 平均トランザクション セグメントのサイズ
SQL 2016 DB エンジンについて、Windows の "Avg Transaction Segment Size" (平均トランザクション セグメントのサイズ) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 終了したチェックポイント数
XTP エンジンのストレージ サブシステムについて、Windows の "Checkpoints Closed" (終了したチェックポイント数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: フラッシュ スレッド 4K キューの深さ
SQL 2016 DB エンジンについて、Windows の "Flush Thread 4K Queue Depth" (フラッシュ スレッド 4K キューの深さ) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 1 秒あたりに操作されたファントム行数
XTP エンジンのファントム処理サブシステムについて、Windows の "Phantom rows touched/sec" (1 秒あたりに操作されたファントム行数) パフォーマンス カウンターを収集します。
このルールはすべての SQL Express エディションで無効にされていることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



SQL Server 2016 DB エンジン - タスク
DB エンジンから SQL エージェント サービスを停止します
DB エンジンから SQL エージェント サービスを停止します
SQL Server エージェントの Windows サービスは、SQL Server Express のいずれのエディションでもサポートされていないことに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	タイムアウト (秒)
	
	300



	

	
	
	



SQL Server サービスを停止します
SQL Server サービスを停止します
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	タイムアウト (秒)
	
	300



	

	
	
	



SQL Server サービスを開始します
SQL Server サービスを開始します
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	タイムアウト (秒)
	
	300



	

	
	
	



DB エンジンから SQL エージェント サービスを開始します
DB エンジンから SQL エージェント サービスを開始します
SQL Server エージェントの Windows サービスは、SQL Server Express のいずれのエディションでもサポートされていないことに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	タイムアウト (秒)
	
	300



	

	
	
	



SQL フルテキスト フィルター デーモン ランチャー サービスの起動
SQL フルテキスト フィルター デーモン ランチャー サービスを起動します。SQL フルテキスト検索機能は SQL Server Express with Advanced Services 以外の SQL Server Express エディションでは使用できないことに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	タイムアウト (秒)
	
	300



	

	
	
	



SQL フルテキスト フィルター デーモン ランチャー サービスの停止
SQL フルテキスト フィルター デーモン ランチャー サービスを停止します。SQL フルテキスト検索機能は SQL Server Express with Advanced Services 以外の SQL Server Express エディションでは使用できないことに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	タイムアウト (秒)
	
	300



	

	
	
	



グローバル構成設定
グローバル構成設定
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	タイムアウト (秒)
	
	300



	

	
	
	



SQL Server 2016 DB エンジン - コンソール タスク
SQL Profiler

SQL Management Studio

SQL 構成マネージャー

SQL Server 2016 DB エンジン グループ
Microsoft SQL Server 2016 データベース エンジンのすべてのインスタンスを含むグループ
SQL Server 2016 DB エンジン グループ - 検出
MSSQL 2016: SQL Server 2016 インスタンス グループへの追加
この検出ルールは、すべての SQL Server 2016 DB エンジンをインスタンス グループに追加します。

MSSQL 2016: Microsoft SQL Server 2016 インスタンス グループへの追加
この検出ルールは、SQL Server 2016 DB エンジンのすべてのインスタンスを SQL Server 2016 インスタンス グループに追加します。

SQL Server 2016 DB ファイル
Microsoft SQL Server 2016 データベース ファイル
SQL Server 2016 DB ファイル - 検出
MSSQL 2016: データ ファイルの検出
この検出ルールは、それぞれの SQL Server 2016 データベースのファイル情報を検出します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL Server 2016 DB ファイル - ユニット モニター
DB ファイルの残り空き領域
モニターは、空き領域 (割り当て済みの領域と、メディア上の空き領域の両方を含む) が警告しきい値の設定を下回った場合に警告を報告します。このしきい値は、データ サイズとディスクの空き領域の合計に対する割合で表されます。このモニターは、空き領域が重大しきい値を下回った場合に重大アラートを報告します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	Azure 最大ファイル サイズ (MB)
	Azure Blob ストレージに格納されるデータ ファイルの最大サイズ。ワークフローでは、この値を各ファイルの最大ストレージ容量と見なします。
	1048576

	重大しきい値
	値がこのしきい値を下回る場合、モニターは状態を重大に変更します。 このしきい値と警告しきい値の間 (両方のしきい値を含む) にあると、モニターが警告状態になります。
	10

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300

	警告しきい値
	モニターは、値がこのしきい値を下回ると状態を警告に変更します。
	20



	

	
	
	



SQL Server 2016 DB ファイル - ルール (非アラート)
MSSQL 2016: DB ファイル空き領域合計 (MB)
ファイル内の残りの領域のサイズ (メガバイト単位)。自動拡張が有効にされたファイルをホストしているメディア上の残りの領域も含まれます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	Azure 最大ファイル サイズ (MB)
	Azure Blob ストレージに格納されるデータ ファイルの最大サイズ。ワークフローでは、この値を各ファイルの最大ストレージ容量と見なします。
	1048576

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: DB ファイルの未使用の割り当て領域 (MB)
ファイル内の残りの領域のサイズ (メガバイト単位)。自動拡張が有効にされた、ファイルをホストしているメディア上の残りの領域は含まれません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	Azure 最大ファイル サイズ (MB)
	Azure Blob ストレージに格納されるデータ ファイルの最大サイズ。ワークフローでは、この値を各ファイルの最大ストレージ容量と見なします。
	1048576

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: DB ファイルの未使用の割り当て領域 (%)
ファイル内の残りの領域のサイズ (割合)。自動拡張が有効にされたファイルをホストしているメディア上の残りの領域は含まれません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	Azure 最大ファイル サイズ (MB)
	Azure Blob ストレージに格納されるデータ ファイルの最大サイズ。ワークフローでは、この値を各ファイルの最大ストレージ容量と見なします。
	1048576

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: DB ファイル空き領域合計 (%)
ファイル内の残りの領域のサイズ (割合)。自動拡張が有効にされたファイルをホストしているメディア上の残りの領域も含まれます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	Azure 最大ファイル サイズ (MB)
	Azure Blob ストレージに格納されるデータ ファイルの最大サイズ。ワークフローでは、この値を各ファイルの最大ストレージ容量と見なします。
	1048576

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL Server 2016 DB ファイル グループ
Microsoft SQL Server 2016 データベース ファイル グループ
SQL Server 2016 DB ファイル グループ - 検出
MSSQL 2016: ファイル グループの検出
この検出ルールは、それぞれの SQL Server 2016 データベースのファイル グループ情報を検出します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL Server 2016 DB ファイル グループ - 集計モニター
DB ファイル グループ空き領域
ファイル グループの総空き領域の状態を監視します。

SQL Server 2016 DB ファイル グループ - 依存関係 (ロールアップ) モニター
DB ファイル空き領域 (ロールアップ)
このモニターは、データベースと関連するメディアのすべてのファイル グループの空き領域を監視します。ファイルをホストしているメディアで使用可能な領域は、少なくとも 1 つのファイルで自動拡張が有効になっている場合にのみ空き領域の一部として含まれます。このモニターは、依存関係 (ロールアップ) モニターです。

SQL Server 2016 DB ファイル グループ - ルール (非アラート)
MSSQL 2016: DB ファイル グループ空き領域合計 (%)
データベースのファイル グループの空き領域を割合で収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	Azure 最大ファイル サイズ (MB)
	Azure Blob ストレージに格納されるデータ ファイルの最大サイズ。ワークフローでは、この値を各ファイルの最大ストレージ容量と見なします。
	1048576

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	スクリプトの遅延時間 (ミリ秒)
	このパラメーターは、ワークフローによって実行される連続するいくつかの T-SQL クエリ間の遅延時間を設定します。これにより、多数のターゲット オブジェクトが発生した場合、ワークフローによって生成されるフット プリントを削減します。このパラメーターを変更する前に、Microsoft サポートに連絡してください。
	0

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: DB ファイル グループの未使用の割り当て領域 (MB)
このファイル グループのすべてのファイルに対する、残りの領域のサイズ (メガバイト単位)。自動拡張が有効にされた、ファイルをホストしているメディア上の残りの領域は含まれません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	Azure 最大ファイル サイズ (MB)
	Azure Blob ストレージに格納されるデータ ファイルの最大サイズ。ワークフローでは、この値を各ファイルの最大ストレージ容量と見なします。
	1048576

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	スクリプトの遅延時間 (ミリ秒)
	このパラメーターは、ワークフローによって実行される連続するいくつかの T-SQL クエリ間の遅延時間を設定します。これにより、多数のターゲット オブジェクトが発生した場合、ワークフローによって生成されるフット プリントを削減します。このパラメーターを変更する前に、Microsoft サポートに連絡してください。
	0

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: DB ファイル グループの未使用の割り当て領域 (%)
このファイル グループのすべてのファイルに対する、残りの領域のサイズ (割合)。自動拡張が有効にされた、ファイルをホストしているメディア上の残りの領域は含まれません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	Azure 最大ファイル サイズ (MB)
	Azure Blob ストレージに格納されるデータ ファイルの最大サイズ。ワークフローでは、この値を各ファイルの最大ストレージ容量と見なします。
	1048576

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	スクリプトの遅延時間 (ミリ秒)
	このパラメーターは、ワークフローによって実行される連続するいくつかの T-SQL クエリ間の遅延時間を設定します。これにより、多数のターゲット オブジェクトが発生した場合、ワークフローによって生成されるフット プリントを削減します。このパラメーターを変更する前に、Microsoft サポートに連絡してください。
	0

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: DB ファイル グループ空き領域合計 (MB)
このファイル グループのすべてのファイルに対する、残りの領域のサイズ (メガバイト単位)。自動拡張が有効にされたファイルをホストしているメディア上の残りの領域も含まれます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	Azure 最大ファイル サイズ (MB)
	Azure Blob ストレージに格納されるデータ ファイルの最大サイズ。ワークフローでは、この値を各ファイルの最大ストレージ容量と見なします。
	1048576

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	スクリプトの遅延時間 (ミリ秒)
	このパラメーターは、ワークフローによって実行される連続するいくつかの T-SQL クエリ間の遅延時間を設定します。これにより、多数のターゲット オブジェクトが発生した場合、ワークフローによって生成されるフット プリントを削減します。このパラメーターを変更する前に、Microsoft サポートに連絡してください。
	0

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL Server 2016 DB FILESTREAM ファイル グループ
Microsoft SQL Server 2016 DB FILESTREAM ファイル グループ
SQL Server 2016 DB FILESTREAM ファイル グループ - ユニット モニター
DB FILESTREAM ファイル グループ空き領域
モニターは、空き領域がデータ サイズの合計の割合 (%) で指定された警告しきい値設定を下回る場合に警告を報告します。このモニターは、空き領域が重大しきい値を下回った場合に重大アラートを報告します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	Azure 最大ファイル サイズ (MB)
	Azure 最大ファイル サイズ (MB)
	1048576

	重大しきい値
	値がこのしきい値を下回る場合、モニターは状態を重大に変更します。 このしきい値と警告しきい値の間 (両方のしきい値を含む) にあると、モニターが警告状態になります。
	10

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300

	警告しきい値
	モニターは、値がこのしきい値を下回ると状態を警告に変更します。
	20



	

	
	
	



SQL Server 2016 DB FILESTREAM ファイル グループ - ルール (非アラート)
MSSQL 2016: DB FILESTREAM ファイル グループ空き領域合計 (MB)
FILESTREAM ファイル グループのデータ コンテナーの空き領域をメガバイト単位で収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	Azure 最大ファイル サイズ (MB)
	Azure Blob ストレージに格納されるデータ ファイルの最大サイズ。ワークフローでは、この値を各ファイルの最大ストレージ容量と見なします。
	1048576

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	スクリプトの遅延時間 (ミリ秒)
	このパラメーターは、ワークフローによって実行される連続するいくつかの T-SQL クエリ間の遅延時間を設定します。これにより、多数のターゲット オブジェクトが発生した場合、ワークフローによって生成されるフット プリントを削減します。このパラメーターを変更する前に、Microsoft サポートに連絡してください。
	0

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: DB FILESTREAM ファイル グループ空き領域合計 (%)
FILESTREAM ファイル グループのデータ コンテナーの空き領域を割合で収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	Azure 最大ファイル サイズ (MB)
	Azure Blob ストレージに格納されるデータ ファイルの最大サイズ。ワークフローでは、この値を各ファイルの最大ストレージ容量と見なします。
	1048576

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	スクリプトの遅延時間 (ミリ秒)
	このパラメーターは、ワークフローによって実行される連続するいくつかの T-SQL クエリ間の遅延時間を設定します。これにより、多数のターゲット オブジェクトが発生した場合、ワークフローによって生成されるフット プリントを削減します。このパラメーターを変更する前に、Microsoft サポートに連絡してください。
	0

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL Server 2016 DB ログ ファイル
Microsoft SQL Server 2016 データベース トランザクション ログ ファイル
SQL Server 2016 DB ログ ファイル - 検出
MSSQL 2016: トランザクション ログ ファイルの検出
この検出ルールは、それぞれの SQL Server 2016 データベースのトランザクション ログ ファイルを検出します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL Server 2016 DB ログ ファイル - ユニット モニター
DB ログ ファイルの残り空き領域
モニターは、空き領域 (割り当て済みの領域と、メディア上の空き領域の両方を含む) が警告しきい値の設定を下回った場合に警告を報告します。このしきい値は、データ サイズとディスクの空き領域の合計に対する割合で表されます。このモニターは、空き領域が重大しきい値を下回った場合に重大アラートを報告します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	Azure 最大ファイル サイズ (MB)
	Azure Blob ストレージに格納されるデータ ファイルの最大サイズ。ワークフローでは、この値を各ファイルの最大ストレージ容量と見なします。
	1048576

	重大しきい値
	値がこのしきい値を下回る場合、モニターは状態を重大に変更します。 このしきい値と警告しきい値の間 (両方のしきい値を含む) にあると、モニターが警告状態になります。
	10

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300

	警告しきい値
	モニターは、値がこのしきい値を下回ると状態を警告に変更します。
	20



	

	
	
	



SQL Server 2016 DB ログ ファイル - ルール (非アラート)
MSSQL 2016: DB ログ ファイルの未使用の割り当て領域 (MB)
このデータベースのすべてのログ ファイルに対する、残りの領域のサイズ (メガバイト単位)。自動拡張が有効にされた、ファイルをホストしているメディア上の残りの領域は含まれません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	Azure 最大ファイル サイズ (MB)
	Azure Blob ストレージに格納されるデータ ファイルの最大サイズ。ワークフローでは、この値を各ファイルの最大ストレージ容量と見なします。
	1048576

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: DB ログ ファイル空き領域合計 (MB)
このデータベースのすべてのログ ファイルに対する、残りの領域のサイズ (メガバイト単位)。自動拡張が有効にされたファイルをホストしているメディア上の残りの領域も含まれます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	Azure 最大ファイル サイズ (MB)
	Azure Blob ストレージに格納されるデータ ファイルの最大サイズ。ワークフローでは、この値を各ファイルの最大ストレージ容量と見なします。
	1048576

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: DB ログ ファイルの未使用の割り当て領域 (%)
このデータベースのすべてのログ ファイルに対する、残りの領域のサイズ (割合)。自動拡張が有効にされた、ファイルをホストしているメディア上の残りの領域は含まれません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	Azure 最大ファイル サイズ (MB)
	Azure Blob ストレージに格納されるデータ ファイルの最大サイズ。ワークフローでは、この値を各ファイルの最大ストレージ容量と見なします。
	1048576

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: DB ログ ファイル空き領域合計 (%)
このデータベースのすべてのログ ファイルに対する、残りの領域のサイズ (割合)。自動拡張が有効にされたファイルをホストしているメディア上の残りの領域も含まれます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	Azure 最大ファイル サイズ (MB)
	Azure Blob ストレージに格納されるデータ ファイルの最大サイズ。ワークフローでは、この値を各ファイルの最大ストレージ容量と見なします。
	1048576

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL Server 2016 DB メモリ最適化データ コンテナー
Microsoft SQL Server 2016 データベース メモリ最適化データのファイル グループ コンテナー
SQL Server 2016 DB メモリ最適化データ コンテナー - 検出
MSSQL 2016: メモリ最適化データ ファイル グループ コンテナーの検出
この検出ルールは、それぞれの SQL Server 2016 データベースに対するメモリ最適化データ コンテナーを検出します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL Server 2016 DB メモリ最適化データ コンテナー - ユニット モニター
メモリ最適化データ ファイル グループ コンテナーの空き領域
このモニターは、メモリ最適化データ ファイル グループ コンテナーの使用可能なディスク領域が警告のしきい値設定 (メモリ最適化データ ファイル グループ コンテナーのサイズとディスクの空き領域の合計に対する割合で表される) を下回るときに、警告を出します。このモニターは、空き領域が重大しきい値を下回った場合に重大アラートを報告します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	重大しきい値
	値がこのしきい値を下回る場合、モニターは状態を '重大' に変更します。
	10

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	スクリプトの遅延時間 (ミリ秒)
	このパラメーターは、ワークフローによって実行される連続するいくつかの T-SQL クエリ間の遅延時間を設定します。これにより、多数のターゲット オブジェクトが発生した場合、ワークフローによって生成されるフット プリントを削減します。このパラメーターを変更する前に、Microsoft サポートに連絡してください。
	0

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300

	警告しきい値
	値がこのしきい値を下回る場合、モニターは状態を '警告' に変更します。
	20



	

	
	
	



SQL Server 2016 DB メモリ最適化データ コンテナー - ルール (非アラート)
MSSQL 2016: メモリ最適化データ ファイル グループ コンテナーの空き領域 (MB)
メモリ最適化データ ファイル グループ コンテナーで使用可能な空き領域の量を収集します (メガバイト単位)。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	スクリプトの遅延時間 (ミリ秒)
	このパラメーターは、ワークフローによって実行される連続するいくつかの T-SQL クエリ間の遅延時間を設定します。これにより、多数のターゲット オブジェクトが発生した場合、ワークフローによって生成されるフット プリントを削減します。このパラメーターを変更する前に、Microsoft サポートに連絡してください。
	0

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: メモリ最適化データ ファイル グループ コンテナーの空き領域 (%)
メモリ最適化データ ファイル グループ コンテナーの使用可能な空き領域の量を収集し、ディスクの空き領域とメモリ最適化データ ファイル グループ コンテナーに保存されるデータのサイズの合計に対する割合で表します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	スクリプトの遅延時間 (ミリ秒)
	このパラメーターは、ワークフローによって実行される連続するいくつかの T-SQL クエリ間の遅延時間を設定します。これにより、多数のターゲット オブジェクトが発生した場合、ワークフローによって生成されるフット プリントを削減します。このパラメーターを変更する前に、Microsoft サポートに連絡してください。
	0

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL Server 2016 DB メモリ最適化データ ファイル グループ
Microsoft SQL Server 2016 データベース メモリ最適化データのファイル グループ
SQL Server 2016 DB メモリ最適化データ ファイル グループ - 検出
MSSQL 2016: メモリ最適化データ ファイル グループの検出
この検出ルールは、それぞれの SQL Server 2016 データベースのメモリ最適化データ ファイル グループ情報を検出します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL Server 2016 DB メモリ最適化データ ファイル グループ - ユニット モニター
ハッシュ バケット内の行チェーンの平均の長さ
このモニターは、SQL データベース内ハッシュ インデックスの空のバケット数と行チェーンの平均の長さを確認します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	平均チェーン長しきい値
	ハッシュ バケット内の行チェーンの平均の長さを示す平均チェーン長のしきい値。
	100

	表示インデックス数
	ベスト プラクティスに従って構成されていないインデックスの表示数。
	5

	空のバケットの割合しきい値
	ハッシュ インデックス内の空のバケットの数を示す空のバケットの割合のしきい値です。
	10

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	43200

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



ガベージ コレクション
このモニターは、メモリ最適化データ ファイルのアクティブな行で使用される領域がしきい値の設定を下回った場合、重大状態を報告し、アラートをトリガーします。このしきい値は、データ ファイルのサイズの割合で表されます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	スクリプトの遅延時間 (ミリ秒)
	このパラメーターは、ワークフローによって実行される連続するいくつかの T-SQL クエリ間の遅延時間を設定します。これにより、多数のターゲット オブジェクトが発生した場合、ワークフローによって生成されるフット プリントを削減します。このパラメーターを変更する前に、Microsoft サポートに連絡してください。
	0

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	00:05

	しきい値
	収集された値はこのパラメーターと比較されます。
	50

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



ハッシュ インデックス内の空のバケットの割合
このモニターは、SQL データベースのハッシュ インデックスの空のバケット数を確認します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	表示インデックス数
	ベスト プラクティスに従って構成されていないインデックスの表示数。
	5

	空のバケットの割合しきい値
	ハッシュ インデックス内の空のバケットの数を示す空のバケットの割合のしきい値です。
	10

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	43200

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



XTP 構成
このモニターは、SQL データベース XTP 構成の状態を確認します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	43200

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



メモリ最適化データの古いチェックポイント ファイル ペア率
メモリ最適化データ ファイル グループの古いチェックポイント ファイル ペアの比率が指定されたしきい値を上回った場合、モニターは重大状態を報告し、アラートをトリガーします。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	300

	サンプル数
	測定値が何回しきい値に違反すると状態変更が生じるかを示します。
	6

	スクリプトの遅延時間 (ミリ秒)
	このパラメーターは、ワークフローによって実行される連続するいくつかの T-SQL クエリ間の遅延時間を設定します。これにより、多数のターゲット オブジェクトが発生した場合、ワークフローによって生成されるフット プリントを削減します。このパラメーターを変更する前に、Microsoft サポートに連絡してください。
	0

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	しきい値
	収集された比率はこのパラメーターと比較されます。
	60

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	180



	

	
	
	



SQL Server 2016 DB メモリ最適化データ ファイル グループ - 集計モニター
DB メモリ最適化データ ファイル グループ空き領域
このモニターは、メモリ最適化データ ファイル グループの空き領域の状態を集計します。

SQL Server 2016 DB メモリ最適化データ ファイル グループ - 依存関係 (ロールアップ) モニター
DB メモリ最適化データ ファイル グループ コンテナー領域 (ロールアップ)
このモニターは、すべてのメモリ最適化データ ファイル グループ コンテナーの使用可能なディスク領域が警告のしきい値設定 (メモリ最適化データ ファイル グループ コンテナーのサイズとディスクの空き領域の合計に対する割合で表される) を下回るときに、警告を出します。このモニターは、空き領域が重大しきい値を下回った場合に重大状態を報告します。このモニターは、依存関係 (ロールアップ) モニターです。

SQL Server 2016 DB メモリ最適化データ ファイル グループ - ルール (非アラート)
MSSQL 2016: 使用された XTP メモリ (KB)
メモリ最適化テーブルが含まれる SQL 2016 データベースについて、Windows の "XTP Memory Used (KB)" (使用された XTP メモリ (KB)) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: インデックスによって使用されているメモリ (MB)
指定された SQL Server 2016 データベースのメモリ最適化テーブルで定義されたインデックスに割り当てられたメモリ量を収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	スクリプトの遅延時間 (ミリ秒)
	このパラメーターは、ワークフローによって実行される連続するいくつかの T-SQL クエリ間の遅延時間を設定します。これにより、多数のターゲット オブジェクトが発生した場合、ワークフローによって生成されるフット プリントを削減します。このパラメーターを変更する前に、Microsoft サポートに連絡してください。
	0

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	00:09

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: メモリ最適化データ ガベージ コレクション FILL FACTOR (%)
メモリ最適化データ ファイル グループのガベージ コレクション Fill Factor (メモリ最適化データ ファイルのアクティブな行で使用される領域のサイズを、データ ファイルのサイズに対する割合で表したもの) を収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	スクリプトの遅延時間 (ミリ秒)
	このパラメーターは、ワークフローによって実行される連続するいくつかの T-SQL クエリ間の遅延時間を設定します。これにより、多数のターゲット オブジェクトが発生した場合、ワークフローによって生成されるフット プリントを削減します。このパラメーターを変更する前に、Microsoft サポートに連絡してください。
	0

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	00:05

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: XTP コントローラーの DLC ピーク待機時間
メモリ最適化テーブルが含まれる SQL 2016 データベースについて、Windows の "XTP Controller DLC Peak Latency" (XTP コントローラーの DLC ピーク待機時間) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 事前作成されたチェックポイント ファイル
メモリ最適化データ ファイル グループの事前作成されたチェックポイント ファイルの数を収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	スクリプトの遅延時間 (ミリ秒)
	このパラメーターは、ワークフローによって実行される連続するいくつかの T-SQL クエリ間の遅延時間を設定します。これにより、多数のターゲット オブジェクトが発生した場合、ワークフローによって生成されるフット プリントを削減します。このパラメーターを変更する前に、Microsoft サポートに連絡してください。
	0

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: 作成中のチェックポイント ファイル ペア
メモリ最適化データ ファイル グループの作成中のチェックポイント ファイル ペアの数を収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	スクリプトの遅延時間 (ミリ秒)
	このパラメーターは、ワークフローによって実行される連続するいくつかの T-SQL クエリ間の遅延時間を設定します。これにより、多数のターゲット オブジェクトが発生した場合、ワークフローによって生成されるフット プリントを削減します。このパラメーターを変更する前に、Microsoft サポートに連絡してください。
	0

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: マージ ターゲット チェックポイント ファイル ペア
メモリ最適化データ ファイル グループのマージ ターゲット チェックポイント ファイル ペアの数を収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	スクリプトの遅延時間 (ミリ秒)
	このパラメーターは、ワークフローによって実行される連続するいくつかの T-SQL クエリ間の遅延時間を設定します。これにより、多数のターゲット オブジェクトが発生した場合、ワークフローによって生成されるフット プリントを削減します。このパラメーターを変更する前に、Microsoft サポートに連絡してください。
	0

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: XTP コントローラーの処理ログ数/秒
メモリ最適化テーブルが含まれる SQL 2016 データベースについて、Windows の "XTP Controller Log Processed/sec" (XTP コントローラーの処理ログ数/秒) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: アクティブ チェックポイント ファイル ペア
メモリ最適化データ ファイル グループのアクティブ チェックポイント ファイルのペアの数を収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	スクリプトの遅延時間 (ミリ秒)
	このパラメーターは、ワークフローによって実行される連続するいくつかの T-SQL クエリ間の遅延時間を設定します。これにより、多数のターゲット オブジェクトが発生した場合、ワークフローによって生成されるフット プリントを削減します。このパラメーターを変更する前に、Microsoft サポートに連絡してください。
	0

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: DB メモリ最適化データ ファイル グループの合計空き領域 (MB)
メモリ最適化データ ファイル グループのすべてのコンテナーで使用可能な空き領域のサイズを収集します (メガバイト単位)。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	Azure 最大ファイル サイズ (MB)
	Azure Blob ストレージに格納されるデータ ファイルの最大サイズ。ワークフローでは、この値を各ファイルの最大ストレージ容量と見なします。
	1048576

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	スクリプトの遅延時間 (ミリ秒)
	このパラメーターは、ワークフローによって実行される連続するいくつかの T-SQL クエリ間の遅延時間を設定します。これにより、多数のターゲット オブジェクトが発生した場合、ワークフローによって生成されるフット プリントを削減します。このパラメーターを変更する前に、Microsoft サポートに連絡してください。
	0

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: DB メモリ最適化データ ファイル グループの合計空き領域 (%)
メモリ最適化データ ファイル グループのすべてのコンテナーで使用可能な空き領域の量を収集し、ディスクの空き領域とメモリ最適化データ ファイル グループに保存されるデータのサイズの合計に対する割合で表します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	Azure 最大ファイル サイズ (MB)
	Azure Blob ストレージに格納されるデータ ファイルの最大サイズ。ワークフローでは、この値を各ファイルの最大ストレージ容量と見なします。
	1048576

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	スクリプトの遅延時間 (ミリ秒)
	このパラメーターは、ワークフローによって実行される連続するいくつかの T-SQL クエリ間の遅延時間を設定します。これにより、多数のターゲット オブジェクトが発生した場合、ワークフローによって生成されるフット プリントを削減します。このパラメーターを変更する前に、Microsoft サポートに連絡してください。
	0

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: ログの切り捨てを待機中のチェックポイント ファイル ペア
メモリ最適化データ ファイル グループのログの切り捨てを待機中のチェックポイント ファイルの数を収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	スクリプトの遅延時間 (ミリ秒)
	このパラメーターは、ワークフローによって実行される連続するいくつかの T-SQL クエリ間の遅延時間を設定します。これにより、多数のターゲット オブジェクトが発生した場合、ワークフローによって生成されるフット プリントを削減します。このパラメーターを変更する前に、Microsoft サポートに連絡してください。
	0

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: XTP コントローラーの DLC 待機時間/フェッチ
メモリ最適化テーブルが含まれる SQL 2016 データベースについて、Windows の "XTP Controller DLC Latency" (XTP コントローラーの DLC 待機時間/フェッチ) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: テーブルによって使用されているメモリ (MB)
指定された SQL Server 2016 データベースのメモリ最適化テーブルに割り当てられたメモリ量を収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	スクリプトの遅延時間 (ミリ秒)
	このパラメーターは、ワークフローによって実行される連続するいくつかの T-SQL クエリ間の遅延時間を設定します。これにより、多数のターゲット オブジェクトが発生した場合、ワークフローによって生成されるフット プリントを削減します。このパラメーターを変更する前に、Microsoft サポートに連絡してください。
	0

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	00:09

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL Server 2016 既定のリソース プール
SQL Server 2016 既定のリソース プール
SQL Server 2016 既定のリソース プール - 検出
MSSQL 2016: データベース エンジン リソース プールの検出
この検出ルールは、SQL Server 2016 DB エンジンの特定のインスタンスに対するすべてのリソース プールを検出します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	14400

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL Server 2016 のインストール シード
これは Microsoft SQL Server 2016 のインストール シードです。このオブジェクトは特定のサーバー コンピューターに Microsoft SQL Server 2016 のインストールが含まれていることを示します。
SQL Server 2016 のインストール シード - 検出
MSSQL 2016: SQL Server 2016 DB インストール ソース (シード) の検出
この検出ルールは、Microsoft SQL Server 2016 のインストール シードを検出します。このオブジェクトは特定のサーバー コンピューターに Microsoft SQL Server 2016 のインストールが含まれていることを示します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	秒単位による頻度
	
	14400



	

	
	
	



SQL Server 2016 のインストール シード - ルール (アラート)
MSSQL 2016: 検出に失敗しました
MSSQL 2016: 検出に失敗しました
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



SQL Server 2016 インスタンス グループ
すべての SQL Server 2016 DB エンジン インスタンスを含むグループ
SQL Server 2016 インスタンス グループ - 検出
MSSQL 2016: SQL Server 2016 インスタンス グループへの追加
この検出ルールは、すべての SQL Server 2016 DB エンジンを SQL Server 2016 インスタンス グループに追加します。

SQL Server 2016 Integration Services
Microsoft SQL Server 2016 Integration Services のインストール
SQL Server 2016 Integration Services - 検出
MSSQL 2016: SQL Server 2016 Integration Services の検出 (Windows Server)
このオブジェクト検出は、SQL Server 2016 Integration Services がインストールされているかどうかを検出します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	14400



	

	
	
	



SQL Server 2016 Integration Services - ユニット モニター
SQL Server Integration Services の Windows サービス
このモニターは、SQL Integration Services サービスの状態を確認します。
すべての SQL Express エディションが組み込みのデータ ソース コネクタと共に、SQL Server インポートおよびエクスポート ウィザードのみをサポートすることに注意してください。適切な検出されたオブジェクト (サービス) はありません。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	サービスのスタートアップの種類が [自動] の場合にのみ警告
	この値は、'true' または 'false' にのみ設定できます。 'false' に設定されていると、設定されているスタートアップの種類に関係なく警告が発生します。 既定値は 'true' です。
	true



	

	
	
	



SQL Server 2016 Integration Services - ルール (アラート)
MSSQL 2016: IS パッケージが失敗しました
パッケージの実行中にエラーが発生しました。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: IS サービスはユーザー定義の構成ファイルを読み込めませんでした
サービスが開始されたときに、Integration Services サービスの構成ファイルを読み込めませんでした。既定では、このファイルの名前は MSDtsSrvr.ini.xml です。ただし、レジストリ設定で、あらゆるファイル名およびファイルの場所を使用するように Integration Services を構成できます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: チェックポイント ファイルを読み込めないので、パッケージを実行できませんでした
チェックポイントを使用するように、また、常にチェックポイント ファイルを使用するように構成されたパッケージを再開できませんでした。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: IS サービスが実行中のパッケージを停止しようとしました
Integration Services サービスを使用して、実行中のパッケージを停止するための要求を Integration Services ランタイムに送信しました。注: このルールは既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、モニターを有効にしてください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	いいえ

	警告の生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



MSSQL 2016: パッケージは、チェックポイント ファイルから再開されました。 パッケージは構成どおりにチェックポイントから再開されました
チェックポイントを使用するように構成されているパッケージで障害が発生し、その後チェックポイント ファイルを使用して障害点から再開されました。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	可

	[Priority]
	アラートの優先度を定義します。
	1

	Severity
	アラートの重要度を定義します。
	2



	

	
	
	



SQL Server 2016 Integration Services - ルール (非アラート)
MSSQL 2016: SSIS 2016 パイプライン: スプールされたバッファー
ディスクに現在書き込まれているバッファー数。データ フロー エンジンが使用する物理メモリが不足している場合、現在使用されていないバッファーはディスクに書き込まれ、必要になった時点で再読み込みされます。このカウンターは、15 分間隔でポーリングされます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: SSIS 2016 パイプライン: 読み取られた行
このカウンターは、ソースが生成する行数を示します。この数値には、参照変換が参照テーブルから読み込む行は含まれません。このカウンターは、15 分間隔でポーリングされます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: SSIS 2016 パイプライン: 書き込まれた行
このカウンターには、配布先に提供した行数が表示されます。この数値には、出力先データ ストアに書き込まれた行は含まれません。 このカウンターは、15 分間隔でポーリングされます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



SQL Server 2016 Integration Services - タスク
SQL Server Integration Services サービスを開始します
SQL Server Integration Services サービスを開始します
すべての SQL Express エディションが組み込みのデータ ソース コネクタと共に、SQL Server インポートおよびエクスポート ウィザードのみをサポートすることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	タイムアウト (秒)
	
	300



	

	
	
	



SQL Server Integration Services サービスを停止します
SQL Server Integration Services サービスを停止します
すべての SQL Express エディションが組み込みのデータ ソース コネクタと共に、SQL Server インポートおよびエクスポート ウィザードのみをサポートすることに注意してください。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	タイムアウト (秒)
	
	300



	

	
	
	



SQL Server 2016 Integration Services インストール シード
Microsoft SQL Server 2016 Integration Services のインストール シードです。このオブジェクトは特定のサーバー コンピューターに Microsoft SQL Server 2016 Integration Services のインストールが含まれていることを示します。
SQL Server 2016 Integration Services インストール シード - 検出
MSSQL 2016: SQL Server 2016 DB インストール ソース (シード) の検出
この検出ルールは、Microsoft SQL Server 2016 のインストール シードを検出します。このオブジェクトは特定のサーバー コンピューターに Microsoft SQL Server 2016 のインストールが含まれていることを示します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	秒単位による頻度
	
	14400



	

	
	
	



SQL Server 2016 内部リソース プール
SQL Server 2016 内部リソース プール
SQL Server 2016 内部リソース プール - 検出
MSSQL 2016: データベース エンジン リソース プールの検出
この検出ルールは、SQL Server 2016 DB エンジンの特定のインスタンスに対するすべてのリソース プールを検出します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	14400

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL Server 2016 メモリ最適化データ スコープ グループ
SQL Server 2016 メモリ最適化データ スコープ グループには、メモリ最適化データ ファイル グループ、コンテナー、リソース プールなどの、すべての SQL Server メモリ最適化データ オブジェクトが含まれます。
SQL Server 2016 メモリ最適化データ スコープ グループ - 検出
MSSQL 2016: メモリ最適化データ スコープ グループ検出
この検出ルールは、すべての SQL Server メモリ最適化データ オブジェクトをアラートおよびパフォーマンス データ スコープ グループに含めます。

SQL Server 2016 ミラーリング グループのグループ
すべての SQL Server 2016 ミラーリング グループを含むグループ
SQL Server 2016 ミラーリング グループのグループ - 検出
MSSQL 2016: SQL Server 2016 ミラーリング グループのグループへの追加
この検出ルールは、すべての SQL Server 2016 ミラーリング グループを SQL Server 2016 ミラーリング グループのグループに追加します。

SQL Server 2016 リソース プール
SQL Server 2016 リソース プール抽象クラス
SQL Server 2016 リソース プール - ルール (非アラート)
MSSQL 2016: リソース プールでメモリ許可を待機しているクエリの数。
SQL 2016 DB エンジンの各リソース プールについて、Windows の "Pending memory grants count" (保留中のメモリ許可数) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 設定とサーバーの状態に基づいてリソース プールで取得しようとしている目標メモリ量 (KB)
SQL 2016 DB エンジンの各リソース プールについて、Windows の "Target memory (KB)" (ターゲット メモリ (KB)) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: クエリ実行メモリ許可の現在のメモリ ターゲット (KB)
SQL 2016 DB エンジンの各リソース プールについて、Windows の "Query exec memory target (KB)" (クエリ実行メモリ ターゲット (KB)) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: リソース プールでのクエリ メモリ許可の数
SQL 2016 DB エンジンの各リソース プールについて、Windows の "Active Memory grant amount (KB)" (アクティブ メモリ許可の数 (KB)) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: リソース プールで使用されているメモリ量 (KB)
SQL 2016 DB エンジンの各リソース プールについて、Windows の "Used memory (KB)" (使用されているメモリ (KB)) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: 設定とサーバーの状態に基づいて、リソース プールに設定できる最大メモリ量 (KB)
SQL 2016 DB エンジンの各リソース プールについて、Windows の "Max memory (KB)" (最大メモリ (KB)) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: リソース プールで許可されたメモリの合計数 (KB)
SQL 2016 DB エンジンの各リソース プールについて、Windows の "Active memory grants count" (アクティブ メモリ許可の数) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: クエリ コンパイルの現在のメモリ ターゲット (KB)
SQL 2016 DB エンジンの各リソース プールについて、Windows の "Compile Memory Target (KB)" (コンパイル メモリ ターゲット (KB)) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: リソース プールで発生している 1 秒あたりのクエリ メモリ許可タイムアウトの数
SQL 2016 DB エンジンの各リソース プールについて、Windows の "Memory grant timeouts/sec" (メモリ許可タイムアウト/秒) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: キャッシュ メモリの現在のメモリ ターゲット (KB)
SQL 2016 DB エンジンの各リソース プールについて、Windows の "Cache memory target (KB)" (キャッシュ メモリ ターゲット (KB)) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



MSSQL 2016: リソース プールで発生している 1 秒あたりのクエリ メモリ許可の数
SQL 2016 DB エンジンの各リソース プールについて、Windows の "Memory grants/sec" (メモリ許可/秒) パフォーマンス カウンターを収集します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	頻度 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900



	

	
	
	



SQL Server 2016 リソース プール グループ
このグループには、すべての SQL Server 2016 リソース プールが含まれます
SQL Server 2016 リソース プール グループ - 検出
MSSQL 2016: SQL Server 2016 データベース エンジンの検出
この検出ルールは、Windows Server 上で実行されている SQL Server 2016 DB エンジンのすべてのインスタンスを検出します。既定では、すべてのインスタンスが検出され、監視されます。除外リストを使用すると、検出を上書きして、1 つ以上のインスタンスを検出から除外できます。 このリストでは、インスタンスのコンマ区切りの一覧を使用します。または、* 文字を使用してすべてのインスタンスを除外します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	除外リスト
	検出から除外するインスタンスのコンマ区切りの一覧。ワイルドカード * を使用して、すべてのインスタンスを除外できます。
	

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	14400

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL Server 2016 ユーザー リソース プール
SQL Server 2016 ユーザー リソース プール抽象クラス
SQL Server 2016 ユーザー リソース プール - ユニット モニター
リソース プールのメモリ消費量
このモニターは、リソース プールによって使用されるメモリ量がしきい値の設定を上回る場合、重大な状態を報告し、アラートを生成します。しきい値は、指定されたリソース プールのメモリ最適化データ テーブルで使用可能なメモリの割合で表されます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	True

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	300

	サンプル数
	測定値が何回しきい値に違反すると状態変更が生じるかを示します。
	6

	スクリプトの遅延時間 (ミリ秒)
	このパラメーターは、ワークフローによって実行される連続するいくつかの T-SQL クエリ間の遅延時間を設定します。これにより、多数のターゲット オブジェクトが発生した場合、ワークフローによって生成されるフット プリントを削減します。このパラメーターを変更する前に、Microsoft サポートに連絡してください。
	0

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	00:07

	しきい値
	収集された値はこのパラメーターと比較されます。
	90

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	180



	

	
	
	



SQL Server 2016 ユーザー リソース プール - ルール (非アラート)
MSSQL 2016: ユーザー リソース プールのメモリ消費量 (MB)
リソース プールで使用されるメモリ量を収集します (メガバイト単位)。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	スクリプトの遅延時間 (ミリ秒)
	このパラメーターは、ワークフローによって実行される連続するいくつかの T-SQL クエリ間の遅延時間を設定します。これにより、多数のターゲット オブジェクトが発生した場合、ワークフローによって生成されるフット プリントを削減します。このパラメーターを変更する前に、Microsoft サポートに連絡してください。
	0

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	00:07

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



MSSQL 2016: ユーザー リソース プールのメモリ消費量 (%)
リソース プールで使用されるメモリ量を収集します。これは、指定されたリソース プールのメモリ最適化データ テーブルで使用可能なメモリの割合で表されます。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	可

	アラートの生成
	ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
	いいえ

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	900

	スクリプトの遅延時間 (ミリ秒)
	このパラメーターは、ワークフローによって実行される連続するいくつかの T-SQL クエリ間の遅延時間を設定します。これにより、多数のターゲット オブジェクトが発生した場合、ワークフローによって生成されるフット プリントを削減します。このパラメーターを変更する前に、Microsoft サポートに連絡してください。
	0

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	00:07

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL Server 2016 ユーザー定義のリソース プール
SQL Server 2016 ユーザー定義のリソース プール
SQL Server 2016 ユーザー定義のリソース プール - 検出
MSSQL 2016: データベース エンジン リソース プールの検出
この検出ルールは、SQL Server 2016 DB エンジンの特定のインスタンスに対するすべてのリソース プールを検出します。
	
	
	

	
		名前
	説明
	既定値

	有効
	ワークフローを有効または無効にします。
	はい

	間隔 (秒)
	ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
	14400

	同期時刻
	24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
	

	タイムアウト (秒)
	ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの許容実行時間を指定します。
	300



	

	
	
	



SQL Server アラート スコープ グループ
SQL Server 警告スコープ グループには、SQL Server のオブジェクトのうち、警告を生成する可能性のあるものが含まれます。
SQL Server アラート スコープ グループ - 検出
MSSQL 2016: アラート スコープ グループの検出
このオブジェクト検出は、すべての SQL サーバー ロールをアラート スコープ グループに含めます。

MSSQL 2016: アラート スコープ グループの検出
このオブジェクト検出は、すべての SQL サーバー ロールをアラート スコープ グループに含めます。

SQL Server AlwaysOn 可用性グループ
このグループには、Microsoft SQL Server AlwaysOn 可用性コンポーネントが含まれています
SQL Server AlwaysOn 可用性グループ - 依存関係 (ロールアップ) モニター
可用性グループの可用性ロールアップ
可用性グループの可用性ロールアップ

可用性グループ ロールアップ
可用性グループ パフォーマンス ロールアップ

可用性グループ構成ロールアップ
可用性グループ構成ロールアップ

可用性グループ セキュリティ ロールアップ
可用性グループ セキュリティ ロールアップ

SQL Server AlwaysOn 可用性レプリカ グループ
このグループには、Microsoft SQL Server AlwaysOn 可用性レプリカ コンポーネントが含まれています
SQL Server AlwaysOn 可用性レプリカ グループ - 依存関係 (ロールアップ) モニター
可用性レプリカの可用性ロールアップ
可用性レプリカの可用性ロールアップ

可用性レプリカ構成ロールアップ
可用性レプリカ構成ロールアップ

可用性レプリカ ロールアップ
可用性レプリカ パフォーマンス ロールアップ

可用性レプリカ セキュリティ ロールアップ
可用性レプリカ セキュリティ ロールアップ

SQL Server AlwaysOn データベース レプリカ グループ
このグループには、Microsoft SQL Server AlwaysOn データベース レプリカ コンポーネントが含まれています
SQL Server AlwaysOn データベース レプリカ グループ - 依存関係 (ロールアップ) モニター
データベース レプリカ ロールアップ
データベース レプリカ パフォーマンス ロールアップ

データベース レプリカ セキュリティ ロールアップ
データベース レプリカ セキュリティ ロールアップ

データベース レプリカ構成ロールアップ
データベース レプリカ構成ロールアップ

データベース レプリカ可用性ロールアップ
データベース レプリカ可用性ロールアップ

SQL Server コンピューター
このグループには、Microsoft SQL Server のコンポーネントが実行されているすべての Windows コンピューターが含まれます
SQL Server コンピューター - 検出
MSSQL 2016: SQL Server コンピューター グループ メンバーシップの検出
SQL Server を実行しているすべてのコンピューターをコンピューター グループに追加します。

MSSQL 2016: SQL Server コンピューター グループ メンバーシップの検出
SQL Server を実行しているすべてのコンピューターをコンピューター グループに追加します。

SQL Server DB エンジン グループ
Microsoft SQL Server データベース エンジンのすべてのインスタンスを含むグループ
SQL Server DB エンジン グループ - 検出
MSSQL: SQL Server インスタンス グループへの追加
この検出ルールは、すべての SQL Server DB エンジンをインスタンス グループに追加します。

SQL Server Express 2016 DB エンジン グループ
Microsoft SQL Server Express 2016 データベース エンジンのすべてのインスタンスを含むグループ
SQL Server Express 2016 DB エンジン グループ - 検出
MSSQL 2016: SQL Server Express 2016 インスタンス グループへの追加
この検出ルールは、すべての SQL Server Express 2016 DB エンジンを Express インスタンス グループに追加します。

SQL Server Integration Services グループ
Microsoft SQL Server Integration Services のすべてのインスタンスを含むグループ
SQL Server Integration Services グループ - 検出
MSSQL 2016: Integration Services グループ検出
このオブジェクト検出は、すべての SQL Integration Services を Integration Services グループに追加します。
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	レポート
	説明

	SQL Broker パフォーマンス 
	次のパフォーマンス メトリックスのグラフを表示します。
•	呼び出されたアクティブ化ストアド プロシージャの 1 秒あたりの統計
•	アクティブ化タスク制限の到達
•	アクティブ化タスク制限の到達の 1 秒あたりの統計
•	アクティブ化タスクの中止
•	キューに格納された 1 秒あたりのメッセージの数
•	キューに格納された 1 秒あたりのトランスポート メッセージの数
•	1 秒あたりの SQL RECEIVE
•	1 秒あたりの SQL SEND
•	1 秒あたりに開始されるタスク数
•	合計トランザクション ロールバック数
•	1 秒あたりのトランスポート メッセージ RECEIVE の数
•	トランスポート メッセージ数
•	開いたトランスポート接続数の統計
•	1 秒あたりのトランスポート受信 I/O
•	1 秒あたりのトランスポート送信 I/O

	SQL Server データベース エンジン カウンター
	次のパフォーマンス メトリックスのグラフを表示します。
•	Buffer cache hit ratio
•	1 秒あたりのロック タイムアウト数
•	1 秒あたりのデッドロック数
•	1 秒あたりの SQL の再コンパイル数
•	1 秒あたりの SQL のコンパイル数
•	1 秒あたりのトランザクション数

	SQL Server 構成
	提供されたオブジェクトの種類が SQL Server 2016 DB エンジンの場合は、次の検出プロパティが表示されます。
•	監査レベル
•	認証モード
•	クラスター
•	エラー報告を有効にする
•	エラー ログの場所
•	言語
•	master データベースの場所
•	master データベース ログの場所
•	サービス パックのバージョン
•	バージョン

	SQL Server ロックの分析
	提供されたオブジェクトの種類が SQL Server 2016 DB エンジンの場合は、次のパフォーマンス メトリックスのグラフが表示されます。
·  1 秒あたりのデッドロック数。

	SQL Server Service Pack
	提供されたオブジェクトの種類が SQL Server 2016 DB エンジンの場合は、次の検出プロパティが表示されます。
•	Service Pack のバージョン
•	バージョン

	SQL ユーザー アクティビティ 
	選択した各オブジェクトについて、
· “1 秒あたりのログイン数“ というパフォーマンス メトリックを含むグラフが表示されます。

	上位 5 つのデッドロックしたデータベース
	上位 5 つのデッドロックしたデータベースを示すグラフ、およびデータベースとそのカウンター値の一覧を含む表を表示します。

	日別のユーザー接続
	提供されたオブジェクトの種類が SQL Server 2016 DB エンジンの場合、選択した各オブジェクトについて、次のパフォーマンス メトリックを含むグラフが表示されます。
·  SQL ユーザー接続。

	ピーク時間別のユーザー接続
	提供されたオブジェクトの種類が SQL Server 2016 DB エンジンの場合、選択した各オブジェクトについて、次のパフォーマンス メトリックスを含むグラフが表示されます:
· SQL ユーザー接続。

	SQL データベース領域 
	提供されたオブジェクトの種類が SQL Server 2016 DB の場合、選択した各オブジェクトについて、次のパフォーマンス メトリックスを含むグラフが表示されます。
· DB の使用可能領域の合計 (%)
· DB の使用可能領域の合計 (MB)
· DB 割り当て領域 (MB)



[bookmark: _Toc469565846]付録: 既知の問題とトラブルシューティング 
OpsMgr イベントで “パフォーマンス カウンターが見つかりません“ エラーが発生する。
問題: 必要なパフォーマンス カウンターがパフォーマンス モニターに登録されていない場合は、管理パックの監視シナリオは必要な情報を取得できず、エラーで終了します。
解決方法: カウンターを登録します。詳細はこちらをご覧ください。

ミラーリング図がバージョン固有である。
問題: ミラーリング図には、SQL ミラーリング 2008、2012、2014、2016 の 4 つがあります。それぞれの図には、特定のバージョンのオブジェクトが表示され、他のバージョンの SQL Server でホストされている関連オブジェクトは表示されません。
解決方法: 構成されている SQL Server ミラーリングで、異なるバージョンの SQL Server が使用されている場合は、選択したバージョンに関連するすべてのビューを監視する必要があります。

データベース バックアップ状態モニターが、Always On グループのセカンダリ レプリカで偽陽性のアラートを生成する。
問題: データベース バックアップ状態モニターには、データベースがセカンダリ レプリカであるかどうかを追跡するロジックがありません。含まれているデータベースのうち少なくとも 1 つのデータベースのバックアップを必要とする拡張バックアップ ロジックが AOG にあるため、モニターが偽陽性のアラートを生成します。
解決方法: 既定では、モニターは無効になっており、ご使用の環境でモニター シナリオを有効にする場合、データベース バックアップの保存に使用しないすべてのサーバーのモニターを無効のままにしておくことをお勧めします。今後、AON MP の特定のシナリオが実装される可能性があります。

[状態の表示] コンテキスト操作によって開かれたときに、状態ビューに限られたプロパティ セットのみが表示されることがある。
問題: 状態ビューをタスク ペインまたは [SQL Server のロール] ダッシュボードのコンテキスト メニューから起動したときに、状態ビューに限られたプロパティと列のセットのみが表示されることがあります。
解決方法: 詳細ウィジェットをダッシュボードの下半分に配置して使用します。別の方法として、管理パックで提供されている状態ビューを使用することもできます。

パフォーマンス収集ルールが、データ収集最適化を使用しない。
問題: この管理パック内の一部のパフォーマンス収集ルールで、データ収集最適化が使用されません。このため、Operations Manager データベースに格納されるデータの量が増加することになります。
解決方法: SCOM データ ウェアハウスに格納される時間単位および日単位の集計パフォーマンス データの正確性を保証するために、パフォーマンス データ収集最適化はこの管理パックから削除されました。この管理パックが収集するパフォーマンス データの量を削減する必要がある場合は、収集間隔の短縮を検討してください。

SQL Server 2016 データベース概要ダッシュボードで何も選択していない場合にすべてのアクティブなアラートが表示される
問題: 現時点では、ダッシュボードで何も選択していないと、すべてのアクティブなアラートが表示されます。これは、既定のアラート ウィジェットの標準のクエリ メカニズムです。
解決方法: 少なくとも 1 つの DB スイートをフィルター選択オプションとして設定します。

DB 名に中かっこなどの特殊文字が含まれている場合にパフォーマンス データが表示されない
問題: 既定のパフォーマンス ウィジェット、データベース概要ダッシュボード、インスタンス概要ダッシュボードでは、名前に中かっこが含まれているデータベースやインスタンスについてはパフォーマンス データが表示されません。
解決方法: これは SCOM の既知の問題です。現時点では回避策はありません。

パフォーマンス カウンターがローカライズ (英語以外) されているオペレーティング システムで、パフォーマンスの収集が失敗することがある。
問題: オペレーティング システムのパフォーマンス カウンター名がローカライズ (英語以外) されていて、実行プロファイルを低い特権のアカウントを使用するように構成しているときに、監視ワークフローがパフォーマンス データの収集に失敗することがあります。このような場合、イベント ID 4001 および理由"型を追加できません。コンパイル エラーが発生しました。“ というエラーが Operations Manager イベント ログに示されます。
解決方法: パフォーマンス カウンターの名前を取得するには、管理権限が必要です。SQL Server 監視ワークフローの実行に使用するアカウントにローカルの管理権限を付与してください。
OpsMgr イベント ログに “ルール/モニター "<Rule/Monitor ID> は初期化できないため、読み込まれません」というエラーが記録される。
問題: 6.6.7.6 以降のバージョンの SQL Server 用 Microsoft System Center 管理パックがインストールされていると、"Microsoft.SQLServer.2016.AlwaysOn.TransactionDelay" ルールが失敗していました。この問題は、“許容範囲“ と “最大サンプル数“ が廃止され削除されたために発生します。SQL Server 用 Microsoft System Center 管理パック更新前に最適化が使用されていたその他のモニター/ルールの同様の問題
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解決方法: このルールの上書きを再作成し、ヘルス サービスを再起動します。

ミラー化データベース監視サーバーの検出エラー。
問題: 6.6.7.6 以上のバージョンの MP をインストールすると、次のエラー メッセージを受信します。 
管理グループ: スクリプト: DiscoverSQL2016MirroringWitness.vbs。インスタンス: xxxxx: インスタンス 'xxxxx' のミラーリング監視サーバー スクリプト 'DiscoverSQL2016MirroringWitness.vbs' が失敗しました。
解決方法: 既定では、ローカル システム アカウントに sys.database_mirroring_witnesses の権限はありません。状況に応じて、ローカル システム アカウントに対応する権限を付与する必要があります (詳細は「低い特権の環境」セクションを参照してください)。セキュリティの構成を変更しない (またはミラーリングを一切使用しない) 場合で、このようなメッセージを受け取らないようにする場合は、この検出を無効にすることができます。ミラーリングがなく、使用する予定もない場合は、この検出と対応する監視ファイルをシンプルにアンインストールします。

SQL 構成マネージャーが正しくないバージョンのスナップインを開始する。
問題: SQL 構成マネージャーが正しくないバージョンのスナップインを開始します。例: SQL Server 2016 タスクが SQL Server 2012 の sqlservermanager11.msc スナップインを開始します。
解決方法: コンソール タスクを起動するサーバーに、ターゲットの SQL Server インスタンスに対応する管理ツールをインストールする必要があります。
“サービスのスタートアップの種類が [自動] の場合にのみ警告“ の上書きパラメーターが "FALSE" に設定されている場合に SQL DB エンジン サービス モニターが失敗することがある。
問題: “サービスのスタートアップの種類が [自動] の場合にのみ警告“ の上書きパラメーターが手動で "FALSE" に設定され、この文字列が大文字である場合に、SQL DB エンジン サービス モニターが失敗することがあります。
解決方法: 上述のパラメーターを上書きするときに、文字列を小文字にします。

一部のイベント ログ ルールが SQL デッドロックに関するアラートを生成しないことがある。
問題: SQL Server は既定ではイベント ログとエージェントが多くなりすぎないように特定の SQL デッドロックをログに記録しないため、一部のイベント ログ ルールがこのようなイベントについて Operations Manager でアラートを生成しないことがあります。
解決方法: 上記で説明したイベントのログ記録をオンにするには、SQL Server Management Studio で次のコマンドを実行します。
Exec sp_altermessage [event ID], 'WITH_LOG', 'true'
Select * from sys.messages where message_id=[event ID]
この操作は、イベント ログとエージェントのオーバーランを招く可能性があることに注意してください。そのため、このようなイベントのログ記録が不要な場合は、忘れずにオフにしてください。
「付録: デッドロック イベント ログ ルール」に対応するイベント ID の一覧を示します。

データベース名に引用符が含まれている場合にデータベース バックアップ状態モニターが失敗することがある。
問題: データベース名に 2 つの連続する単一引用符が含まれている場合、データベース バックアップ状態モニターが失敗することがあります。
解決方法: 解決策はありません。

イベント ベースのルールのアラートが適切なビューに表示されない。
問題: イベント ベースのルールのアラートが、適切な子ビューではなくルート SQL ビューに表示されます。
解決方法: 解決策はありません。
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· Microsoft.SQLServer.2016.IS_Service_has_attempted_to_stop_a_running_package_5_Rule eventID: 336
· Microsoft.SQLServer.2016.IS_Service_failed_to_load_user_defined_Configuration_file_5_Rule eventID: 272
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· Microsoft.SQLServer.2016.EventCollectionRule.DBEngine.CreateFileEncounteredOperatingSystemError eventID: 5123
· Microsoft.SQLServer.2016.EventCollectionRule.DBEngine.UnableToOpenThePhysicalFile eventID: 5120
· Microsoft.SQLServer.2016.Rule.XTP.CompilerFailure eventID: 41313
· Microsoft.SQLServer.2016.Rule.XTP.InsufficientDiskSpace eventID: 41822
· Microsoft.SQLServer.2016.Rule.XTP.UnableCallCompiler eventID: 41312
· Microsoft.SQLServer.2016.Rule.XTP.UnableLoadCompiledDll eventID: 41309
· Microsoft.SQLServer.2016.MSDTC_on_server__is_unavailable_1_5_Rule eventID: 8501
· Microsoft.SQLServer.2016.Could_not_create_a_statement_object_using_OLE_DB_provider_1_5_Rule eventID: 7305
· Microsoft.SQLServer.2016.Could_not_create_an_instance_of_OLE_DB_provider_1_5_Rule eventID: 7302
· Microsoft.SQLServer.2016.SQL_Server_Service_Broker_or_Database_Mirroring_Transport_stopped_5_Rule eventID: 9691
· Microsoft.SQLServer.2016.SQL_Server_SQL_Server_Service_Broker_attempted_to_use_an_unsupported_encryption_algorithm_5_Rule eventID: 28060
· Microsoft.SQLServer.2016.SQL_Server_Service_Broker_transmitter_shut_down_due_to_an_exception_or_a_lack_of_memory_5_Rule eventID: 28073
· Microsoft.SQLServer.2016.An_error_occurred_in_the_Service_Broker_manager_5_Rule eventID: 9645
· Microsoft.SQLServer.2016.The_Service_Broker_Database_Mirroring_Transport_could_not_listen_for_connections_due_to_an_error_5_Rule eventID: 9693
· Microsoft.SQLServer.2016.SQL_Server_Service_Broker_or_Database_Mirroring_is_running_in_FIPS_compliance_mode_5_Rule eventID: 28077
· Microsoft.SQLServer.2016.An_error_occurred_while_processing_SQL_Server_Service_Broker_mirroring_routes_5_Rule eventID: 9789
· Microsoft.SQLServer.2016.An_SQL_Server_Service_Broker_dialog_caught_an_error_5_Rule eventID: 9736
· Microsoft.SQLServer.2016.A_SQL_Server_Service_Broker_cryptographic_operation_failed_5_Rule eventID: 9641
· Microsoft.SQLServer.2016.Cannot_start_service_broker_activation_manager_5_Rule eventID: 9701
· Microsoft.SQLServer.2016.SQL_Server_Service_Broker_could_not_query_the_FIPS_compliance_mode_flag_from_the_registry_5_Rule eventID: 28076
· Microsoft.SQLServer.2016.Cannot_start_SQL_Server_Service_Broker_on_Database_5_Rule eventID: 9697
· Microsoft.SQLServer.2016.The_SQL_Server_Service_Broker_or_Database_Mirroring_transport_is_disabled_or_not_configured_5_Rule eventID: 9666
· Microsoft.SQLServer.2016.Cannot_start_service_broker_manager_5_Rule eventID: 9694
· Microsoft.SQLServer.2016.SQL_Server_Service_Broker_Manager_has_shutdown_5_Rule eventID: 9689
· Microsoft.SQLServer.2016.Service_Broker_was_not_able_to_allocate_memory_for_cryptographic_operations_5_Rule eventID: 9634
· Microsoft.SQLServer.2016.An_SNI_call_failed_during_a_Service_Broker_Database_Mirroring_transport_operation_1_5_Rule eventID: 8471
· Microsoft.SQLServer.2016.Cannot_start_service_broker_manager_due_to_operating_system_error_5_Rule eventID: 28002
· Microsoft.SQLServer.2016.A_SQL_Server_Service_Broker_procedure_output_results_5_Rule eventID: 9724
· Microsoft.SQLServer.2016.An_error_occurred_in_the_SQL_Server_Service_Broker_message_transmitter_5_Rule eventID: 28072
· Microsoft.SQLServer.2016.SQL_Server_Service_Broker_cannot_use_RC4_encryption_algorithm_when_running_in_FIPS_compliance_mode_5_Rule eventID: 28078
· Microsoft.SQLServer.2016.An_error_occurred_in_the_Service_Broker_queue_rollback_handler_5_Rule eventID: 8405
· Microsoft.SQLServer.2016.SQL_Server_cannot_start_the_Service_Broker_event_handler_5_Rule eventID: 9696
· Microsoft.SQLServer.2016.An_error_occurred_in_the_SQL_Server_Service_Broker_or_Database_Mirroring_transport_manager_5_Rule eventID: 9643
· Microsoft.SQLServer.2016.An_error_occurred_in_a_SQL_Server_Service_Broker_Database_Mirroring_transport_connection_endpoint_1_5_Rule eventID: 9642
· Microsoft.SQLServer.2016.The_Service_Broker_Database_Mirroring_transport_cannot_listen_on_port_because_it_is_in_use_5_Rule eventID: 9692
· Microsoft.SQLServer.2016.Cannot_start_service_broker_security_manager_5_Rule eventID: 9698
· Microsoft.SQLServer.2016.An_error_occurred_in_the_timer_event_cache_5_Rule eventID: 9646
· Microsoft.SQLServer.2016.SQL_Server_could_not_allocate_enough_memory_to_start_Service_Broker_task_manager_5_Rule eventID: 9695
· Microsoft.SQLServer.2016.SQL_Server_Service_Broker_or_Database_Mirror_cryptographic_call_failed_5_Rule eventID: 9650
· Microsoft.SQLServer.2016.An_error_occurred_in_the_SQL_Server_Service_Broker_message_dispatcher_5_Rule eventID: 9644
· Microsoft.SQLServer.2016.SQLServerAgent_could_not_be_started_1_5_Rule eventID: 103
· Microsoft.SQLServer.2016.Unable_to_re_open_the_local_eventlog_1_5_Rule eventID: 313
· Microsoft.SQLServer.2016.Alert_engine_stopped_due_to_unrecoverable_local_eventlog_errors_1_5_Rule eventID: 317
· Microsoft.SQLServer.2016.Step_of_a_job_caused_an_exception_in_the_subsystem_1_5_Rule eventID: 209
· Microsoft.SQLServer.2016.A_SQL_job_failed_to_complete_successfully_1_5_Rule eventID: 208
· Microsoft.SQLServer.2016.The_agent_is_suspect._No_response_within_last_minutes_1_5_Rule eventID: 20554
· Microsoft.SQLServer.2016.Job_step_cannot_be_run_because_the_subsystem_failed_to_load_1_5_Rule eventID: 212
· Microsoft.SQLServer.2016.Unable_to_connect_to_SQL_Server_1_5_Rule eventID: 207
· Microsoft.SQLServer.2016.RESTORE_could_not_start_database_1_5_Rule eventID: 3167
· Microsoft.SQLServer.2016.Unexpected_end_of_file_while_reading_beginning_of_backup_set_1_5_Rule eventID: 3208
· Microsoft.SQLServer.2016.Cannot_open_backup_device.__1_5_Rule eventID: 3201
· Microsoft.SQLServer.2016.Database_cannot_be_opened_due_to_inaccessible_files_or_insufficient_memory_or_disk_space._See_the_SQL_Server_errorlog_for_details_1_5_Rule eventID: 945
· Microsoft.SQLServer.2016.CREATE_DATABASE_failed._Could_not_allocate_enough_disk_space_for_a_new_database_on_the_named_disks_1_5_Rule eventID: 1803
· Microsoft.SQLServer.2016.Could_not_obtain_exclusive_lock_on_database_5_Rule eventID: 1807
· Microsoft.SQLServer.2016.Full_Text_Search___Search_on_full_text_catalog_failed_with_unknown_result_1_5_Rule eventID: 7607
· Microsoft.SQLServer.2016.Full_Text_Search___Full_Text_Search_is_not_enabled_for_the_current_database._Use_sp_fulltext_database_to_enable_Full_Text_Search_1_5_Rule eventID: 15601
· Microsoft.SQLServer.2016.Failed_to_finish_full_text_operation._The_filegroup_is_empty_read_only_or_not_online_5_Rule eventID: 9964
· Microsoft.SQLServer.2016.Full_Text_Search___An_unknown_full_text_failure_occurred_1_5_Rule eventID: 7608
· Microsoft.SQLServer.2016.Full_Text_Search___Full_text_catalog_lacks_sufficient_disk_space_to_complete_this_operation_1_5_Rule eventID: 7622
· Microsoft.SQLServer.2016.Full_Text_Search___Full_text_catalog_is_in_a_unusable_state._Drop_and_re_create_this_full_text_catalog_1_5_Rule eventID: 7624
· Microsoft.SQLServer.2016.A_default_full_text_catalog_does_not_exist_in_the_database_or_user_does_not_have_permission_to_perform_this_action_5_Rule eventID: 9967
· Microsoft.SQLServer.2016.Full_Text_Search___Could_not_find_full_text_index_for_database_1_5_Rule eventID: 7606
· Microsoft.SQLServer.2016.Transaction_was_deadlocked_on_resources_with_another_process_and_has_been_chosen_as_the_deadlock_victim._Rerun_the_transaction_1_5_Rule eventID: 1205
· Microsoft.SQLServer.2016.The_provider_reported_an_unexpected_catastrophic_failure_1_5_Rule eventID: 10001
· Microsoft.SQLServer.2016.The_query_processor_could_not_start_the_necessary_thread_resources_for_parallel_query_execution_1_5_Rule eventID: 8642
· Microsoft.SQLServer.2016.Internal_Query_Processor_Error__The_query_processor_ran_out_of_stack_space_during_query_optimization_1_5_Rule eventID: 8621
· Microsoft.SQLServer.2016.Internal_Query_Processor_Error__The_query_processor_could_not_obtain_access_to_a_required_interface_1_5_Rule eventID: 8601
· Microsoft.SQLServer.2016.Internal_Query_Processor_Error__The_query_processor_encountered_an_unexpected_error_during_execution_1_5_Rule eventID: 8630
· Microsoft.SQLServer.2016.Internal_Query_Processor_Error__The_query_processor_encountered_an_unexpected_error_during_the_processing_of_a_remote_query_phase_1_5_Rule eventID: 8680
· Microsoft.SQLServer.2016.The_query_has_been_canceled_because_the_estimated_cost_of_this_query_exceeds_the_configured_threshold._Contact_the_system_administrator_1_5_Rule eventID: 8649
· Microsoft.SQLServer.2016.Login_failed__Password_too_simple_5_Rule eventID: 18466
· Microsoft.SQLServer.2016.Login_failed__Password_too_short_5_Rule eventID: 18464
· Microsoft.SQLServer.2016.Login_failed__Error_during_validation_5_Rule eventID: 18468
· Microsoft.SQLServer.2016.Could_not_obtain_information_about_Windows_NT_group_user_1_5_Rule eventID: 15404
· Microsoft.SQLServer.2016.Cannot_open_user_default_database._Login_failed_1_5_Rule eventID: 4064
· Microsoft.SQLServer.2016.Login_failed__Password_fails_password_filter_DLL_requirements_5_Rule eventID: 18467
· Microsoft.SQLServer.2016.Cannot_determine_the_service_account_for_SQL_Server_instance_1_5_Rule eventID: 14353
· Microsoft.SQLServer.2016.Permission_denied_on_object_1_5_Rule eventID: 229
· Microsoft.SQLServer.2016.Login_failed__Password_cannot_be_used_at_this_time_5_Rule eventID: 18463
· Microsoft.SQLServer.2016.Login_failed__Password_too_long_5_Rule eventID: 18465
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__Page_allocated_to_object_was_not_seen.__Page_may_be_invalid_or_have_incorrect_object_ID_information_in_its_header_1_5_Rule eventID: 2533
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__B_tree_level_mismatch_page_does_not_match_level_from_parent__1_5_Rule eventID: 8931
· Microsoft.SQLServer.2016.CHECKTABLE_processing_of_object_encountered_page_twice._Possible_internal_error_or_allocation_fault_1_5_Rule eventID: 8973
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error___Unexpected_page_type__1_5_Rule eventID: 8938
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__Extra_or_invalid_key_1_5_Rule eventID: 8952
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__cross_object_chain_linkage_1_5_Rule eventID: 8930
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__Wrong_PageId_in_the_page_header_1_5_Rule eventID: 8909
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__page_is_out_of_the_range_of_this_database_1_5_Rule eventID: 8968
· Microsoft.SQLServer.2016.Conflict_table__does_not_exist_1_5_Rule eventID: 21286
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__Cross_object_linkage_1_5_Rule eventID: 8925
· Microsoft.SQLServer.2016.CHECKTABLE_terminated._A_failure_was_detected_while_collecting_facts._Possibly_tempdb_out_of_space_or_a_system_table_is_inconsistent._Check_previous_errors_1_5_Rule eventID: 8921
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__Column_is_not_a_valid_complex_column_1_5_Rule eventID: 8960
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__Page_is_missing_a_reference_from_previous_page._Possible_chain_linkage_problem_1_5_Rule eventID: 8978
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__Page_was_not_seen_in_the_scan_although_its_parent_and_previous_refer_to_it._Check_any_previous_errors_1_5_Rule eventID: 8976
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__Cross_object_linkage__Parent_page_in_object_next_refer_to_page_not_in_the_same_object_1_5_Rule eventID: 8926
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__B_tree_page_has_two_parent_nodes__1_5_Rule eventID: 8937
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__Slot_row_extends_into_free_space__1_5_Rule eventID: 8943
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__Object_index_page_Test_failed._Slot___Offset_is__invalid_1_5_Rule eventID: 8941
· Microsoft.SQLServer.2016.Could_not_find_filegroup_ID_in_sys.filegroups_for_database_5_Rule eventID: 8932
· Microsoft.SQLServer.2016.The_user_is_not_allowed_to_truncate_the_system_table_1_5_Rule eventID: 4709
· Microsoft.SQLServer.2016.Failed_to_drop_column__from_table__1_5_Rule eventID: 21284
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__Page_is_missing_references_from_parent__unknown__and_previous_nodes._Possible_bad_root_entry_in_sysindexes_1_5_Rule eventID: 8979
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__Page_in_its_header_is_allocated_by_another_object_1_5_Rule eventID: 2534
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__The_text_ntext_or_image_node_at_page__is_referenced_by_page_not_seen_in_the_scan_1_5_Rule eventID: 8965
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error___Test_failed._Slot_overlaps_with_the_prior_row_1_5_Rule eventID: 8942
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__IAM_page_is_linked_in_the_IAM_chain_for_object_1_5_Rule eventID: 8959
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__Extent_object_is_beyond_the_range_of_this_database_1_5_Rule eventID: 2579
· Microsoft.SQLServer.2016.Table___No_columns_without_statistics_found_1_5_Rule eventID: 15013
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__The_high_key_value_on_page_is_not_less_than_the_low_key_value_in_the_parent_slot_of_the_next_page_1_5_Rule eventID: 8934
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__Allocation_page_has_invalid__page_header_values.__1_5_Rule eventID: 8946
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__IAM_chain_linkage_error_1_5_Rule eventID: 8969
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error___The_next_pointer_of_refers_to_page._Neither_its_parent_were_encountered._Possible_bad_chain_linkage_1_5_Rule eventID: 8981
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__The_text_ntext_or_image_node_has_wrong_type_1_5_Rule eventID: 8963
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__The_text_ntext_or_image_node_at_page_is_not_referenced_1_5_Rule eventID: 8964
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error___Address_is_not_aligned_1_5_Rule eventID: 8940
· Microsoft.SQLServer.2016.One_or_more_indexes_are_damaged_and_must_be_repaired_or_dropped_1_5_Rule eventID: 8956
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__Cross_object_linkage._Page_PGID_next_is_not_in_the_same_index_1_5_Rule eventID: 8982
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__Parent_node_for_page_was_not_encountered_1_5_Rule eventID: 8977
· Microsoft.SQLServer.2016.Indexed_view_does_not_contain_all_rows_that_the_view_definition_produces.__Refer_to_Books_Online_for_more_information_on_this_error.__This_does_not_necessarily_represent_an_integrity_issue_with_th_5_Rule eventID: 8908
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__Table_missing_or_invalid_key_in_index_for_the_row__1_5_Rule eventID: 8951
· Microsoft.SQLServer.2016.Unique_table_computation_failed_1_5_Rule eventID: 16959
· Microsoft.SQLServer.2016.Table__Creating_statistics_for_the_following_columns_1_5_Rule eventID: 15018
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__B_tree_chain_linkage_mismatch.__1_5_Rule eventID: 8936
· Microsoft.SQLServer.2016.Failed_to_add_column__to_table__1_5_Rule eventID: 21285
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__Index_node_page_refers_to_child_page_and_previous_child_but_they_were_not_encountered_1_5_Rule eventID: 8980
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__The_low_key_value_on_page__is_not_the_key_value_in_the_parent_1_5_Rule eventID: 8933
· Microsoft.SQLServer.2016.Table_error__The_previous_link_on_page_does_not_match_the_previous_page_that_the_parent_slot_expects_for_this_page_1_5_Rule eventID: 8935
· Microsoft.SQLServer.2016.XML___XML_parsing_error_1_5_Rule eventID: 6603
· Microsoft.SQLServer.2016.XML___XML_document_could_not_be_created_because_server_memory_is_low._Use_sp_xml_removedocument_to_release_XML_documents_1_5_Rule eventID: 6624
· Microsoft.SQLServer.2016.XML___Size_of_data_chunk_requested_from_the_stream_exceeds_allowed_limit_5_Rule eventID: 6627
· Microsoft.SQLServer.2016.XML___Failed_to_load_Msxml2.dll_1_5_Rule eventID: 6610
· Microsoft.SQLServer.2016.XML___Failed_to_instantiate_class._Make_sure_Msxml2.dll_exists_in_the_SQL_Server_installation_1_5_Rule eventID: 6608
· Microsoft.SQLServer.2016.XML___FOR_XML_EXPLICIT_stack_overflow_occurred._Circular_parent_tag_relationships_are_not_allowed_1_5_Rule eventID: 6805
· Microsoft.SQLServer.2016.XML___XML_error_1_5_Rule eventID: 6600
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